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文序

仙台市の文化財保護行政に対しましては、日頃から多大なご協力

をいただき、まことに感謝に堪えません。

近年、中田地区もとみに住宅化が進み、音の面影はだいぶ失われ

てまいりました。今回の後河原遺跡の調査もそのような流れの中で

実施されました。本書では、調査地点も近いことから2つの調査の

成果をまとめて報告しております。大きな柱穴を持つ建物跡や旧地

形の様子など、今回も多くの情報を得ることが出来ました。

21世紀も間近に迫り、先達らの残した貴重な文化遺産を保護し、

保存・活用を図りながら未来へと継承していくことが私達にとって

の責務であると考えます。

本書は、このような調査成果を収録したものであり、多くの方々

に積極的に活用され学術研究の場で役立てば幸いに思います。また、

この調査成果が研究者のみならず、地域の皆様にも地元の歴史を解

きあかす貴重な資料であることを感じて頂ければと思います。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行に際して

ご協力くださいました皆様に深 く感謝申し上げる次第であります。

平成■年 3月

仙台市教育委員会

教育長 小 松 弥 生



例     言

1.本書は宅地造成に先立って行った後河原遺跡第 3次調査・第 4次調査の発掘調査報告書であり、すでに公表さ

れた発表会資料等に優先するものである。

2.出土遺物の整理と本文の執筆・編集は、第 3次調査が平間亮輔、第 4次調査が五十嵐康洋が担当したが、プラ

ント・オパール分析とその報告に関してはい古環境研究所に依頼した。

3.発掘調査および報告書作成に関しては次の方々から協力を受けた。

大和団地株式会社東北支店、福仙興業株式会社、桂島建設株式会社、東北歴史資料館

4.本調査における出土遺物・実測図・写真などの資料は仙台市教育委員会で一括保管している。

1.本書中の上色及び色調については「新版標準土色帖」ガヽ山、竹原1997を使用した。

2.本書使用の地形図は国土地理院発行 5万分の 1「仙台」 (平成 8年)である。

3.本書中の北は真北を示している。

4。 遺構の略称は次の通 りで、それぞれに通し血を付けた。

SI:竪穴住居跡、SB:掘立柱建物跡、SD:溝跡、SK:土坑、P:柱穴等のピット
5.竪穴住居跡や掘立柱建物跡の柱痕跡はスクリーントーンで示した。

6.掘立柱建物跡模式図中の数字は柱間隔 (cm単位)、 ( )内は間尺を示す。

7.畦畔計測表及び水田区画計測表の数値のうち ( )は完全には検出できなかった畦畔等の現存の値である。

8。 図上復元した遺物実測図は、中心線を一点鎖線 (―・―)で示した。

9。 遺物実測図のうち、土師器の黒色処理はスクリーントーンで示した。

10.遺物の法量のうち ( )は図上復元値である。

11.鉄製品・石製品の長さのうち ( )は現存値を示す。

12.遺物観察表において胎土中の白色針状物質 (海綿状骨針)は白針と表示した。

13.第 1編の註は各節ごと、引用 。参考文献は巻末にまとめた。なお、第 2編の引用・参考文献は第 1編に準ずる

ため割愛した。

凡
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第 1章 はじめに

第 1章 はじめに

第 1節 調査に至 る経緯

後河原遺跡は仙台市の南端に位置する。昭和50年代後半に遺跡東半部の約1/3が宅地として開発されているが、開

発に先立って昭和56年に第 1次調査、昭和58年に第 2次調査、昭和59年に民間の調査団による発掘調査が行われて

いる (第 3図、表 1)。

平成 8年、大和団地株式会社東北支店によって遺跡の西半部における宅地開発の計画が出されたため、協議の上

同年 5月 4日 に試掘調査を実施した。その結果、竪穴住居跡や溝跡等が検出されたため本調査を行うこととなった。

表 1 後河原遺跡における調査一覧

第 2節 調査要項

遺跡名

調査名

所在地

調査主体

調査担当

調査期間

調査面積 :1,467m2

発掘調査参加者

整理作業参加者

相沢美佐子

高橋 弘子

相原妥各子  青木 吉次

浅見 膳子  阿部すえ子

阿部 美香  阿部美枝子

伊深みつ子  大友とし子

加藤 友治  斎藤 慶子

須賀 栄子  菅井きみ子

只木恵美子  橘  英子
二本木年男  月罠部 和恵

山田 惣次  山田千代子

井筒 孝子  伊藤 薫

小澤 洋子  小田嶋祥子

佐藤とき子  佐藤 弘子

鈴木ちさ子  竹森 光子

津谷 貞子  中村 昇

本間しづえ  谷津 和子

後河原遺跡 (仙台市文化財登録番号 C208、 宮城県遺跡登録番号01273)

後河原遺跡第 3次調査

仙台市太白区中田町字後河原18番 1外

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課

担当職員 平間亮輔、根本光一

平成10年 4月 13日～ 8月 6日

阿部みのる

大沼みさほ

佐竹志女子

鈴木 いし

田中さと子

福山 幸子

渡辺かほる

小林 由美

調査主体 調査次数 調査面積 な 備  考 献

仙 台 市 教 育 委 員 会 第 1次調査 156生F 75HF 上・ ピッ ト、土師器 。須恵器 下層は未調 |

仙 台 市 教 育 委 員 含 第 2次調査 昭和 58年 1,998nf 平安時代以前の水田跡、平安時代の濤跡・小澪状遺襦群
・中世の水田跡、石鍬、中世陶器、土師器・須恵器

佐 藤・ 言 泊

1984

埋蔵文化財発掘調査研究所 昭和 59年 1,023m2 甲直後キ～江世初顕 の弼豆任足 留動・ 升戸跡 °欠葬場珈
+鯨聖  須首興  由仕 の臨果・ 巌果・ 述果 o中国彿

下層の大部分は未調査 佐藤・兼田

井上里映子 小山つるよ 佐藤 悦子



第 3節 遺跡の概要

第 3節 遺跡の概要

1.地理的環境

後河原遺跡は仙台市南端の太白区中田町にあり、JR南仙台駅の南東 l km、 名取川の川岸から1.5km南 に位置して

いる。仙台市南東部の地形環境については当遺跡の西方約500mに位置する中田南遺跡の報文 (太田 :1994)に詳し

いので、ここでは遺跡の位置する自然堤防とその周辺の状況についてのみ触れることとする。

名取川両岸には多数の旧河道と自然堤防が発達しているが、当遺跡周辺にも旧河道 。自然堤防 。後背湿地が入り

組んで複雑な地形を形成している。遺跡は北側を旧河道で画された南北幅100～ 200m、 東西長約1,000mの弧状の自

然堤防の西端部上に位置しており、遺跡の一部は南側の後背湿地にもかかっている (第 1図 )。
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後背湿地 0                         3km

第 1図 遺跡周辺の地形分類図 (松本■994を基に作向
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第 2図 周辺の遺跡 (1/50000

No 遺 跡 名 一立 年  代 Nll 遺  跡 名 種 立  地 年  代

1 後河原

戸ノ内

圧 自然堤防～後背湿地 古墳～近世 17 宮下遺跡 集落跡 丘 陵 細文～平安

一岸 自然堤防 弥生～中世 清水遺跡 自然堤防 弥生～平安

中田畑 中 : !落跡 自然堤防 古墳～平安 丘陵斜面 弥生～平安

4 陥和 Jr漕縣 集落跡 自然堤防 自然堤防 古墳

5 四郎丸館跡 集落跡・周濤墓
・城館

自然提防 百項 °半 女 ～

由冊

鶴巻前遺跡 集落跡 自然堤防 古墳～平安

金剛寺貝塚 貝塚 fig

中田南遺跡 自 古墳～中世 十二塚遺跡 貝塚・集落跡

7 安久東遺跡 弥生～近世 雷神山古墳 古墳 百墳

粟慣 跡 巳防 弥生～平安 飯野坂古墳群 古墳 古墳前

前 田鱚跡 官 自然堤防 中世 宇賀崎古墳 古塔 丘 陵 古墳中・後

松木遺跡 屋敷跡 自然堤防 中世・ 近世 27 城館 丘 陵 中世

11 弁天囲古墳 古墳 自然堤防 古墳 包含地 沖積平野 古墳～平安

12 城丸古墳 古墳 自然提防 古 増 包含地 自然堤防

13 仙台大塚山古墳 古墳 河∫H致 古 矯 下余田遺跡 集落跡

今熊野遺跡 貝塚・ 集落跡・

闊遺算

丘 陵 純文早・ H」

弥生～平安

富沢館跡 城館 中 世

富沢遺跡 旧る器～近世

15 五 郎市遺 跡 丘陵 組文～古墳前 山口遺跡 自然堤防～後背湿地 縄文～中世

西野田遺跡 集落跡・ 周溝墓 丘陵 旧石器・ 細文
古 僣 ～ V与

娼 自然堤防 古墳

郡 山潰跡 跡・水田跡 自然堤防 弥生～平安

表 2  周辺の遺跡地名表



第 3節 遺跡の概要

第 3次調査区は遺跡の西半部に位置し、自然堤防の末端に近いことから、調査区付近の自然堤防の幅は極めて狭

く50m前後と予想される。基本層の項でも述べるが調査区は南北方向の傾斜が顕著で、北側から南側に向かって標

高が低くなっており (北側の畑と南側の盛上下の水田面との比高差が約 lm)、 ちょうど自然堤防上から南側の後

背湿地にかけて位置していると推定される。

なお、第 4次調査区は第 3次調査区北端から北へ30m離れているが、この付近は自然堤防の北斜面からさらに北

側の旧河道部分に相当する可能性が高い。

2.歴史的環境
名取川下流の平野部および西側の高館丘陵には各時代を通して多数の遺跡が確認されている。ここでは川の南岸

部において、今回の調査に関連する古墳時代以降の遺跡を中心に概観してみたい。
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第 3図 遺跡全体図



第 1章 はじめに

古墳時代前期の集落跡は、平野の南西丘陵上に今熊野遺跡、西野田遺跡、野田山遺跡などがあり、低地の自然堤

防上にも当遺跡の北東～東方1.5～ 2 kmにかけて中田畑中遺跡、戸ノ内遺跡、昭和北遺跡、北西約1.51t4に安久東遺

跡、南方約 3 kmに鶴巻前遺跡などがある。集落の生産基盤である水田は集落に近接する後背湿地に営まれたと考え

られるが、名取川の南側ではまだこの時代の水田跡は確認されていない。さらにこれらの集落遺跡のうち今熊野、

西野田、戸ノ内、四郎丸館跡、安久東の各遺跡と、西野田遺跡の南方1.5焔に位置する五郎市遺跡では方形周溝墓が

発見されており、方形周濤墓と集落が密接な関係を持ちながら平野の各地に散在している様子がみてとれる。また

このころの高塚古墳としては、雷神山古墳、飯野坂古墳群、高館山古墳、宇賀崎古墳などがあるが、これらは西側

の丘陵上に位置している。

この他の古墳時代の集落としては西方0.5～ 2血の自然堤防上に中田南遺跡、清水遺跡、栗遺跡などがあり、この

うち清水遺跡、栗遺跡では後期の遺構が数多く検出されている。

奈良 。平安時代には清水遺跡、中田南遺跡などで集落の拡大が認められる他、中田畑中遺跡、安久遺跡、安久東

遺跡、四郎丸館跡、鶴巻前遺跡などで集落跡が検出されている。当遺跡では畑跡の痕跡と考えられる小清状遺構群

が検出されている。

丁性―一―す____「―――下~~~~r―――早
m

/ィ夢

方で

%

第 4図 調査区配置図



第 4節 調査方法

中世になると平野西側の高館丘陵の上には高館城跡、熊野堂大館跡、川上大館跡など大規模な山城が築かれ、丘

陵の麓に位置する大門山遺跡付近は中世を通じて大規模な信仰の場であったことが明らかにされている。

平地には松木遺跡、安久東遺跡、前田館跡、中田南遺跡、四郎丸館跡など、城館や居館・屋敷が数多く造られる

ようになり、当遺跡でも自然堤防上で掘立柱建物跡や井戸跡さらに火葬場跡などが検出されていて、武士階級の屋

敷跡があったと考えられている。なお、南部の後背湿地部分では水田跡も検出されている。

第 4節 調査方法

1.調査区の設定

調査区は幅 6mの道路予定地に設定し、調査区のうち東西道路部分を北から1区、 2区、 3区、 4区 とし、中央

の長い南北道路部分を5区 とした。

また 2区 と5区の道路方向にあわせて直交する基準線を設け、これを遺構実測の基準線とした。基準線の名称は

2区 と5区の交点を通る南北方向の中心線をEWO、 これより東をE、 西をWで示し、東西方向の中心線をNSO、

これより北をN、 南をSで示した。数値の単位はmである。なお、南北基準線の方位は真北から約12°東に振れてい

る。平面直角座標系Xにおける座標値は以下のとおりである。
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第 5図 グリッド配置図
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第 1章 はじめに

(NSO,EWO)X=-201.065589km, Y三 十5.519327677km

(S 40,EヽVO)X=-201.104735km, Y=+5.511108677km

2.調査方法

調査予定地の大部分は水田あるいは畑で、 5区の南部から4区にかけての部分のみが水田上に盛土整地されて駐

車場として利用されていた。

調査においては、まず重機で盛土および現水田や畑の耕作土 (I層)やその直下の旧耕作土 (Ⅱ層)を除去し、

精査はⅢ層上面から行った。ただしⅢ層は遺存状況が悪く、 5区中央部に部分的に残るのみであったので、実質の

遺構確認作業はIV層からである。Ⅳ層以下はすべて人力で掘り下げてⅣ oVa・ Vb・ Ⅵ・ⅥI al・ ⅥI a2・ ⅥIb oVⅢ

層において各層ごとの精査を行った。なお、Ⅵ層上面までは調査区全面の精査を行ったが、Ⅶ al層以下については

5区南半部において一部調査面積を縮小している。ⅥⅡ層以下については特に試掘区を設けての調査は行わなかった

が、側溝の壁面観察では文化層らしい層が確認できなかったことからこれ以下は無遺物層と推定し、掘り下げは行

わなかった。

遺構の平面図は基準杭を利用して簡易遣 り方を組み、1/40あ るいは1/20で作成した。断面図は1/20で作成した。

写真は351nlllモ ノクロとリバーサルで撮影している。

遺物は各遺構ごとに取 り上げたが、遺構に伴わない基本層中の遺物は、層ごとに10mグ リッド別に取上げた。

第 5節 基本層序

今回の調査では I～ X層 まで、大別して計10層を確認した。各層の傾きは、東西方向はほぼ水平であるが南北方

向では北から南に向かって傾斜している。これは、前節でも述べたが、調査区が東西に延びる自然堤防上から南側

の後背湿地にかけて位置するためと考えられる。第 7図は5区の北壁 と東壁の基本層序模式図であるが、おおよそ

5区の北東コーナー付近が最も標高が高く、そこから南に向かって傾斜して S40付近で水平になっているのが判る。

I層 にぶい黄褐色～暗褐色のシルトを主とする層で Ia～ If層に細分される。

現代の畑あるいは水田の耕作上である。

Ia層 10Y R3/3暗褐色粘土質シルト。

Ib層 10Y R4/3にぶい黄褐色粘土質シル ト。10Y R5/3に ぶい責褐色シルトブロックを少量含む。

IC層 10Y R5/3にぶい黄褐色シルト。10Y R4/3に ぶい責褐色シル トブロックを多量に含む。

Id層 10Y R5/3にぶい黄褐色シルト。層下部に部分的に10Y R3/2黒褐色シル トブロックを多量に含む。

Ie層 10Y R3/3暗褐色シル ト。10Y R3/2黒褐色シルトブロックを多量に含む。

If層 10Y R3/4暗褐色粘土質シル ト。10Y R2/1黒色泥炭質粘土ブロックを多量に含む。

H層 10Y R4/2灰責褐色シル ト。 3区西部ではやや責色が強くなる。厚さは20～30cmで、下面は比較的平坦であ

る。

現代以前の畑の耕作土と推定される。

Ⅲ層 10Y R3/2黒褐色粘土質シルト。10Y R4/2に ぶい黄褐色砂質シル トを少量含む。

3区W24か ら西と5区 S30～50付近にのみ部分的に遺存する。厚さは 5～ 10cm、 下面は 5区では
'ヒ

較的平坦

であるが 3区では細かな起伏があり、Ⅳ層上面に小清状遺構群を残す。

平安時代以降の畑の耕作上である。

Ⅳ層 10Y R3/3暗褐色シルト。 3区西部では10Y R4/3に ぶい責褐色シルト質砂となる。10Y R3/2黒 褐色粘土

質シル トブロックを少量含む。なお、灰白色火山灰の小ブロックを微量含むが、断面図を作成した地点には灰

白色火山灰が認められなかったので図中では示せなかった。 3区W24か ら西とW8か ら東、 5区 S20～ S50付



第 5節 基本層序

近にのみ遺存する。厚さは20～30cm、 下面は比較的凹凸があり、Va～ vb層 上面に小溝状遺構群を残す。

平安時代の畑の耕作上である。

V層 黒褐色のやや粘性のあるシル トを主とする。Va・ vb層 に細分され、いずれも平安時代の畑の耕作上であ

る。

Va層  10Y R3/2黒褐色粘土質シルト。10Y R3/3暗褐色シルトブロックを少量含む。 3区W24か ら西とW8
から東、5区 NS O～ S50付近にのみ遺存する。なお、5区の東壁際の遺存状況が良くないために断面図(第 6

図)や模式図にVa層の記載がないが、平面では確認している。厚さは10cm前後、下面はやや凹凸があり、一

部のVb層上面に小溝状遺構群を残す。

Vb層 10Y R3/2黒褐色シルト質粘土。10Y R4/2灰 責褐色シルト質粘土ブロックを少量含む。分布範囲はV
a層 とほぼ同じで、3部払4か ら西とW8から東、5区N SO～ S50付近にのみ遺存する。厚さは10～20cm、 下
面は比較的凹凸があり、Ⅵ a層上面に小溝状遺構群を残す。
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第 6図 基本層序



第 1章 はじめに

Ⅵ層 にぶい黄褐色の砂あるいはシル トを主 とし、Ⅵ a～Ⅵ C層に細分される自然堆積層である。

Ⅵ a層 10Y R5/4にぶい黄褐色砂質シル ト。10Y R3/1黒褐色粘土ブロック・ 10Y R4/1褐灰色粘土ブロック

を少量含む。 3区西部と5区 S20～ 50付近にのみ遺存する。厚さは15～ 35cm、 下面はゆるやかな起伏がある。

Ⅵ b層 10Y R4/2灰黄褐色シル ト質粘土。 3区全域と5区 S7～50付近にのみ遺存する。厚さは10～20 、下

面はゆるやかな起伏がある。

Ⅵ C層 10Y R4/3にぶい責褐色細砂。10Y R3/3暗褐色粗砂を少量、10Y R2/1黒色粘土ブロックを微量に合

む。3区西部と4区全域、 5区 S7付近から南側に遺存する。厚さは 5～ 10cm、 下面はゆるやかな起伏がある。

ⅥI層 暗褐～黒褐色の粘土層である。当初はⅦ a・ Ⅶ b・ Ⅶ C層の 3層に分層していたが、後にⅦ a層がさらに 2

層に細分されることが判明したためⅥla層をⅦ al層 とⅦ a2層 とに分けた。Ⅷ a卜 ⅥI a2・ⅥIb層 は古墳時代の

水田耕作土、Ⅶ C層は自然堆積層である。

VII al層 10Y R3/3暗褐色粘土。 5区南部では 2.5Y5/1黄灰色シル ト質粘土となる。 3・ 4区全域と、 5区N

SO付近から南に遺存する。厚さは 2～ 10cmで平均 6 cm前後、下面は凹凸が激しい。

Ⅵl a2層  10Y R2/2黒褐色粘土。10Y R4/3に ぶい黄褐色シルトブロックを少量、酸化鉄粒を微量含む。 3・ 4

区全域と、 5区NSO付近から南に遺存する。厚さは 2～ 8で平均 4 cm前後、下面は凹凸が激しい。

Ⅷ b層 10Y R2/1黒色粘土。 5区北部では泥戊質粘土となる。 1区を除き、 2～ 5区の全域に遺存するが、 2

区と5区NSO付近から北では I層の耕作土によって上面が攪乱されている。厚さは12～20cmで平均15cm前後、

下面は凹凸が激しい。

Ⅶ C層 10Y R3/2黒褐色シルト質粘土。10Y R3/3暗 褐色砂粒を多量に含む。l区を除き、 2～ 5区のほぼ全

域に遺存する。厚さは10側前後で、下面は比較的凹凸がある。

Ⅵ‖層 10Y R4/3にぶい黄褐色粘土。10Y R4/3に ぶい黄褐色粘土ブロックを少量・酸化鉄粒を多量に含む。 3・

4区全域と、 5区 S20付近から南に遺存する。厚さは 5～ 10前後で、下面は
'ヒ

較的平坦である。

自然堆積層である。

IX層  10Y R3/1黒褐色粘土。分布域はⅥI層 とほぼ同じで、 3・ 4区のほぼ全域と、 5区 S20付近から南に遺存す

る。厚さは 5 cm前後で、下面は比較的平坦である。

自然堆積層である。

X層 10Y R5/4にぶい責褐色粘土質シル ト。 5区南部では粘土となる。酸化鉄斑文を多量に含む。調査区の全域

に安定して分布する。

自然堆積層である。

なお、以前に行われた調査のうち第 2次調査は調査区も

'ヒ

較的広く、層位的に検出されている遺構も中世の水田

跡・平安時代以降の溝 。平安時代の小溝状遺構群・平安時代以前の水田跡などで、中世の水田跡を除くと今回の調

査と共通点が多い。このため、両調査区における基本層序の対応を試みてみたが、表土～下層の水田耕作土までの

基本的な色調の変化は類似するものの上質が一致しない場合もあり、明確にはできなかった。層の対応が困難な理

由としては、両調査区間の距離が離れている (註 1)こ とと、立地も微妙にも異なっている (註 2)こ とが考えられ

るので、今回は対応関係の明示は控えておきたい。

註 1 第 3次調査区のほぼ中央にあたる5区から第 2次調査の西部のⅡ区までは約60m、 東部の I区西端までは約

100mあ る。

註 2 現地表面の標高は第 2次調査区の I区中央部で約4.8m、 今回の第 3次調査区 5区中央部で約6.2mで、第 2

次調査区の方が約1.4m低い。このことと周辺の微地形を考慮すると第 2次調査区の中心はほとんど後背湿地

にかかっていると推定される。



第 5節 基本層序
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第 2章 検出された遺構と遺物

第 2章 検出された遺構 と遺物

第 1節 各層上面における遺構の確認状況

精査は各層位ごとに順次行ったが、基本層の欠落と耕作による層上面の攪拌等によって遺構の本来の掘り込み面

が確定できない場合が多かったので、これらの点について簡単に触れておく。

1.基本層の欠落 と遺構の確認面

前章で述べたように、調査区が自然堤防上から南側の後背湿地にかけて位置するため、各基本層は北から南に向

かって傾斜している。
・
言いかえれば、調査区の北部にいくほど下の層の標高が高くなっているので、その分 I・ H

層によって攪拌されて失われる結果となっている。 5区のS20以北では I・ H層 を除去した直下にX層・ⅥIb層・

V層などの下部の基本層が現れて、その面が最初の遺構確認面となっている (第 7図の基本層序模式図、第 8図の

平面図参照)。

また、 3区のW8～ 24の間・ 4区・ 5区のS50以南は水田として利用された際に削平を受けたため I層の直下は

Ⅵ層となっており、この面が最初の遺構確認面となっている。

このように遺構の確認面の直上の基本層が欠落する場合は、遺構の本来の掘り込み面は不明であり、実際このよ

うな遺構が多い。

2.耕作 による攪拌 と遺構の確認面

遺構の廃絶後にその周辺が畑として利用された場合、層上面は攪拌されて畑以前にあった遺構のプランは確認で

きないことが十分予想される。畑の耕作深度が直下層にまで及ぶ場合は、実際の遺構確認面は畑の耕作上を除去し

た後の面となり、本来の掘り込み面よりも1層分下層となる。

本来の掘り込み面の検討にあたっては、他の遺構や出土遺物とも関係してくるのでここでは詳細には触れないが、

後述するS11や SB3・ 4・ 5・ 6の一部がこの例に相当すると考えられる。

以上の 1・ 2で述べた理由によって本来の掘り込み面が不明な遺構が多いため、調査時の遺構の確認面の違いを

もってそのまま遺構の変遷に結び付けることはできない。そこで各遺構の説明にあたっては、とりあえず調査時に

確認できたまま記述していくこととし、本来の遺構掘り込み面と実際の確認面とのずれは第 4章で修正していくこ

ととする。

第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ⅲ層除去後 )

|.I～ III層除去後の状況 (第 8図 )
1区の東端部を除く部分は水田であったが、ここでは水田耕作土を除去するとにぶい責褐色のX層上面が現れ、

SDl～ 5。 7と SD6の西半部を確認している。

l区東端部～ 5区北部および 2区は畑として利用されていたが、畑の耕作土と直下のH層 を除去すると、NS0

以北は黒色のⅥIb層、NSO～ S20付近は黒褐色のVa層 となり、 S20以南の区域では暗褐色のⅣ層が現れた。こ

こではSD6の東半部、SD8・ 9、 SBl・ 2・ 7、 SKl、 ピット群、小清状遺構群の一部を確認したが、S

B3は P52～54が確認できたのみで南側の柱穴はまだ確認できない段階であり、小溝状遺構群もSB3の付近でご

く一部を確認したのみで、その大部分はⅣ層に覆われていて未確認の状況であった。

3区～ 5区の中央部にかけては、 3区の一部の水田部分を除いて畑であったが、畑の部分では耕作土と直下のH

層および部分的に遺存していたm層を除去すると暗褐色のⅣ層となり、一方水田として利用されていた場所では耕



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ш層除去後)

作上下に責褐色のⅥ a層が現れる。 3区西部ではⅣ層上面でS D10～ 13と小溝状遺構群の他にS D20に伴う土手の

上面プランを確認したが、この上手はVb層上面に構築されたもので、Ⅳ層には伴わない。また、東部の水田で削

平されたⅥ a層上面ではS D14・ 15を確認している。 5区のⅣ層上面ではS D16～ 19と ピット群を確認している。

EIV0
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+勤

+S40

+S50

+S∞

+SЮ

Ｔ
Ｗ４０

Ｔ
Ｗ５０

Ｔ
Ｗ３０

Ｔ
Ｗ２０ SD5品

X層露出→ ―
TVIll層露出  品

駆釧→|¬

T

|― Ⅵ a層露出一 |

SDИ SDb l

Ⅶ b層露出

l

↑
Va層露出

5区

↑
Ⅵ a層露出

S30+

SЮ 十

S50+

4区

P99～ 126

上

小醜 構群

睡憂霊]Ⅳ層が遺存する範囲

o                  20m

０

上
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Ｗ４０
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Ｗ５０
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覇/30

上
W20
上

W10
上

E10

上

第 8図 Ⅳ～X層上面 (1～ Ⅲ層除去後)

SD24



第2章 検出された遺構と遺物

4区 と5区南部は水田で削平されており、耕作土を除去して検出した黄褐色のⅥ a層上面ではS12、 SD21

～24・ 30、 SK2～ 10、 ピット群などを確認している。またこの他にS11の大部分とSB5-P71～ 75も確認し

たが、S11の北側とSB5の柱穴 2個は上にⅣ層が被っているためまだ確認できない状況であった。

H.遺構 と遺物
1.竪穴住居跡

2号住居跡―S12-(第 9図 )

4区東端に位置する。床面は削平されⅥ層上面で堀り方のみを確認したものである。主軸方向はN-16° E、北～東

部が調査区外のため大きさは不明であるが、南北4.4m以上、東西 4m以上ある。堀り方のみのため床面・壁など

は不明で、カマドは確認できなかった。西側に幅約40cm、 深さ約30硼の周溝があり、南側には堀り方がやや幅広い

部分も認められる。なお住居のプラン内側にあるSK2～ 8は この住居に伴う土坑であった可能性があるが、断定

できないため一応住居とは別の独立した遺構として扱っている。

o                           2rn

＞一Ｉ
Ｉ
Ｐ
３

日

B
トー 560m

層位 色   調 土   質 混入物 。その他

1 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘上管 ンル ト 周溝堆積上、灰黄褐色砂質 シル トブロック多量

2 25Y4/2暗 灰責色 シルト質粘土 周溝堆積上、炭化物粒少量

10Y R5/3に ぶい責率 砂資 シル ト 住居掘 り方、灰黄褐色粘土質 シル トプロック少量

4 10Y R4/3に ぶい貢孝邑 粘土 住居掘り方、にぶい責褐色砂質シルトプロック少量

第 9図 S12平面 。断面図



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～ III層除去後)
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日
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〔
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0              5 cm

No 写 具

図版
出土層位 種 男」 器種 遺存度

量 (cn 径

径

底

口

調

調

色

色

画

面

外

内
胎   土 焼成 似

徴
符
特

整
整
調
詞
回
面
外
内日  径

1 158-1 掘 り方 土師器 不 にぶ い橙色

謄 扉負

良好

白針微量

良好 ロクロ調整、体部下端～底部手持ヘラケズリ
ヘラミガキ・黒色処理

2 158-2 掘 り方 須恵器 不 色

色

白

白

灰

灰

具射

白針微量

長 好 ロクロ調整、厘部回転糸切り無調整
ロクロ調整

与買 図版 出土層位 長  さ(cln) 径 (cm) 厚 さ (cln) 重量 俊) 色   調 胎  土 成

158-3 掘 り方 土善 にぶい責橙色 良好

第 10図 S12出土遺物

遺物は掘り方から土師器片38点、須恵器片12点、土錘 1点が出上し、このうち土師器郭 1点、須恵器不 1点、土

錘 1点が図化できた (第 10図 )。 土師器邦はロクロ調整で体部がやや内湾し、体部下端～底部にかけて手持ちヘラケ

ズリが施されるものである。

2.掘立桂建物跡

(1)1号掘立柱建物跡―SBl― (第■・ 12図 )

5区北部～ 2区にかけて位置する。当初、 2区で東西方向に並ぶ柱穴列 (P27・ 31～ 34・ 36・ 62)をⅧ b層～ S

D9堆積土上面で、それに直交して南北方向に並ぶ柱穴列 (P22～26)を 5区のVa層上面で確認した。この段階

では 2区の東西方向の柱穴列の間隔が狭い箇所があるために他の掘立柱建物跡などとの切り合いも考慮され、さら

に建物の大部分が調査区外のために不明な点が多かった。このため調査区東狽Iの一部を拡張した結果、柱穴 P49・

57～59を確認した。このうちP49は Va層上面での確認であるが、 P57～ 59は付近の I・ H層の耕作深度が浅かっ

たため、Ⅳ層上面で確認できた。さらに、 P59に ついては調査区壁面にかかっていたため、断面観察によっても本

来はⅣ層上面から掘り込まれていることが再確認できた。

拡張して確認した柱穴 4基 とその他の柱穴との位置関係を見てみると、P31-P49-(P57)一 P58-P59の柱筋

が通ること、この柱筋に直交してP49と P58を通るラインの西側線上にP26と P23がそれぞれ位置することから、

これらは同じ建物を構成する柱穴である可能性が高いと考えられる。なお、 P57は プランの一部のみの確認なので

判然としないが、 P49と P58は掘り方が一辺 lm前後で深さが約75cmと他のピットよりもひと回り大きくて深く

SBl調査風景 拡張区で確認 したSBl― P58,59
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第 2章 検出された遺構と遺物

SB l(廂 )

SB l(身 舎 )

層位 色 土  箇 混入物 。その他

1 10Y R3/3賭澪 シルト

2 10Y R4/2 随 砂質 シル ト 炭化物粒子微量

25Y4/2暗 灰黄色 砂質シルト にぶい黄褐色 シル トプロック
少量

4 2.5Y4/1黄 灰色 粘土 1シルトアロック少重

5 25Y3/2黒 臨 シルト シル トプロック多量

25Y3/ユ 黒 血 港 土 色シル トプロック少量

心

P27 ＮＳＯ
ギ

＼ /

明黄褐色シルトプロック

黒褐色粘土プロック少量

25Y3/2黒 褐色

ブロック多量

褐色 シル トプロック

黒褐色 シル トプロック少量、にぶい黄褐色

10Y R4/2灰黄褐色

血

堀  り 万
備 考

大 きさ 深 さ 径 深 さ

110× 95 身舎、拡張区でプラン確認のみ

57 身舎、拡張区でプラン確認のみ、大部分が調査区外

身合、拡張区で完掘

(90)× 70 張 区で プラ ン確認 のみ、深 さは調査 区壁面 で確認

95× 70 り方属面の窪みが柱痕鉢と推足

85× 70 廂、堀 り方底面の窪みが柱痕跡 と推定

75× 75 廂、堀 り方底面の窪みが柱痕跡 と推定

75× 75 廂、堀 り方底面の窪みが柱痕跡 と推定

75× 65 痛

27 廂、堀 り方底面の経みが柱反跡 と推定

1 85× 80 婦 り方廣面 の篠 みが柱雇跡 と椎τ

90× 75
4 75× 75
90× 75 廂

表 3 SB l柱穴一覧表

P34

♀                       写m

第 11図 SBl平面 。断面図

15・ 16



第 12図 SBl模式図

第 2章 検出された遺構と遺物

(註 1)、 柱の径も太いことから異なる性格を持つことが

予想される。このことからP49・ 57・ 58は身舎の柱穴で

(註 2)、 P49と 58はその北西と南西のコーナーにあたり、

その他は廂の柱穴であると推定される。

このようにP49と 58が身舎の北西と南西コーナーの柱

穴で、その他は廂の柱穴であるとすると、廂は少なくと

も北 。西 。南の 3面に付くこととなるが、次に東側の廂

の有無も含めて、建物の構造について見てみたい。

廂の柱穴は、上面や断面では柱痕跡が確認できなかっ

たが、柱穴の底面に窪みを持つものが多く、この部分が

柱痕跡であると推定できる。このことから廂北西コーナ

ーP27と南西コーナーP22の柱との芯々距離を復元する

と南北が13.60m(45尺 )と なる。柱間は北から10尺・ 9

尺。7尺・ 9尺・10尺で中央のP24と P25の 間が 7尺 と

最も狭 く、南北両端 (南北の廂部分)が 10尺で最も広い。

なお、身舎の西側柱列の柱間隔もこれに対応すると考

えられ、北西コーナーのP49と P58の柱の芯々の距離を

復元すると南北が7.45m(25尺 )と なる。そしてP49と

P57と の間に未調査の柱穴が 1基入るとすると、この場

合の柱間は 9尺・ 7尺・ 9尺 となる。

次に建物の東西方向を見てみると、南側の廂の柱穴は

P22と P59の 2基で、柱間は11尺である。北側の柱穴列

についてはP27-P31-P32-P34ま での柱間を見てみ

ると、■尺 。7尺・ 7尺 となっているのに対してP34の

東側はP34-P36が 3尺、P36-P62が 7～ 8尺 となっ

ている。身舎の大部分が調査区外のために断定はできな

いが、西側 。南側の廂の様相からすると柱間は等間隔ではなく、廂部分が10～■尺と広いのに対して、身舎の部分

はやや狭く、さらに中央部は最も狭くて 7尺程度である可能性がある。この視点でみると、P34-P36の 3尺 は極

端に狭い柱間となり不自然であるが、 P36を外して考えるとP34-P62が 10～■尺であるので、ほぼ他の廂部分と

同様の柱間となり、P34-P62部分は東側の廂である可能性が考えられる。

以上のようなことから、SBlは南北13.60m(45尺 )、 東西10.90m(36尺 )の南北棟で、四面に廂が付く建物

であると推定されるが、北側の廂の柱列の中にSBlと は組み合わないP36と P33があることなど不明な点も残る

ので別な解釈がある可能性も留めておきたい。方向は西側の廂の柱列で見るとN-31°一Eで、柱間は前述したよう

に身舎の南北が 9尺 と7尺、東西が 7尺、廂の出は南北が10尺、東西が■尺である (第 12図 )。

遺物は柱穴の堀り方から土師器片105点、須恵器片39点、土錘 1点が出土した。上師器は大部分がロクロ調整のも

のであるが、いずれも細片で図化できたものはない。

(2)2号掘立柱建物跡―SB2-(第 13・ 14図 )

SBlの西廂の脇のVa層上面で、南北方向に並ぶ柱穴を3基確認した。他に組み合う柱穴が確認できなかった

が、東側の調査区外に展開する可能性を考えてSB2と した。柱穴は表の通りで、柱痕跡は確認できなかった。南

３３０
ｍ

調査風景 (北から)



第 2節 IV～ X層上面 (I～ III層除去後 )

表 4 SB 2柱穴一覧表
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第 14図

SB2模式図

rL・

北長は4.9m、 柱間は 8尺

で、方向はN-32°一Eで

ある。なお、南西側に近

接するSB7と 方向が一

致していることから両者

が接続する可能性はある

が、間尺が異なるので一応別な建物とした。

遺物は柱穴の堀り方から土師器片 2点、須恵器

片 2点が出土したが、いずれも細片で図化できた

ものはない。

(3)7号掘立柱建物跡―SB7-(第 15。 16図 )
SBl西側のVa層上面で、南北方向に並ぶ柱
穴を2基確認した。他に組み合う柱穴が確認でき

なかったが、西側の調査区外に展開する可能性を

考え
｀tSB7と した。柱穴は表の通りで、柱痕跡

は確認できなかった。 2基の柱の間隔は1.8m(6

尺)で、方向はN-32°一Eである。前述したよう

SB7模式図

「

鞠

くと

層位 色    調 土  質 混入物 。その他

1 25Y4/3オ リーブ褐色 シアレト
10Y R2/2黒 褐色 ン,レ ト にぶ い貢褐色 シル トプロ ック少畳

3 10Y R5/4に ぶい音褐衛 砂質 シル ト

4 10Y R4/2に ぶい責褐角 粘土質 シル ト 責褐色粘土ブロック少量

5 25Y4/2暗 灰費 粘土管 シル ト

第 13図 SB2平面・断面図

ツ

ｈ

功己 り 柱痕跡
備 考

大きさ 深 さ 深 さ

30 75× (50)
65× 55 堀 り万ほ面の窪みが柱痕跡 と推定

28

層位 色   調 土  質 混入物 。その他

1 10Y R3/3暗褐色 シルト にぶい貴褐色 シル トプロック

炭化物粒少量

第 15図 SB7平面・断面図

ぺ ′
ピット

血

堀 り 方 柱痕跡
備   考

大きさ 深 さ 径 深 さ

50 底面の窪みが柱痕跡 と梓宇

51 70× 55 底面の窪みが柱痕跡 と椎宇

表 5 SB 7柱穴一覧表



第2章 検出された遺構と遺物

にSB2と 方向が一致するが別な建物とした。

遺物は出上しなかった。

3.溝跡

(1)1号溝跡―SDl― (第 17図 )

1区西部の水田直下のX層上面で確認し、SD2・ 3を切っている。方向はほぼ東西に延び、確認できた長さは

約22mである。大部分は調査区外のため確認できたのは南岸のみで、このため幅は不明、深さも部分的な調査のた

め不確実であるが、調査できた箇所では約80cmである。堆積土は現水田耕作土に似たオリーブ褐色粘上の単層であ

る。

遺物は土師器 4点、須恵器 3点の他に現代の製品が出上しており、現代まで使われていたことが判る。

溝の位置はちょうど自然堤防の北側の縁に当たり、方向も自然堤防に沿っているが性格は断定できない。

(2)2号溝跡―SD2-(第 17図 )

1区西部の水田直下のX層上面で確認した東西方向の清で、SDlに切られている。上部はかなり削平されてい

ると考えられる。方向はN-78°一W、 確認できた長さは約20m、 幅は約80cm、 断面形は「U」 字形で深さは約15cm

である。堆積土は自然堆積層である。底面は比較的平坦で底面のレベルは東側がやや低く、東西の高低差は約 5 cm

である。

方向や断面形からすると5区北部のSD9と 同一の遺構である可能性がある。性格は断定できない。なお、遺物

は出土しなかった。

(3)3号溝跡―SD3-(第 17図 )

1区西部の水田直下のX層上面で確認した。SD2のやや北に位置し、SDlに切られている。確認した段階で

は幅約80cmの 1条の溝であったが、掘りあげた結果幅30～40cmの 2条の溝が平行する状況となった。 2条の溝が切

り合っていた可能性があるが、上部がかなり削平されているため検証できず、このため一応 1条の濤として扱って

いる。方向は、確認できた長さが約4.5mと 短いこととやや湾曲していることから明確ではないがN-63°一Wであ

る。深さは約 5 cmで、底面はやや凹凸があり溝が途切れる箇所もある。底面の高低差は不明である。

なお、このまま南東からやや南向きに湾出していくと3区東部のS D14に つながる可能性がある。遺物は出土せ

ず、性格は不明である。

(4)4号溝跡―SD4-(第 18図 )

1区中央部の水田直下のX層上面で確認した南北方向の溝で、南端部を攪乱で切られている。方向はN-1° 一W

で、確認できた長さは約 4m、 幅は約60cm、 深さは約30cmで ある。堆積土は現水田耕作上に近いオリーブ褐色粘土

の単層である。底面は平坦で、底面のレベル差はほとんど認められない。

方向や断面形からすると3区東部のS D15につながる可能性がある。遺物は出土せず、性格は不明であるが、年

代は堆積土からすると現代に近いと考えられる。

(5)5号溝跡―SD5-(第 18図 )

1区中央部の畑と水田にまたがる場所に位置し、現耕作土直下のX層上面で確認した。SD6・ 7に切られてい

る。方向はN-52°一Eで、確認できた長さは約12m、 幅は約2.8m、 断面形は浅い逆台形で深さは約15～25cmで ある。

堆積土は自然堆積層と推定される。底面は平坦で、底面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片 4点、須恵器片 2点が出上したが、いずれも細片で図化できたものはない。溝の性格は不明であ

る。

(6)6号溝跡一SD6-(第 18図 )

1区中央部から東端部の畑から水田部分にかけて位置する東西方向の溝で、耕作土直下のX層およびⅥI b層上面



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ⅲ層除去後 )

SD2
A
トー5 30m l

B     SD3
530m卜_  ,

0       1m

―SD

SD

層位 色   調 土  管 混入物 。その他

1 10Y R4/2

灰責褐色
粘土 にぶい責褐色シルト

ブロック多量
2 10Y R4/3

にぶい音褐角

シ,レ ト 灰責褐色シルトブロック
/」/h目

3 10Y R3/2

黒帽色
粘土 にぶい責褐色シルト

ブロック少量

層位 色   調 土  賃 混入物 。その他

1 10Y R3/2

黒褐負

シルト 灰貢褐色 シル ト
ブロック少量

2 10Y R4/2
匠 普 洛 負

シルト 黒猾色シルトプロック
紺 唇

牲                      写m

第 17図 SDl～3平面 。断面図



第 2章 検出された遺構と遺物

で確認した。SD5。 8を切っている。方向はN-71°一W、 確認できた長さは約27m、 幅は40～ 100cm、 断面形は「 U」

字形で深さは約50c14である。堆積上のうちの大部分がブ

ロックを多く含むことから人為的に埋め戻されている可

能性がある。底面はほぼ平坦で、底面のレベル差もほと

んど認められない。

遺物は出土せず、性格も不明である。

(7)7号溝跡―SD7-(第 18図 )

1区中央部に位置し、水田直下のX層上面で確認した。

SD5を切っている。平面形がやや湾曲しているが方向

はほぼN-64°一Eで、北東部で途切れている。確認でき

た長さは約8.5m、 幅は約1.5m、 断面形は浅い「U」字形

で深さは約40cmである。堆積土は 2層に分層できるがブ

く上

0           5m

C
トー550m

Ａ
引

‐ｉ］Ｗ．０　一朗ｍＡト

SD8
D          D′
トー5 80m  l   ―引

0       1m

―

SD 5

SD 6

SD 7

SD 8

SD 6作業風景

色   調 土  管 混入物 。その他

1 10Y R4/2灰 黄褐色 シルト 酸化鉄斑文少量

2 25Y3/1黒 福角 粘土 酸化鉄斑文少量

土プロック10Y R3/3暗褐色
シル ト質粘土 プロ10Y R4/3に

層位 色 土 賃 混入物 。その

1 10Y R3/3昭 粘土質 シル ト にぶい黄褐色粘土プロック

10Y R2/3黒η 粘土 にぶい責栂 色粘土プロック 酸化鉄管状少量

シル トプロック多10Y R4/2灰

第 18図 SD4～8平面・断面図



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ⅲ層除去後)

ロックを多く含むことから人為的に埋め戻されて

いる可能性がある。底面はほば平坦で、底面のレ

ベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片が 2点出上したのみで図化でき

たものはない。溝の性格は不明である。

(8)8号溝跡―SD8-(第 18図 )
5区北部に位置する南北の溝で、畑の耕作土直

下のⅦ b層上面で確認した。SD6に切られてい

る。方向はN-30°一Eで、確認できた長さは約9.5

m、 幅は約70～ 80cm、 断面形は浅い「U」字形で深

さは10cm前後である。堆積土は単層であるがブロ

ックを多く含むことから人為的に埋め戻されてい

ると考えられる。底面はほぼ平坦で、底面のレベ

ルは南側が 3～ 4 cm低い。

遺物は土師器片が 1点出上したのみで図化でき

たものはない。溝の性格は不明である。

(9)9号溝跡―SD9-(第 19図 )
5区北部から2区にかけて位置する東西方向の

溝で、畑の耕作土直下のⅦ b層上面で確認した。

SBl― P27・ P31・ P32・ P34・ P62、 SB2-
P28の他、 P33・ P35・ P36・ P38・ P60に切ら

れている。方向はN-71°一Wで、確認できた長さ

は23.5m、 幅は 1～1.4mである。断面形は「U」

字形で深さは約50cm、堆積土は自然堆積層である。

底面はやや凹凸があり、底面の傾きは不明である。

遺物は土師器片 7点、砥石 1点が出上したのみ

で、砥石が図化できた (第20図 )。 溝の性格は不明

であるが、前述したようにS D2と つながる可能
Jl■がある。

(10)10号溝跡―S D10-(第 22図 )

3区西端部に位置し、断片的に残るⅢ層を除去

した後のⅣ層上面で確認した。確認できた長さは

約2.2mで、南北方向に延びるS D12に lmの地

4′

司 ______

ギ
WO

Ｎ２）

9                                         5rn

層 位 色    調 土  質 混入寺

l 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土 灰責褐色粘土ブロック

2 10Y R5/3に ぶい責褐れ
3 10Y R3/3暗 褐色 責褐色粘土ブロック微量

4 10Y R5/4に ぶい責褐色 υ負
シルト

黒褐色粘土ブロック少量

5 10Y R3/3暗褐色 粘土 にぶ い貢褐色粘土 プロ ック

紺 目

6 10Y R5/4に ぶい音褐れ 粘土 暗褐色粘土プロック

7 10Y R2/2黒褐色 土 黄褐色粘土プロック少量

10Y R5/4に ぶい責褐色 土 暗褐色粘土プロック多量

第 19図 SD9平面 。断面図



第 2章 検出された遺構と遺物

o              5cm

第20図 SD9出土遺物

点で途切れている。 S D12を はさんだ東側にも幅や断面形態が類似する溝があつて東方に延
びていくが、一度途切

れるので別な名称とした(S Dll)。 溝の幅は約1.2m、 方向はN-84°一W、 断面形は逆台形で深さは約50cmで あ
る。

堆積土はプロックを多量に含むことから人為的に埋め戻されていると考えられる。底面は
ほば平坦で、底面のレベ

ル差は確認した長さが短いため不明である。

遺物は土師器片が 4点出上したのみで図化できたものはない。溝の性格は断定できな
いが、SD■やS D12と 関

連する区画の濤である可能性が考えられる。

(11)11号溝跡―S Dll― (第22図 )

3区西端部に位置し、断片的に残るⅢ層を除去した後のⅣ層上面で確認した。小溝状遺構群を切って
いる。確認

できた長さは約 7mで、前述したS D10と 同様に南北方向に延びるS D12側で途切れている。幅は約1.2m、 方向は

やや湾曲しているたる明確ではないがほぼN-80°一W、 断面形は逆台形で深さは約50cmで ある。堆積土は下層
にブ

ロックを多量に含むことから一部は人為的に埋め戻されていると考えられる。底面はほぼ平坦
で、底面のレベル差

もほとんどない。

遺物は土師器片が 7点、須恵器片が 8点出土したが、図化できたものは須恵器の壺と考えられる 1点のみ
である

(第21図 1)。 清の性格はS D10や S D12と 関連する区画の溝である可有を性が考えられる。

(12)12号清跡―S D12-(第 22図 )

3区西端部に位置し、断片的に残るⅢ層を除去した後のⅣ層上面で確認した。 S D13を切って
いる。確認できた

長さは約5.5mで、 S D10・ ■が途切れている幅 4mの部分を通って南北に延びている。幅は約80cm、 方向はN―

7°一Eである。断面形は「U」字形をしており深さは約40cm、 堆積土は自然堆積と考えられる。底面はほぼ平坦で、

底面のレベルは南側が約10cm低い。

遺物は土師器片が 1点出上したのみで図化できたものはない。溝の性格はS D10や S Dllと 関連する区画
の溝で

＼
2

0                       10Cm

I

血 写真図版 出土層位 種   別 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cnl) 重量 lg) 角    調 胎   土 焼  成

1 159-1 雄橋 十 部分

真

版

写

図

出土遺情

出土層位
種 月」 器種 遺存度

法      量  (crn, 径

径

底

口

調

調

色

色

画

面

外

内
胎   土 焼成

徴
徴
符
特

整

整

調

調

面

面

外

内口 径 底  径 器  高
1 159-2 SDll

性 宿 +
須恵器 一霊 口縁罰

`1/4

灰色

庁れ

やや不良

砂粒やや多

艮好 ロクロ調整

ロクロ調整

2 159-3 SD13
唯積土

須恵器 邪 底部
1/3

色

色

灰

灰

良好

白斜紺暑

良好 ロクロ調整、底部回転ヘラケズリ

ロクロ調率

第 21図 SDH・ 13出土遺物



第2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ш層除去後)

ある可能性が考えられる。

(13)13号溝跡―S D13-(第 22図 )

3区西端部に位置し、断片的に残るⅢ層を除去した後のⅣ層上面で確認した。 S D12に切られている。確認でき

た長さは約 7mで、幅は50～ 90cm、 方向は前述したS D10や SD■ と並行するN-82°一Wである。断面形は「U」
字形で深さは約30cmである。堆積土は単層で、ブロックを含むことから人為的に埋め戻されている可能性がある。

底面はほば平坦で、底面のレベル差は南側が約10cm低い。

遺物は土師器片が12点、須恵器片が 3点出上したが、図化できたものは須恵器不 1点のみである(第21図 2)。 溝

の性格はS D10～ S D12と関連する区画の溝である可能性が考えられる。

姜

＼

μ

A   SD13   A′
卜 620m    引

B     SD10
1--620m

B
引

C
トー570m

D
|―-580m

Ｃ
引

0              1m

―

小溝状遺構群

層位 色   調 土  質 混 入 物 ,そ の 仙
1 10Y R3/2黒褐色 粘土 褐灰色粘土プロック多量
2 10Y R3/2黒褐色
10Y R4/1褐灰色
10Y R4/3に ぶい音鵜れ

土
土

ル

枯
粘

シ |プ
ロックの混合

層位 色   調 土  賞 混 入 物 。 そ の 他
1 10Y R3/2具 褐fI ンルト |こぶ し 掲色砂質 シル トプロック
2 10Y R3/3暗 褐& 砂質 シル ト にぶし ]粘土賃シルトブロック多量、黒褐色砂質シルトブロック少量

色   調 土  質 混 入 物 。 そ の 他
1 10Y R3/2黒 褐色 深と! シルト
10Y R3/2星梱角 シルト 暗灰黄色砂質 シル トプロック少量

3 10Y R4/2灰青褐れ 粘土 シルト 黒褐色 シル ト・ 暗灰責色砂質 シル トプロック少畳

SDll

第22図 SD10～ 13平面・断面図

10Y R4/2 シル トプロック少量、黒



(14)14号溝跡―S D14-(第 23図 )

3区東部の現水田耕作土直下、Ⅵ a層上

面で確認した。確認できた長さは約7.5m

で、幅は約 1側、方向はN-18°一Wである。

断面形は途中で段が付 く逆台形をしてお

り、深さは約45cln、 堆積土にはブロックを

多量に含むことから人為的に埋め戻されて

いる可能性がある。底面はほぼ平坦で、底

面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は常滑産の甕の破片が 1点出上した

が図化はできなかった。前述したように 1

区のSD3と つながる可能性があるが、溝

の性格は不明である。

(15)15号溝跡一S D15-(第 24図 )

3区東部の現水田耕作土直下、Ⅵ層上面

においてS D14と 並んで確認した。確認で

きた長さは約6.5m、 幅は約70cm、 方向は

N-12°一Wである。断面形は逆台形で深さ

は約20cm、 堆積土にはプロックを多量に含

むことから人為的に埋め戻されていると考

えられる。底面はほば平坦で、底面のレベ

ル差はほとんど認められない。

遺物は出土せず、前述したように 1区の

SD4と つながる可能サ隆はあるが、溝のサl■

格は不明である。

(16)16号清跡―S D16-(第 24図 )

5区のほば中央部、Ⅲ層除去後のⅣ層上

第 2章 検出された遺構と遺物

0                       5m

層位 色   調 土  質 混入物 。その他

1 10Y R4/2灰責骨色
10Y R4/1褐灰色

粘土買シルト

シルト }ブロックの混合
2 10Y R4/3に ぶい

貴褐色

10Y R2/1黒色 粘土

シルト砂 質

}プ
ロックの混合

第 23図 SD14・ 15平面・断面図

面において確認した。確認できた長さは約8.5m、 幅は約4.5m、 方向はN-84°一Eである。断面形は逆台形で深さ

は約50cm、 堆積土下層は自然堆積と推定されるが、上層にはプロックを多量に含むことからある程度埋没したのち

に埋め戻されたと考えられる。底面はほぼ平坦で、底面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片77点、須恵器片35点などが出上したがいずれも細片で、図化できたものはない。清の性格は不明

である。

(17)17号清跡―S D17-(第 25図 )

5区のほぼ中央部、Ⅲ層除去後のⅣ層上面においてS D16の南側に並んで確認した。確認できた長さは約 6m、

幅は約1.2m、 方向はN-81°一Wである。断面形は「V」 字形をしており、深さは約50cmで ある。堆積土は基本層Ⅲ

層に類似した黒褐色シル トであることから、本来は確認面よりも1層分上位のⅢ層上面から掘り込まれていたと推

定される。底面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片37点、須恵器片18点が出上したがいずれも細片で、図化できたものはない。清の性格は不明であ

る。

層 位 色   調 土  質 混人物 。その他

1 10Y R4/2

灰責褐色

質

ト

土

ル

粘

シ

褐灰色シルトプロック・にぶい黄

褐色砂質シルトブロック多量

2 10Y R4/2

灰責褐色

10Y R4/1
掲

『

角

負

ト

ト

エ

ル

ル

栖

シ

シ

プロックの混合
にぶい黄褐色砂質シルトブロッ

ク多量



第 2節 Ⅳ～ X層上面 (I～Ш層除去後 )

T"
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|

T>

0                        5m

調 土  暫 混 入 物 。 そ の 他

1 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土管 シル ト プロック・

2 10Y R4/2灰 責褐色 シルト賃粘土 ブロック少

3 25Y4/1黄 灰色 粘土 臣電化 ミ多量

第 24図 SD16平面 。断面図

(18)18号溝跡―S D18-(第 25図 )

5区のほば中央部、Ⅲ層除去後のⅣ層上面においてS D16・ 17の南側に並んで確認した溝で、 S D19を切ってい

る。確認できた長さは約 6m、 幅は40～ 70cm、 方向はS D16に近いN-87°一Eである。断面形はやや丸みを帯びて

いるが「V」 字形に近く、深さは約30cln、 堆積土は単層である。底面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片13点、須恵器片 6点が出上したがいずれも細片で、図化できたものはない。清の性格は不明であ

る。

(19)19号溝跡―S D19-(第 25図 )

5区中央部、Ⅲ層除去後のⅣ層上面で確認した「コ」字状に巡る溝で、 S D18に切られている。確認できた長さ

は約17m、 幅は50～ 100cm、 断面形はやや開いた「U」 字形で深さは30～ 45cm、 堆積土は単層である。底面はやや凹

凸があるがレベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片63点、須恵器片17点、鉄釘 1点が出上した。図化できたのは土師器不 1点、鉄釘 1点のみで (第

26図 )、 土師器不は底部～体部下端に手持ちヘラケズリが施されるものである。なお、溝の性格は不明である。

(20)21号溝跡―S D21-(第 27図 )

4区中央部に位置し、盛上下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。確認できた長さは約 3.5mで、幅は

約1.2m、 方向はN-38°一Eである。断面形は逆台形をしており、深さは約60cln、 堆積土は自然堆積層と考えられる。

底面はほぼ平坦で、底面のレベル差はほとんど認められない。

上>



第 2章 検出された遺構と遺物

B
卜 650m

B
引

上

Ｉ

Ｔ

四
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D′

引

能許
E V0

負 土  質 混 入 物 。 そ の 他

1 10Y R3/1埠 目率 シルト

2 10Y R3/1黒 孝 シルト にぶい責褐れ砂冒シルトプロック少量

色   調 土 管 混 入 物 。 そ の 他

l 10Y R3/3暗褐色 砂資 シル ト 層下部 に灰貢褐色粘土買 シル トブロッ

ク少量

試掘 トレンチ

SD19

第 25図 SD17～ 19平面・断面図



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ⅲ層除去後 )

0                            10Cm

第26図 SD19出土遺物

遺物は土師器 6点 と須恵器片 5点が出上したのみで、図化できたものはない。溝の性格は不明である。

(21)22号溝跡―S D22-(第 27図 )

5区南部に位置し、盛上下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。S D23と 共に南北から南西方向に屈曲

する溝で、 S D23・ 30、 SK9。 10を切っている。確認できた長さは約■m、 幅は60～ 100cmで ある。断面形は「U」

字形をしており深さは約50cm、 堆積土は現代水田耕作土に類似した灰黄褐色粘土で自然堆積層と考えられる。底面

はほぼ平坦で、底面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は出土せず、溝の性格は不明である。

(22)23号溝跡―S D23-(第 27図 )

5区南部に位置し、盛土下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。S D22と 共に南北から南西方向に屈曲

する溝で、S D24・ 30、 S K10を切り、S D22に切られている。確認できた長さは約1lm、 幅は40～ 70cmで ある。断

面形は「U」 字形をしており深さは約20～ 30cm、 堆積土は現代水田耕作土に類似した灰黄褐色シルト質粘土で自然

堆積層と考えられる。底面は凹凸があるが底面のレベル差はほとんど認められない。

遺物は土師器片10点、須恵器片 2点が出上したが、図化できるものはない。溝の性格は不明である。

(23)24号溝跡―S D24-(第 27図 )

5区南部に位置し、盛土下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。S D23と S K10に切られている。確認

できた長さは約1.5m、 幅は約80cmである。断面形は逆台形をしており深さは約50cm、 堆積土は自然堆積層と考えら

れる。底面は凹凸があり、底面のレベル差は調査範囲が狭いために不明である。

遺物は土師器片10点、須恵器片 5点が出上したが、図化できるものはない。溝の性格は不明である。

(24)30号溝跡―S D30-(第 27図 )

5区南部に位置し、盛上下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。 S D22・ 23に切られている。確認でき

た長さは約 4m、 幅は約1.3mである。断面形は浅い「U」字形をしており深さは約35cm、 堆積土は自然堆積層で下

層は水成堆積層である。底面は平坦で底面のレベル差は調査範囲が狭いために不明である。遺物は出土しなかった。

溝の位置はちょうど下層のVⅡ al層水田跡に伴うS D27が埋没した直上にあたることから、 S D27の埋没過程の

最終段階にできた自然流路の可能性がある。

4.上坑

(1)1号土坑―SKl― (第28図 )

5区北部に位置する。H層直下のVa層上面で確認したが、調査区の東壁面でもVa層上面から掘り込まれてい

ることを検証できた。東側が調査区外のため規模は明確ではないが、東西2.7m以上、南北2.Omの楕円形で、主

No 真

版

写

図
出土層位 種 月」 器種 遺存度

(cm) 底径

口径

外面色調

内面色調
胎  土 焼成

徴

徴

特

特

整

整

調

調

面

面

外

内口  径 器  高

1 159-J 堆積土 上 BFl器 不 1/7 色

色

白

灰

灰

暗 三塁微

好

針

良

白

良好 ロクロ調整、底部～体部下瑞手持ヘラケズ リ

ヘラミガキ・黒色処理

No 写真図版 出土層位 種  別 遺存度 長  さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 車量 ( 色   調 胎  土 焼  成
2 159-5 堆積土 端部 女帽 (22 0 9



第 2章 検出された遺構と遺物

釣
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引

c       SD21
トー540m

④

C′

引

層位 色   調 土  督 混 入 物 。 そ の 他

10Y R5/3に ぶい責褐色 シルト 黒褐色 粘土 プロ ック少量

2 10Y R4/2灰責褐色 土 にぶい黄褐色砂質 シル トプロ ック微量

3 10Y R4/2灰責褐色 粘土 にぶい黄褐色砂質 シル トプロ ック少量

10Y R4/2灰責褐色 土ブロック多量・

ロック・にぶし ンルトプロック・

ロック・ にぶい責褐色 シル トプロック微量

層 位 色    調 土  質 混 入 物 。 そ の 他

l 10Y R3/2黒褐色 粘土 黒色粘土プロック微量、マ ンガ ン粒・ 酸化銀位少量

2 10Y R3/1異褐色 粘土 灰責褐色 シル ト買粘土プロック・ 黒色粘土プロック多量、酸化鉄管状少量

3 10Y R2/1黒色
inv pR/1塁名

粘土

WIf―ト )プロックの混合

ブロック少量

10Y R2/1黒色
10Y R5/4に ぶい責褐色
10Y R4/1褐灰色

第27図 SD21～ 24。 30平面 。断面図



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～ III層除去後)

軸方向はN-64°一Wである。壁は緩やかに立ち上がり、深さは約20cm、 底面は平坦である。堆積土は自然堆積層で、

層中からは多くの上器が廃棄された状況で出上した。

遺物は土師器片102点、須恵器片51点、土製品 1点、金属製品 1点で、このうち土師器 7点、須恵器 6点、土錘

1点が図化できた (第29・ 30図 )。

須恵器不は、体部下半はわずかに丸みを持つが上部は比較的直線的に開き、回縁部はあまり外反しない器形であ

る。調整技法は、切り離し方法が不明で底部あるいは底部～体部下端に回転ヘラケズリ調整が施されるもの (第29

図 1・ 2)と、底部が回転糸切無調整のもの (第29図 3～ 6)に分けられる。

土師器不は 2点が大型で、鉢に近いタイプのものである。調整技法は底部あるいは底部～体部下端に手持ヘラケ

ズリ調整が施されるもの (第29図 7・ 9)と底部が回転糸切無調整のもの (第29図 8)に分けられる。

なお、土師器不・須恵器不共に底部に墨書が認められるものが 1点ずつある (第29図 6・ 9)。 両者共に同じ文字

で、「山 [」 である可能性がある (註 3)。

上師器甕はロクロ調整のもの (第30図 1・ 4)と ロクロ使用の有無が確認できないもの (第30図 2・ 3)がある

が、全体形が判るものはない。

(2)2号土坑一SK2-(第 31図 )

A
トー570m

Ｓ・２｝
∞Ｔ
ｌ

ｐ
ｏ
ｏ
ヨ

上∞

色   調 土  質 混 入 物 。 そ の 他

1 10Y R5/4に ぶい貴褐色 砂質 シル ト にぶい責褐色 シル トブロック少量

2 10Y R4/3に ぶい黄褐色 ン,レ ト 黒褐色粘土 プ ロ ック少量

膨イ″物対売言  樺 +結 /JA目

3 10Y R5/3に ぶい責褐色 砂賃 シル ト にぶい黄褐色粘土質シルトブロック少量
勝イイ物 締 徽 言

4 10Y R4/3に ぶい貢褐色 粘土質シルト にぶい資橙色シルトプロック・黒褐色粘土プロック

少量、炭化物粒微量

5 10Y R3/3暗褐色 粘土 にぶ い音褐れ 砂官 シル トプ ロ ック微 畳

第 28図 SKl平面 。断面図



第 2章 検出された遺構と遺物

4区東部に位置する。盛上下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。平面形は楕円形で規模は65× 40硼、

深さ20cmである。堆積土上層には焼土ブロックを多量に含んでいる。遺物は土師器片26点、須恵器片 2点が出土し

たが土師器の大部分はロクロ調整の甕の破片で、図化できたものはない。

なお、このSK2に近接してSK3～ 8があるが、これらの上坑の確認状況はすべてSK2と 同じで堆積土も類

似している。これらの上坑は「S12」 の項で述べたように、その位置関係からS12に伴うものである可能性が

考えられる。

(3)3号土坑―SK3-(第 31図 )

平面形は精円形で規模は80× 70cm、 深さ20cmである。堆積土は単層で焼土ブロックを多量に含んでいる。遺物は

土師器片33点、須恵器片 1点が出上したが土師器の大部分はロクロ調整の甕の破片で、図化できたものはない。

(4)4号土坑―SK4-(第 31図 )

平面形は長楕円形で規模は100× 50cm、 深さ30cmで、段を有する。堆積土は 3層で一部に焼土を含んでいる。遺物

0                          10cln

No 真

版

写

図 出土層位 種 別 器種 遺存度
法    量 (cm) 居 律

口径

調
調
色
色
画
面
外
内

胎  土 焼成
徴

徴

特

特

整

率

調

調

面

面

外

内口 径 底  径 器  高
1 160-1 堆積土 須恵器 邦 灰色

灰色

良好

自針微量

艮好 ロクロ調整、ほ部 回転ヘラケズ リ→ヘラナテ

ロクロ調整

2 160-2 堆積土 須恵器 不 灰色

庁れ

艮好

白斜 8浄母

良好 ロクロ調整、底部～体部下端回転ヘラケズリ
ロクロ調整

3 160-3 堆積土 須恵器 不 ほぽ
卓 杉

灰自色

灰白色

良好

白針微量

良好 ロクロ調整、底部回転糸切 り無調整

ロクロ調整

4 160-4 堆積土 須思器 秀 灰色

灰色

良好

白針微量

良好 ロクロ調整、医部回転糸切り無調整
ロクロ調整

5 160-5 堆積土 須恵器 不 43 色

色

白

白

灰

灰

良好

由伴紺 暑

艮好 ロクロ調整、底部回転糸切り無調整
ロクロ調整

6 160-6 堆積土 須恵器 不 73 灰色

庁符

長好

白針微量

良好 ロクロ調整、底部回転糸切無調整、底部墨書
ロクロ調整

7 160-7 堆積土 土師器 添 (140) 6 浅黄橙～褐灰

暗灰色 旦塁微

好

針

良

白

良好 ロクロ調整、底部～体部下端手持ヘラケズ リ

ヘラ ミガキ・黒色処理

8 160-8 堆積土 土師器 邦 1/4 (180) 灰白～浅黄橙

暗灰色

良好

白針微量

良好 ロクロ調整、医部回転糸切 り無調整

ヘラ ミガキ・黒色処理

9 160-9 堆積上 土師器 不 (175) 73 浅黄橙色

灰角

艮好

白針微量

良好 ロクロ調整、底部手持ヘラクズリ、底部墨書
ヘラミガキ・黒色処理

第 29図 SKl出土遺物 (1)



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ⅲ層除去後 )

譴吻
＼v生生4

No 写真

図版
出土層位 種 男J 器種 遺存度

法  量 (cln) 径

径

底

口

外面色調

内面色調
胎  土 焼成

似
徴
特
特

整
整
調
調
回
面
外
内口 径 底  径 器  高

1 161-1 堆積土 土師器 甕 上半部 にぶい橙色

にぶい橙色

艮好

白針微量

艮好 ロクロ調整
ロクロ調整、体部下端ヘラナデ

2 161-2 堆積土 土師器 奏 厘  部 にぶい脅色

にぶい橙色

良好

白針微量

良好 ナデ、体部下端手持ヘラケズリ

ナデ

3 161-3 堆積土 土 師器 弩 属  司
`

にぶい責橙色

橙色

良好

白針微量

良好 体部手持ヘラケズリ、底部ナデ

ナデ

4 161-4 堆積土 土師器 甕 底  部 (67) にぶい褐色

にぶい精角

艮好

白針微量

艮好 手持ヘラケズ リ

ロクロ調整→体部下端～底部ナデ

No 写真図版 出土層位 種 長 さ(cm) 径   (cm) 厚 さ (cm) 重量 俊) 色   調 胎  土 焼  成
5 Tfr清上 晃  形 42 12 褐 角 やや不E やや数管

第 30図 SKl出土遺物 (2)

は土師器片19点の他、焼けた粘土塊が 1点出上した。上師器の大部分はロクロ調整の奏の破片で、図化できたもの

はない。

(5)5号土坑―SK5-(第 31図 )

平面形は円形で規模は径55cm、 深さ22側である。堆積土は単層で焼土プロックを含んでいる。遺物は土師器片23

点、須恵器片 2点が出上した。上師器の大部分はロクロ調整の甕の破片で、このうち 1点が図化できた (第32図 1)。

(6)6号土坑―SK6-(第 31図 )

平面形は不整な方形で規模は90× 60cm、 深さ50cmで、段を有する。堆積土は単層である。遺物は土師器片23点、

瓦片 1点、金属製品 1点が出土した。土師器の大部分はロクロ調整の甕の破片で、瓦 1点が図化できた(第32図 2)。

(7)7号土坑一SK7-(第 31図 )

平面形は楕円形で規模は60× 50cm、 深さ37cmで、段を有する。堆積土はS K6と 同じである。遺物は出土しなか

った。

(8)8号土坑―SK8-(第 31図 )

調査区のコーナーに位置するため平面形や規模は不明である。深さは約10cmで、堆積土はSK6と 同じである。

遺物は出上しなかった。

(9)9号土坑―SK9-(第 34図 )



第 2章 検出された遺構と遺物

5区南部に位置する。盛上下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で確認した。 S K10を切 り、 S D22に 切 られてい

る。平面形は不整な楕円形で規模は南北2.3m、 東西1.7m以上、深さ60cmである。堆積土は灰黄褐色粘上を主とし

ており、ブロックを比較的多 く含んでいることから人為的に埋め戻されている可能性がある。遺物は土師器の小片

1点のみで図化はできなかった。

(10)10号土坑―S K10-(第 34図 )

5区南部に位置する。盛上下の現代水田耕作土直下、Ⅵ層上面で SK9の 南側に並んで確認した。S D24を切 り、

S D23と SK9に 切 られている。平面形は長方形で、規模は南北 1.6m、 東西2.2m以上で主軸方向はN-81° 一 E、

深さ80cmである。堆積土は上層が黒褐色粘土、下層が灰黄褐色粘上を主としており、層下部にはブロックを多量に

含んでいることからある程度の深さまで埋め戻されていると

考えられる。遺物は須恵器片 1点のみである (第33図 )。

5, ビット

掘立柱建物の柱穴 として区別できるピット以外のものとし

ては、V区中央部、Ⅲ層除去後のⅣ層上面で確認 した Pl

～21、 H区の I・ H層除去後のⅧ b層上面で確認したP38。

35。 36・ 38～48・ 60。 61、 4区の現代水田直下のⅥ層上面で

確認したP99～ 126がある (第 8図)。

これらのうち 2区のP33・ 36・ 60・ 61に関しては平面形が

B    SK3
トー550m

S62
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Pl12
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引
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引
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SK 3

SK 4

SK 5

SK 6

A  SK2
トー550m

層位 色   調 土  質 混 入 物 。そ の 他

1 10Y R3/3暗褐色 ラ/'レ ト 嫌 十ブ ロ ック多量

2 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土質 シル ト

層 位 色   調 土  賃 混 入 物 。 そ の 他

1 10Y R3/3暗 褐色 シルト 焼土ブロック多量

層位 色   調 土  質 混 入 物 。 そ の 他

1 10Y R5/3に ぶい貢褐色 粘上質 シル ト 灰責褐色粘土ブロックタ量

2 10Y R3/1黒褐色
10Y R5/3に ぶい責褐色

粘土

砂質シルト )
混合、焼土ブロック少量

10Y R5/3に ぶい責褐色 砂質 シル ト 灰首褐色粘土ブロック微量・ 黒色粘土プロック少

層 位 色    調 土  賃 混 入 物 ・ そ の 他

1 10Y R3/3暗 褐色 ンルト 黒色粘土 プロック多量、焼土プロック少量

層位 色    調 土  質 混 入 物 ・ そ の 他

1 10Y R3/3暗 褐色 砂資 シ,レ ト 黒褐色粘土ブロック少量

第 31図 SK2～ 8平面 。断面図



第 2節 Ⅳ～ X層上面 (I～Ш層除去後 )

0                         10cln

第 32図

♀             lPcln

方形で規模が大きく、SBl等掘立柱建物の柱穴に類似していることから、これらも建物の柱穴である可能性が高
いが、どの建物に伴うものか明らかにすることはできなかった懺缶11図 )。 また、 4区のS12の プランの内側に位
置するP99～ 102・ 108・ 109。 ■1については、SK2～ 8同様にS12に伴う可能性はあるが確定はできなかった。
その他のピットの性格は不明である。

遺物は各ピットから土師器片70点、須恵器片23点が出上したが (表19)、 このうち土師器不・須恵器郷各 1点が図

化できた (第35図 )。
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第 34図 SK9。 10平面 。断面図



第 2節 Ⅳ～X層上面 (I～Ⅲ層除去後)

6.小溝状遺構群 (第36・ 37図 )

3区西部において、Ⅲ層除去後のⅣ層上面で確認した。東西・南北方向の小濤群が切り合っているが、新旧関係

は明らかにできなかった。

それぞれの小溝の幅は20～30cmで、長さは10m近 く続 くものもあるが lm前後のものや 3～ 4mで途切れるも
のもある。深さは 5～ 10cm程度で壁の立ち上がりは緩やかである。堆積土は基本層Ⅲ層が入り込んだもので、調査

区の壁面観察でも溝直上のⅢ層と溝の堆積土とに違いは認められなかった。

溝と清との間隔は20～ 30cmと 狭い箇所と、 lmく らいある箇所とがある。
方向は、南北方向のものは北から東に約10°振れるものと20°前後振れるものとの 2種類あり、東西方向のものはや

や湾曲しているが北から75～ 85°西に振れているもののみである。

小溝状遺構群は、畑に関わる耕作痕の中でも天地返しなどのように比較的深いものの痕跡であり、畑の耕作上の

下面で確認されている (註 4)。 3区の小溝状遺構群も同様のもので、Ⅲ層上面では畝は確認できなかったものの

基本層Ш層は畑の耕作上であり、耕作痕の中でも深いものがⅢ層直下のⅣ層にまで達したと考えられる。なお、小

溝状遺構群が確認できなかった地点においてはその場所が耕作域であったかどうか判断できないため、畑の範囲に

ついては不明である。また、遺物は出土しなかった。

(註 1)完掘したのは P49の みで、P58は プラン確認のみに留めた。

(註 2)P57の 位置がやや北に寄つているが、これはプランを確認したⅣ層上面が P57の付近では I・ H層の耕作

によって乱されていた可能サ性もある。

(註 3)東北歴史資料館の赤外線テレビで他の墨痕の有無を確認させてい

ただいたが、その際のご教示による。

(註 4)下ノ内浦遺跡第 4次調査 (佐藤 :1993)、 同第 5次調査 (神成 :

1995)では畑の耕作土上面の畝と耕作上の直下層上面の小清状遺

構群の両者がセットとなって確認されている。なお、小溝状遺構

群の成因である深い耕作痕については、通常の所謂「天地返し」

の他に「根菜類用畝床」も含まれている可能性も指摘されている

(佐藤 :1998)。
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第 35図  P5・ 60出土遺物
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第 3節 Va～ x層上面 (I～Ⅳ層除去後)

第 3節 Va～ x層上面 (I～Ⅳ層除去後 )

|.|～Ⅳ層除去後の状況 (第38図 )
前節で述べたように調査区の大部分の箇所では I～Ⅲ層を除去した段階ですでにⅣ層よりも下の層 (Va.Ⅵ a・

ⅥIb・ X層など)が現れていたので、これらの箇所ではⅣ層の除去以前 。以後でも状況は変わらない。
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第 38図  Va～ x層上面 (1～Ⅳ層除去後)



第2章 検出された遺構と遺物

Ⅳ層が遺存していたのは 3区西半部 (lV24以西)と 東端部 (W8以東)、 5区中央部 (S20～50付近)のみであ

るが、ここではⅣ層上面の精査終了後にⅣ層を除去してVa層上面を検出した。 3区西半部ではVa層上面で新し

く確認した遺構はなかったが、 5区中央部ではSB3の南側の柱穴 (P55・ 56)力 確ゞ認できた他、この付近で一部

が確認されていた小溝状遺構群がさらに南側のS50付近にある段差まで拡がっていることを確認した。

S30付近ではこの小溝状遺構群に混じってSB4-P68が確認されたがSB4の他の柱穴はまだ確認できない状

況であった。さらにⅣ層上面で確認して精査したS D16の底面からはSB6-P94～ 96も確認したが、この建物が

展開すると考えられた S D16の南側では組み合う柱穴はまだ確認できなかった。

なお、 S50付近の段差の南側で確認されていたS11と SB5の北側部分のプランもこの段階ではまだ確認でき

ない状況であった。

H。 遺構と遺物

1.掘立柱建物跡

3号掘立柱建物跡―SB3-(第 39。 40図 )

5区北部のSBlの南側に位置している。

基を確認した。同じくVa層上面で確認

Va層上面で南北方向の柱穴 4基 とそれに直交して東に延びる柱穴 1

した小溝状遺構群に切られている。

南北 3間で、東西は東側が調査区外の

ため不明であるが、規模は南北5。 10m、東

西2.30m以上、西側柱列の方向はN―

37° 一Eである。柱穴は表 6の通りで上面

や断面では柱痕跡は確認できなかった

が、 P52～54の底面には窪みが認められ

るのでこの部分が柱痕跡と推定される。

南北の柱間は北から6尺・ 5尺・ 6尺で

SBl同様に中央が狭 くなっている。東

西は8尺である。遺物は土師器片18点、

須恵器片 3点が出上したが図化できたも

のはない。

掏

T>

彗超

上>

層位 色    調 土  買 混入物 。その他

1 10Y R4/2灰 黄褐色 粘土質 シル ト 黒褐色粘土プロック微量

第 39図 SB3平面 。断面図

ビット

NO

堀 り 方 柱痕跡
備 考

大きさ 深 さ 径

60× 60 0 り方底面の窪みが柱痕跡 と推定

2 ]り 方底面の窪みが柱痕跡 と推定

54 45× 45 3 堀 り方底面の窪みが柱反跡 と推定、Ⅳ層畑の小濤 に切 られる

60× 60 2 Ⅳ層畑の小溝 に切 られ る

50× 50 IV層 /dの小絹葦に切らオιる

表 6 SB 3柱穴一覧表第 40図 SB3模式図



第 3節 Va～ x層上面 (I～Ⅳ層除去後)

2.小溝状遺構群 (第41・ 42図 )

3区東端部と5区中央部のⅣ層除去後のVa層上面で確認した。東西 。南北方向の小濤群が切り合っている。全
部の溝の新旧関係を明らかにすることはできなかったが、平面で切り合い関係が半J明したものはすべて東西方向の

ものが新しい。

方向は、南北方向のものは北から東に30～ 35° くらい振れるものが大部分で、40～45° くらい振れるものがごくわず

かにある。東西方向のものはこれにほぼ直交しており、北から48～ 55° くらい西に振れるものが大部分を占め、45°程

＼

第 41図  Va層上面小溝状遺構群平面図 (S16～ 35)



第 2章 検出された遺構 と遺物

度振れるものがわずかに認められる。

溝の幅は20～ 70cmで場所によって差があるが、概して東西方

向のものが広くて60cm前後、南北方向のものが30cm前後である。

調査区が限られているため長さは判らないが、途切れている部

分もある。深さは 2～ 10calTE度で平均 5甑程度、壁の立ち上が

りは緩やかである。堆積土は基本層Ⅳ層が入り込んだもので、

調査区の壁面観察でも溝直上のⅣ層と溝の堆積土とに違いは認

められなかった。なお、これらの堆積土はV層 (黒褐色粘土)を

わずかに巻き上げているが、東西方向の溝よりも南北方向の清

の堆積上のほうがV層の巻き上げ方が多いためか、色調がやや

暗い。

溝 と溝 との間隔は大体60cm前後であるが、狭い箇所では

20～ 30cln程度の場合もあり、ばらつきがある。

これらの小溝状遺構群は、前節で述べた 3区の小溝状遺構群

と同様に畑に関わる耕作痕の中でも天地返しなどのように比較

的深いものの痕跡であると考えられる。層上面では畝は確認で

きなかったものの基本層Ⅳ層は畑の耕作上であり、耕作痕の中

でも深いものがlV層直下のVa層にまで達したと考えられる。

なお、小溝状遺構群が確認されなかった地点ではその場所が耕

作域であったかどうか判断できないため、畑の範囲については

は不明である。遺物は出上しなかった。

0                         5m

S43

|

0                     1rn

第 42図  Va層上面小溝状遺構群平面図 (S35～ 50)・ 断面図
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第 4節 Vb～ X層上面 (I～Va層除去後)の遺構と遺物

第 4節 Vb～ X層上面 (I～Va層除去後)の遺構と遺物

|.I～ Va層除去後の状況 (第43図 )
I～Ш層を除去した段階ですでにVa層よりも下の層 (Vb・ Ⅵ a・ Ⅶ b・ X層など)が露出していた箇所では

Va層の除去以前・以後でも状況は変わらない。
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第 43図  Vb～ X層上面 (1～ Va層除去後)平面図



第 2章 検出された遺構と遺物

Va層が遺存していたのは 3区西半部 (W24以西)と 東端部 (W8以東)、 5区北部から中央部 (NSO～ S50

付近)で、ここではVa層上面の精査終了後にVa層を除去してVb層上面を検出した。Vb層が遺存していて検

出できた範囲はVa層 とほぼ同じであった。

Vb層上面の遺構としては、 3区西端部ではS D20がある。 S D20はすでにⅣ層上面の段階において溝に伴う南

北両側の上手のプランを確認していたが、土手の盛土と溝の掘り込みはVb層上面からのものと確認できた。

5区では、北部のS12～ 25付近で小溝状遺構群を確認した。中央部のS30付近では、Va層上面で柱穴が一基の

み (P68)確認されていたSB4の残 りの柱穴 (P63～ 67・ 68・ 69)が確認できた。ただしS D16底面で確認され

ていたSB6の残りの柱穴はまだこの段階でも確認はできない状況であった。

なお、 S50付近では、段差の下側でのみ確認されていたSB5の残りの柱穴 (P76・ 77)が段差上側のVb層上

面で確認できた。しかし、同様に段差の下側でのみ確認されていたS11の北側部分のプランについてはこの段階

でもまだ確認できない状況であった。

H.遺構と遺物
1.掘立柱建物跡

(1)4号掘立柱建物跡―SB4-(第 44・ 45図 )

5区中央部に位置している。前述したように直上のVa層上面でP68を確認し、Vb

層上面で残りの柱穴を確認した。

南西コーナーの柱穴が調査区外のため未検出であるが、南北 2間、東西 2間の総柱の

建物と考えられる。規模は南北3.60m(12尺 )、 東西3.15m(10～ 11尺 )、 東側柱列の

方向はN-42°一Eであるが平面形はやや歪んでいる。柱穴は表 7の通りで長方形の堀り

方を持っており、確認できた柱痕跡はすべて径15cm程である。柱間は南北が 6尺、東西
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シル トブロック少量、黒褐色粘土ブロック微量

にぶい責掲色砂質 シル トブロック・ 黒色粘土ブロック少量

10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土質 シル ト 灰黄褐色粘土ブロック・ 黒色粘土 プロック少量

10Y R2/1黒 色 にぶい黄褐色粘土プロック少量

10Y R4/3に ぶい

第 45図 SB4平面 。断面図



第 4節 Vb～ X層上面 (I～Va層除去後)の遺構 と遺物

ビット

NO

域置 り 梓雇廓
備 考

大きさ 深 さ 径 深 さ

■5× 70 V層畑の小澪に切られる
110× 65 Ⅳ層畑のオヽ浦 に切 られる

75× 65 IV層畑の小溝 に切 られ る

00× 55 Ⅳ層畑の小濤 に切 られ る、 S D17に切 られる
67 20× 65 Ⅳ層畑の小濤 に切 られ る

20)× 75

25× 70 4 IV層火日の/Jヽ溝に切られる、 S D17に切られる
90× 60 15 Ⅳ層畑の小溝 に切 られ る

(2)5号掘立柱建物跡―SB5-(第 46・ 47図)表 7 SB 4柱穴一覧表
5区南部に位置している。前述したように段差

の下側では I層を除去した直後のⅥ a層上面で大部分の柱穴 (P71～75)を確認していたが、段差の上側ではVa

層除去後のVb層上面で残りの柱穴 (P76。 77)を確認した。

建物の東側が調査区外であるが、南北 3間、東西 2間以上の建物で、規模は南北9.35m(31尺 )、 東西4.5m以上、

西側柱列の方向はN-38°一Eである。柱間は南北が10尺・ 11尺・10尺で中央が広くなっている。東西は、南側の柱

列で見るとP73-P72が 7尺、P72-P71が 8尺 となっていて、南北方向と同じく中央が広 くなっていると仮定す

"

■。

が 5～5.5尺 と推定される。

遺物は土師器片47点 (大部分がロクロ使用のも

の)、 須恵器片12点が出土したがすべて細片で図

化できたものはない。

ザ
0

P77   A
引

Ｐ７
　
０ｍ

Ａ
ト

Ｐ７３
　
５０ｍ

Ｂ
ト

~ 0                       5m

層位 角 土    賀 混人物 。その他

la 10Y R4/2灰 責4 粘土 柱痕跡、にぶい責褐色砂質 シル ト粒・ 黒褐色 シル ト質粘土粒微量、柔 らかい

lb 10Y R4/2灰 貢褐色 粘土 柱痕跡下部、黒色粘土プロック少量、柔 らかし

2 10Y R4/3に ぶい責褐色 砂質 シル ト 灰黄褐色粘土質 シル トブロック多量・黒色粘土大ブロック少量

3 10Y R3/2黒 褐色 粘土 にぶい責褐色砂質シル トブロック少量

4 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土質 シル ト 灰音褐角粘 iプ ロ ック・ 黒角粘土大 ブロ ック多量
5 10Y R4/2灰 責褐色 砂冒 シル ト 黒色粘土 ブ ロ ック少量

6
10Y R2/1黒 色
10Y R4/2灰 音褐色

柄二

砂質 シル ト )混合

第 46図 SB5平面・断面図



るとP72-P71が建物の中央となり、この

場合の建物の東西は3間 となる。。

柱穴は表 8の通りで、堀り方の平面形は

北西コーナーのものを除いてすべて長方形

であり、しかも堀り方の主軸方向は西側の

ものが南北方向、北側と南側のものが東西

方向というように建物の壁面と一致する方向になってい

る。柱痕跡は径20～ 26cmで、北側のP77を除いたすべて

の柱穴で確認できた。このうちP72～ 75では柱痕跡の底

面が堀り方よりも下がつていて、特にP74では堀り方底

面から約50cmも 低い。これは堀り方底面の基本層が水分

を多く含む柔らかい粘土層 (VII b層 )であったために、

柱にあたる部分が建物の重みで不等沈下したためと考え

られる。なお、P71・ 74・ 76か らは柱痕跡のすぐ脇の堀

り方底面に偏平な河原石 (10× 20cm、 15× 15cm程度)が 1

個ずつ認められた。これらは礎板として使用するために

設置されたものの柱の真下の位置から外れたために、柱

が沈下した際に一緒には沈まず、堀り方底面に取り残さ

れたものである可能性がある。

遺物は土師器片135点、須恵器片36点、土製品 1点、金

属製品 1点 と,ヒ較的多いが、柱穴のうちP74～ 77は SI

l堆積土を掘り込んでいるので遺物の中には本来 S11

に伴うものも含まれている可能性はある。須恵器イ 2点、

土錘 1点、鉄釘 1点が図化できた。

♀            lPCln
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295(10)

330(11)

310(10)

第 47図

SB5模式図

口
∩
――
日
日
同
―――Ｉ
Ψ
日
　
Ｂ

_偽 _

| ′

4

0              5 cln

ピット

No

婦  り 方
備 考

大きさ さ

71 160× 80 礎板石あ り

72 10× 65

25× 85 位痕助部分が15cln沈下

4 20× 75 梓雇 跡部分 が約 50cm沈下、礎板 石 あ り、 S11を 切 る
75 25× 85 S11を切る
76 35× 125 礎板石あ り、 S11を 切 る
77 20× 70 S11を切る

表 8 SB 5柱穴一覧表

SB 5調査風景

NQ 写具

図版

欄
位
還
層
工
土
出
出

種 別 器種 遺存度
量   (cln) 倫

径

居

口

調
調
色
色
画
面
外
内

胎  土 焼成 傲
徴
符
特

笠
整
調
調
回
面
外
内口 径 底  径 器  高

] 165-1 ５．Ｐ７
嚇
ＳＢ

掘

須恵器 邪 (113) 43 色

色

灰

灰
良好

白針微量

良好 ロクロ調整、底部回転糸切り無調整
ロクロ調整

2 165-2 ５．Ｐ７
勝
ＳＢ

瓶

須恵器 不 灰色

序名

良好

白斜君肝詈

良好 ロクロ調整
ロクロ調整

No 写真 図版 出土 種 長 さ(cm) 旨(cm) さ(clm) 土

165- S135-P71 甦り方 07

4 165-4 SB5-P71 屈り方 土製品・土錘 端部欠損 径 14 にぶい黄橙色 良好

第 48図 SB5出上遺物



第4節 Vb～ X層上面 (I～ Va層除去後)の遺構と遺物

2.溝跡

20号溝跡―S D20-(第 49図 )

3区西端部に位置する。土手を伴つており、前述したように土手のプランはⅣ層上面で確認できたが、土手はV

b層上面に構築されたものであり、溝も同様にVb層上面から掘り込まれたものである。

確認できた溝の長さは 8m、 幅は約1,3m、 方向はN-54°一Eである。断面形は逆台形であるが「U」 字形を呈す

る部分もあり、深さは約60cm、 底面はやや凹凸があるがレベル差は認められなかった。堆積土は 3層に分層できた

が、最下層は粘土や砂の互層であることから水成堆積と考えられ、第 2層はブロック上であることからある程度埋

没した後に人為的に埋め戻されている可能性がある。

層位 色   調 土  質 混 入 物 ,そ の 他

1 10Y R4/3に ぶい責褐色 砂管 シル ト

2 10Y R4/2灰 貢褐色
10Y R4/3に ぶい責褐色 シ

砂
質
細
砂 }混合

3 10Y R4/2灰 責褐色
10Y R4/1褐灰色
10Y R4/3に ぶい黄褐色

細砂

粘土

砂質シルト 1互
層、部分的に乱れる

① 10Y R3/2黒褐色 砂管 シル ト 土手 の幕土、黒褐角粘上 ブロ ック少量

10Y R2/1具角 シルト管焙土 土 |の 上、にぶい責褐色粘土ブロック少量

10Y R3/3暗褐色 粘土資 シル ト 土手の盛上、黒褐色 シル ト質粘土ブロック少量、にぶい黄橙色粘土ブロック少量

第49図 SD20平面・断面図
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第 4節 Vb～ X層上面 (I～Va層除去後)の遺構と遺物

土手は主として黒褐色シルトの盛上で構築されており、溝の南北両側に認められた。南側は幅が1.5～ 2mあ る

が、北側は大部分が調査区外のため幅は不明である。確認した際のVb層上面からの高さは約10clnあ ったが、その

後誤って削平してしまったため断面図に盛上の高まりを示すことができなかった。なお、平面図に盛上の上端を示

していないのも同じ理由である。

溝の性格は堆積上の下層が水成堆積と推定されることと両岸に土手を伴うことから水路であると考えられる。こ

のまま北東方向に延長すればSD5に達するがSD5と は幅が異なり、同一のものかどうかは断定はできない。な

お、遺物は溝 。土手ともに出上しなかった。

3.小溝状遺構群 (第50図 )

5区中央部のS12～25付近、Va層除去後のVb層上面で確認した。東西 。南北方向の小溝群が切り合っている

が、新旧関係を明らかにすることはできなかった。

方向は、南北方向のものがややばらつきがあって北から20～ 30°東に振れている。東西方向のものは 1条のみが北

から約40°西に振れているが、他の大部分は南北方向のものに直交して北から60°西に振れている。

溝の幅は20～40cmであるが大体は30cm前後、深さは 1～ 5c14で平均は 2 cm程度とごく浅く、壁の立ち上がりは緩

やかである。長さについては、検出できた範囲が狭いことと、途切れている部分が本来の状況を示しているのかあ

るいは遺存状況が悪いためなのか判断できないため不明である。溝と溝との間隔は大体30c14前後である。

堆積土は基本層Va層が入り込んだもので、調査区の壁面観察でも溝直上のVa層 と溝の堆積土とに違いは認め

られなかった。

これらの小溝状遺構群は、Ⅳ層やVa層上面で確認された小溝状遺構群 (第 2・ 3節参照)と 同様に畑に関わる

耕作痕の中でも天地返しなどのように比較的深いものの痕跡であると考えられる。層上面では畝は確認できなかっ

たものの基本層Va層 は畑の耕作上であり、耕作痕の中でも深いものがVa層直下のVb層 にまで達したと考えら

れる。なお小溝状遺構群が確認できなかった地点においては、その場所が耕作域であったかどうか判断できないた

め、畑の範囲については不明である。また、遺物は出土しなかった。

SD 20調 査風景
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第 5節 Ⅵ a～ x層上面 (I～Vb層除去後 )

|.I～ Vb層除去後の状況 (第51図 )
I～Ш層を除去した段階ですでにVb層 よりも下の層 (Ⅵ a・ⅥI b・ X層など)が露出していた箇所ではVb層の

除去以前 。以後でも状況は変わらない。

EヽV0

掘 X層露出→ |←孫 b層露出  品

十 Nm

/「Ⅶ b層露出

SЮ 十

+S20
3区 S20+

削十

十 釧 小溝状通絲   S40-拝

+罰 罰十

+S∞ 畷 Ⅵ a層が遺存する範囲

SD22

十 S70 SD30

SK9

SK10

上

SD23

上
EWO

平面図

上

o                              20m

Ｔ
Ｗ２０

Ｔ
Ｗ３０

Ｔ

Ｗ４０

Ｔ
Ｗ５０

X層露 Ｔ

醐―

一

出 ↓
一　

　

　

　

Ⅶｂ

珈
上

ｗｌｏ
上

Ｗ２０
上

Ｗ４０
上

Ｗ５０
上

W30
上

第 51図 Ⅵ a～ x層上面 (1～ Vb層除去後)

SD24



第 5節 Ⅵa～ x層上面 (I～ Vb層除去後)

Vb層が遺存していたのは3区西半部 (W24以西)と

東端部 (W8以東)、 5区北部から中央部 (NSO～ S

50付近)であったが、ここではVb層上面の精査終了後

に同層を除去してⅥ a層上面を検出した。Ⅵ a層 はVb

層下の全域に遺存しており、この段階においてやっと、

I～Ⅲ層を除去した段階ですでにⅥ a層が露出してい

た地点と同一面となった。Ⅵ a層上面の遺構としては、

5区中央部においてSB6の一部の柱穴が S D16や SB

4-P68の底面で確認されていたが、この残りの柱穴 (P

87・ 88・ 93・ 101)が この段階で確認できた。また、S20～50

付近にかけて新たに小溝状遺構群を確認した他、 S50付近の段差の下側でのみ確認されていたS11の北側部分の

プランもこの段階で確認できた。

なお、 5区 S20付近では小溝状遺構群を確認した際にこれらに切られる形で黒褐色の並行する2条の帯状のプラ

ンを確認している (写真100・ 101と挿図参照)が、断面観察の結果これはⅥ a層上面の遺構ではなく、Ⅶ al層水田

跡に伴うS D28の土手であることが半J明した。

H.遺構 と遺物
1.竪穴住居跡

1号住居跡一S11-(第 52図 )

5区 S50付近に位置し、小溝状遺構群を切っている。北西側にカマドが有り、主軸方向はN-22°一Wである。南

東側が調査外となっているため規模は確定できないが、北東～南西が6.Om、 北西～南東も5.6m以上ある。

壁はやや傾きを持って立ち上がり、最も遺存状況がよい北東側で約35cmの高さがある。

堆積土は褐色の砂質シルトを主としており、自然堆積と考えられる。

床面は堀り方を埋め戻して構築されてい

るが堀り方の深さは一定ではなく、主柱穴

(Pl～ 4)を結んだラインの外側が約20cm

と深くて、内側が 5 cm前後と浅い。この堀

り方の浅い部分 (第52図一点鎖線の内側)

表 9 S11ビットー覧表     s1 1

ツ

血

堀   り
備 考

大きさ 深 さ 径 深 さ

1 径 70～75 主柱穴

2 径 65 主柱穴

3 径 65～70 主柱穴

4 主柱穴、調査区東壁で確認

5 ぞと25^V30 6

6 径 20～25 8 カマド脇に位置する

7 径18-24 カマド脇に位置する

8 貯蔵穴

S11床面の精査

層 位 色   調 土    質 κ物 。その

1 10Y R4/4褐色     1砂 質シルト !土プロック少量

2 10Y R4/4褐色 砂管 シル ト 土ブロック多量

10Y R3/1黒 褐色 ンルト

4 10Y R5/1褐 灰色    1砂 賃シルト 炭化物粒・焼土粒少量

5 10Y R4/3に ぶい責褐色 シルト 粘土 褐灰色粘土ブロック少量

6 10Y R4/4褐 色 粘土質 シル ト 貼床、褐灰色粘上ブロック少量、瞑 く締 まる

7 10Y R5/1褐 1/k色 シル ト質粘土 カマド 雰上、焼土夫 ブ ロ ック

8 10Y R5/1褐 灰色 シル ト質粘土 カマ ド崩落土、灰責掲色粘土プロック少量

9 10Y R4/1褐 灰色 粘土 カマ ド崩落土、焼土小ブロック少量

10Y R5/1褐 灰色 ンルト 上 圭堆積上、焼土粒少量

25Y4/3オ リーブ褐色 細 砂 煙道堆積上、褐色砂質 シル トプロック・ 反化物粒

5 YR4/3に ぶヤ ンルト 佑土 カマ ド袖、焼土粒少量

25Y4/3オ リープ率 シルト露粘土 カマド箱、褐
'群

■粘十

10Y R4/2灰 責褐色    1砂 質シル ト 周溝堆積土

10Y R6/4に ぶい黄橙色  1砂質シルト り方、黒褐色粘土小ブロック・灰黄褐也粗砂少量

10Y R5/2褐 灰色    1粘 土質シルト
10Y R6/4に ぶい責橙色 粘 ンルト 二り方、黒色粘土プロック多量

10Y R6/1褐灰色 柱穴掘 り方、黒色粘土プロック多量

10Y R6/4に ぶい黄橙色 | シアレト 貯蔵穴堆積土

10Y R4/2灰 責褐色 シルト賣粘土 貯蔵穴堆積上、黒色粘土ブロック

10Y R5/6責 褐色     1砂 i穴堆襦 土
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第 5節 Ⅵa～ x層上面 (I～ Vb層除去後 )

6

0                         10cm

第 53図 S11出土遺物

は褐色の粘土質シル トで貝占床されていて硬く締まっている。床面はわずかに凹凸があり、レベルは北東側がやや低

くなっている。壁際には幅10～ 20cm、 深さ約 5 cmの周溝が巡っていた。なお、堀り方底面には幅約15cm、 奥行約10

cmの半月形の工具痕が多数確認された (写真91～ 93)。

ピットは 8基検出した。詳細は表 9の通りであるが、このうち主柱穴と考えられるのがPl～ 4で住居プランの

対角線上の位置にある。柱間隔については、柱痕跡が確認されたのが P3(径約10cm)のみであるので詳細 はよく判

らないが、柱穴の心々でみるとPl～ 4、 P2～ 3、 P3～ 4が2.8mと 同じで、カマド側のPl～ P2が2.5mで

やや狭い。なお他のピットのうちP8は カマド脇の貯蔵穴 と考えられる。

カマドは大部分が崩落していて、両袖の下部と煙道先端部が遺存するのみであった。袖は粘上のみで構築されて

おり、特に芯材等は認められなかった。なお、カマド奥壁から煙道先端部までの距離は1.5mで ある。

遺物は堆積土や堀り方から土師器片38点、須恵器片16点などが出上したが、このうち須恵器は不蓋 2点 と邦 1点、

土師器は非ロクロ調整の丸底邦 1点 と甕 2点が図化できた (第53図 )。

2.掘立柱建物跡

6号掘立柱建物跡―SB6-(第 54・ 55図 )

5区中央部に位置している。柱穴は前述したようにS D16底面で 3基 (P94～96)、 SB4-P68底面で 1基 (P
92)、 Ⅵ a層上面で残りの 4基 (P87・ 88・ 93・ 101)を確認した。ただし、Ⅵ a層上面で確認した柱穴については

他の遺構との切 り合い等のためプランの確定が困難であり、このため写真撮影や図面作成はプランを確定しやすい

Ⅶ a2層水田面にて実施している。

建物は北東側の柱穴 2基が調査区外のため未検出であるが、南北 3間、東西 2間の南北棟と考えられる。規模は

南北6.40m(21尺 )、 東西4.50m(15尺 )で、方向は西側柱列で見るとN-37°一Eである。

No 具
版
与
図
出上層位 種 別 器種 遺存度

法  量 (cm) 凰 律

口径

/1‐「I巴調

内面色調
胎  土 焼成 似

徴
符
特

笠
整
調
調
回
面
外
内口 径 底  径 器  高

1 166-1 カマド・
蒔 面 育 ト

須恵器 不蓋 灰白色

灰白色

良好

白針微量

良好 ロクロ調整、天丼部回転ヘラケズリ
ロクロ調整

2 166-2 カマド 須恵器 不 重 つ まみ

部 のみ

色

符

灰

扉

良好

白針微量

良好 ロクロ調整
ロクロ調帯

3 166-3 カマド 土師器 甕 部

３

底

Ｖ
橙～明赤褐色

橙～明赤褐色

ff4｀兵
白針微量

艮好 体部手吾ヘラケズ リ、底部木粟戻

ナデ

4 166-4 S11
-P4

土師器 不

(丸底
にぶい黄橙色

暗灰色

良好

白針多量

良好 口縁部ヨコナデ、体部～底部手持ヘラケズリ
→体部粗いヘラミガキ
ヘラミガキ・黒色処理

5 166-5 原 面直上 土帥器 甕 口縁部

1/6

にぶい貢橙色

にぶい責橙色

やや不 良

白併宥浄暑

艮好 口縁部 ヨコナデ、頸部～体部手持ヘラケズ リ

ロ縁部 ヨヨナデ、体部磨減 (ナ デ ?)

6 166-6 掘 り方 須恵器 不 部

３

底

Ｖ
(74)

色

色

白

灰

灰

民 射

白針微量

艮好 ロクロ調整、ほ部回転ヘ ラケズ リ

ロクロ調整
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柱穴は表10の通 りで円形の堀り方を持っている。柱痕跡はP93で確認できたが、径15cm程である。柱間は南北方

向のP95-P94-P93-P92が 6.5尺・ 8尺 。6.5尺で、中央部がやや広くなっている。東西は7.5尺である。なお

遺物は出上しなかった。

190(6_5)

250(8)

200(6 5)

225

(7.5)

225

(7.5)

225

(7_5)

54図 SB6模式図

200(6 5)

B P92
560mⅢ
1 1

A
540mトー4

P96  A′

引

P87  B′

引

０
代
　
欽

ツ

ｈ

堀 り 方 柱痕 2/11
備   考

大 きさ 深 さ 径 深 さ

径 55

87 径 50 S D17に 切られる

10 にと 50 P66・ 67に切 られる

92 P68に 切られる

径 60 15 P63に 切 られる

径 55 S D16に 切られる

径 65 S D16に 切られる

↑者 60 S D161こ 切られる

表10 SB 6柱穴一覧表

層位 色   調 土  賀 混 入物 。その仙

1 10Y R5/3に ぶい黄褐色 砂質 シル ト にぶい貢褐色粘土 プロック・

黒色粘土 ブロック少量

2 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土 灰黄褐色粘土ブロック・

黒色粘土ブロック多量
3 10Y R2/1黒 色 土 にぶい責褐色粘土プロック少量

4 10Y R4/2灰 責褐色 土

5 10Y R5/4に ぶい責褐色 砂質シルト 黒色粘土 プロック多量

6 10Y R5/4に ぶい黄褐色 細砂 黒色粘土 ブロック少量

第 55図 SB6平面 。断面図



第 5節 Ⅵa～ x層上面 (I～ Vb層除去後 )
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第 56図  Ⅵ a層上面小溝状遺構群平面 (S19～ 35)・ 断面図



3.小溝状遺構群 (第56・ 57図 )

5区中央部のS20～50付近、Vb層除去後のⅥ a層上面

で確認した。東西。南北方向の小溝群が切り合っているが、

南北方向のものが多く東西方向のものは少ない。なお、す

べての新旧関係を明らかにすることはできなかった。

南北方向の小溝の方向は、N25付近では北から約15°東に

振れるものと、約30°東に振れるものの 2種類あり、後者が

前者を切っている。これより南部では大部分が30～ 35°東に

振れるものである。なお、東西方向のものは確認した数が

少ないため明確ではないが、大体北から55～ 60°西に振れて

いる。

溝の幅は20～ 40clnで あるが大体は30cm前後、深さは 5

～10cln程度で浅く、壁の立ち上がりは緩やかである。長さ

は検出できた範囲が狭いため不明である。溝と溝との間隔

は同じ方向のもの同士でみると70～120cmで、90cm前後のも

のが最も多い。

堆積土は基本層Vb層が入り込んだもので、調査区の壁

面観察でも溝直上のVb層 と溝の堆積土とに違いは認めら

れなかった。

これらの小溝状遺構群は、Ⅳ～Vb層上面で確認された

小溝状遺構群 と同様に、畑に関わる耕作痕の中でも天地返

しなどのように比較的深いものの痕跡であると考えられ

る。層上面では畝は確認できなかったものの基本層Vb層

は畑の耕作上であり、耕作痕の中でも深いものがVb層直

下のⅥ a層 にまで達したと考えられる。なお小溝状遺構群

が確認できなかった地点においては、その場所が耕作域で

あったかどうか判断できないため、畑の範囲については不

明である。また、遺物は出上しなかった。

第 2章 検出された遺構と遺物

第 57図 Ⅵ a層上面小溝状遺構群平面図
(S35～ 50)

5区東壁断面



第 6節  I～Ⅵ層 。その他の出土遺物

第 6節  I～Ⅵ層 。その他の出土遺物

前節まで記載した遺物の他に、基本層 I～Ⅵ層中から出上した遺物や、壁面清掃中などに出土したため出土層位

が不明な遺物がある。これらの遺物のなかでは I・ II層からの出土破片数が2000点 を越えていて圧倒的に多いが (表

19)、 これらのうちの大部分の遺物は耕作によって下層から巻き上げられ、細かく砕かれてしまったものである。こ

のため図化できたものは少なく、須恵器 1点、土師器 1点、土製品 (土錘)5点、金属製品 (鉄釘)4点のみである

(第58図 )。

0                          10cln
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0              5 cln
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玲
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歪
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No 真

版

写

図
出土層位 種 別 器種 遺存度

平ツく      ξ筆 (cm) 律

径

凰

ロ

調

調

色

角

面

面

外

内
胎  土 焼成

徴

徴

特

特

整

整

調

調

面

面

外

内口 径 器  高
1 167-1 2区 I層 須恵器 長頸 口縁部

1/8

灰 オ リー プ

匠

艮好

白斜 4・IJ暑
艮 ロクロ調整
ロクロ調率

2 167- 2区 I層 土師器 甕 体部～

底部

にぶい掲色
にぶい橙色

良好 艮 体部ロクロ調整、厘部回転糸切り
ロクロ調整

NO 写真図版 出土層位 廷逮   房J 長  さ (cln) 幅・ 径 (cm) 厚 さ (cm) 重量 俊) 色   調 胎  土 燒  成
3 167-3 2区 H層 ほ I霞 豊19 褐色 良 良好

4 2区 H層 土製品 。上錘 棚 欠 10 にぶい褐色 良 良好

5 167-5 5区 層不明 土製品・ 土錘 端部欠損 灰責骨 色 良 良好

6 167-6 5区 層不明 土製品・ 土錘 ほぼ完形 (33) 径 11 にぶ � 登角 良 良好

7 167-7 5区 ほぼ完形 径 0_8 イこぶし 長 良好

8 167-8 5区 Ⅳ 両瑞欠損 幅 13
9 167-9 5区 Ⅳ層 幅 09
167-10 5区 Ⅳ層 鉄製 幅 09

1 5区 IV層 鉄製品 。釘 幅  07 7

第 58図  1～Ⅳ層 。その他の出土遺物
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第 7節 Ⅷ al層水田跡

Ⅷ al層上面ではⅧ al層水田跡を検出した。

1.水田の構成 と概要
1.水田の構成

大畦畔 1条と多数の小畦畔、土手を伴う水路 2条によって小区画の水田が構成される。水路 2条は東西方向にほ

ぼ平行して走り、それと直交する南北方向の大畦畔とによって大区画が造られ、大区画を分割して中区画→小区画

と細分していったことが想定できる。なお、水路はその他にも2条あるが他の遺構よりもやや新しいと考えられる。

2.検出 。遺存状況

調査開始直後から下層の状況を探るために調査区の周囲に設けた側溝の壁面観察を行っていたが、 5区南部にお

いて厚い砂層 (Ⅵ層)の下に暗褐色や黒褐色の粘土層が存在し、この粘土層が耕作土らしいこと、そして畦畔状に

盛り上がる部分があることを確認した。このため各区においてこの粘土層の分布を確定するとともに断面観察を行

った結果、 5区中央部から南と3区・ 4区において水田跡が遺存している可能性が高いと考えられた。念のため数

地点においてプラント・オパール分析を行った結果イネのプラント・オパールが検出され、水田跡の存在がほぼ確

実となった。このためⅥ層上面の調査終了後は一度にⅦ層上面を検出せずに、畦畔の確認作業を行いながら徐々に

Ⅵ層を除去していった。

Ｗ４

１

１

Ｗ

Ｉ

Ｉ

う
　
Ｓ４７
‐
‐

Ｓ３

１

１

―

大畦畔

―S35

|

〔 畦 畔

∈ ― 畦 畔 → 〔 ― 畦 畔 →

0          1m

第 59図 Ⅶ al層水田跡断面図 (位置は平面図1に表示)
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第 7節 Ⅷal層水田跡

畦畔はⅥ層を削り込んでいく途中で確認したが、小畦畔はほとんどがⅥ c層中、大畦畔はさらに上部のⅥ b層中

で確認できた。なお前節で述べたように、 S D28の上手はⅥ a層上面の段階ですでに確認している。畦畔の遺存状

況は直上のⅥ層が自然堆積層であるために良好であったが、 1区 と2区および 5区のNSO以北ではすでに層上面

が攪拌・削平されていたため畦畔は確認できず、NSOと S D28の間でも確認できなかった。

T
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第 60図 Ⅵl al層水田跡平面図 (1)



第 2章 検出された遺構と遺物

3.耕作土

耕作土は基本層Ⅷ al層で、暗褐色の粘上である。厚さは2～10cmで一定せず、平均 6 cm前後である。下面は凹凸

が激しいが下層への食い込みはそれほど深 くはなく、大体直下のⅦ a2層 中で留まっている。

4.水田域

畦畔が検出できた 5区中央部から南の部分については、調査区の東側 。南側・西側にまで水田域が拡がっている

ことは確実であるが、畦畔が検出できなかった 5区中央部から北の区域については耕作域・非耕作域の区別はでき

ない。

H。 遺構の状況

1.畦畔

畦畔は耕作土を盛り上げて作られており、No l～41ま で検出した。

規模が大きいのはNo l・ 19。 20・ 37・ 38であるが、この他にもNo27・ 34・ 39・ 40な どやや大きいものがある。こ

れらのうち、大畦畔と考えられるものは 3区の西端で検出し南北方向にのびる血 1で、上端幅・下端幅・高さ共に

他の畦畔と比べて明らかに大きく約 2倍ある。なお、配19・ 20は S D28の土手、血37・ 38は S D27の土手であり、

通常の大畦畔とは性格が異なる。また、No27に ついては検出した長さが短いので大畦畔であるのかどうか断定でき

ず、血34・ 39・ 40については遺存状況が悪 く、畦畔が崩れているために幅が広がって見えるのではないかと考えら

れる。

No 方   向 長 さ (m) 上玲 幅 (clll) 下端 lS(cm) 高さ(cln) 備    考
1 30 -  90 95 - 135 3 - 14 大畦畔 n Ⅶ b膚水 田の大 唯畔血 1・ Ⅶ a2層 水 田の段葬 No lを 踏聾
2 N-19° ―E 23 - 30 54 -  62 5 - 10
N-21°一E 21 -▼   35 58 ′ヽヤ  75 3～  8

4 N-17°一E 20 -  50 52 -  85 1～  4
N-17° 一E 19 -  40 44 -  72 2- 7
N-22°―E ～  5 Ⅶ a2層 水田の段差 No 7を踏襲

7 N-15° 一E 21 38 -  45 68～  72 1 ´ヽフ  4
N-18° 一E 55 27 ´ヽシ  40 60 ^V  71 1 -  7
N-23-34° ―E 24- 37 50 -  60 1～ 6 やや魅出する
N-32° 一E 32 21 -  34 40～  62 3～  8
N-34～ 47°―E 23 ^V  38 50 -  81 l -  5 やや屈曲する。Ⅵla 2層水田の畦畔No 8を 一部踏襲
N-21°一E 20 -  48 56 ^ヤ   70 1'彰  5

13 98 16- 42 ～  7 Ⅵla 2層水田の畦LNo10を一部踏襲
N-33°一E ( 17 23 -  33 43～  58 1 -
N-211-28° 一E 54- 85 2- 7 やや屈曲する
N-47°一E ( 09 23 ^V  31 47 -  51 1～  4

17 N-26°一E ( 09 18 -  52 59 - 100 5 -  6
N-33°一E ( 15 1

N-55° ―ヽ V ( 88 57 ^ヤ  76 150 - 186 10～ 15 S D28北側の上手。ⅥIb層水田の上手血 21・ Ⅶ a2層本田の上手No12を踏襲
N-57°一¶〆 111 1～ 110 146 - 180 5- 23 S D28南側の上手。Ⅶ b層水日の上手No22・ VV a2層 水国の上手 No13を踏襲

1 N-54-67° 一W 14 -  47 43- 84 l - 10 やや扁曲する。Ⅶ a2層木田の障畔血15菱一部踏藝
ll -7  40 55 -  71 1～  3

N-67-77° 一W 28 -  45 60 - 90 1～  4 やや屈曲する。Ⅷ a2層水田の畦畔No 14を 一部踏藝
N-72° 一ヽ V ( 58 25 -  42 46 -7  70 3～  5
N-75°一W 20 -  50 42 - 73 1～  4
N-65° 一ヽ V 16 -  70 48 - 117 3 - 10
N-69°一W 25 5- 9
N-51° 一部「 25- 37 53 -  70 2 -  7
N-58°一W 15 -  54 54- 99 1～  4 ⅥIb層水田のにVNo30を踏藝
N-57°一WV 16 -  48 62 -  76 ～ 7 ⅥIb層水田の畦畔血32を踏藝

N-62°一部r 14 -  38 50 -  71 4 -  7 Ⅶ a2層水田の畦畔No22を一部踏襲
N-58°一部「 36 - 38 47 -  52 1- 6
N-63°一W 33 -  57 67 -  88 6～ 9
N-63～ 70°一W 33 -マ  71 85～ 109 ～ 7 やや屈曲する。ⅥIb層水田の畦畔No37を 踏襲
N-55-63° 一W 32 -  47 57 -  76 ～ 6 やや屈曲する。Ⅶ b層水田の畦畔No38を 踏襲
N-15-66° 一ヽ V 21 -  40 36 ^レ   64 ～ 6 屈曲する

N-58°一W 56 -  92 118 - 146 - 14 S D27のす監lRl土手ハⅦ b層水田の上手No39を踏藝
N-57°一部「 3 S D27の 商狽1上手ぃ部分的に遺存、Ⅶ b膚水田の上手No40を踏攀
N-27°一E 4 57 - 100 80 - 165 1～  4 部分的に
N-51°一M「 7 1～  2
N-72°一M/ 4

表■ Ⅶ al層水田跡畦畔計測表
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水路や大畦畔は検出できた距離が短いために正確な方向や位置関係が不明であるが、 S D27と S D28は ほぼ平行

しており、大畦畔配 1は これに大体直交 (約 80°振れる)した関係にあるので、これらは他の小畦畔の基軸となって

いると考えられる。

小畦畔は上記のものを除くと東西 。南北方向ともに規模はほぼ同じで、平均すると上端幅34cm、 下端幅64cm、 高

さ 4 cm程度である。方向は血21・ 22～ 24、 また離れてはいるがNo26と 30の畦畔の配置をみると直線ではなく南側が

開いた緩やかな弧状をしている。これは、 5区の西側に南方から浅い谷が入り込んでいるためにその影響を受けて

いるためと考えられる (微地形については後述する)。

2.水田区画

水田区画は大畦畔と水路によって区画された大区画と小畦畔によって区画された小区画とがある。大区画は全体

が明らかになったものはないが、南北約40m、 東西75m以上の長方形の部分が確認されている。なお、S D28の北

側も耕作域であった可能性が高いが、この部分には区画配は付けなかった。

小区画は方形を基調としており、血⑦～③や⑭のように短辺2.5～ 3m×長辺4.5～ 6.5m程で面積が■～17m2前

後の区画と、全体の規模は不明ながらも②o④ o②～①のように短辺が5.5m前後あって面積が30m2程度と推定され

るやや大きめの区画が多い。ただしS D28の南側には②のように1.5× 4.7mの細長い区画、あるいは③のように短

州ll 標 高 (m, 比高乏 (m) 傾斜方向 東辺 (m) 山辺 (m) 爾辺 (m) 北辺 (m) El積 (だ ) 備  考

と 5 4-5_20 6 西 → 東 ( 12) ( 65) 51

2 5 5-519 4 ほぼ水平 11 ( 14) ( 41) 15× 47 台形
2

`ま

,ま水平 ( 80) ( 75) 7.1 08×  ?
4 5 5-5 20 5 ( 17) 部分的に検 出

5 5 16-5.22 6 1 31×  ?
6 5 16-5 20 (4 ほぼ水平 25 ( 20) 11 3 25× 113
7 511～5_17 6 北西→南東 26× 66
8 5 09-5 14 (5 北 → 南 ( 15) 25× 45

5 22 2_7)
5 11-5_14 3

`ま

,ま水平 22 75 2_2×  ?
516-519 3 ほぼ水平

5 4-5 19 (5 西 → 東 ( ( 04) 31 3_1×  ?
5 4-518 4 西 → 東 25 24× 34
5 2-5 18 (6 北 → 南 ( 47 (

5 5′-5,20 (5 ほぼ水平 27 4.4) 30×  ?
22 60×  ?

5 3-5_18 5 20)
5 2-515 3 ほぼ水平

( 11) 17 部分 的 に検 出

506-512 (6 北西→南東 ( 26) ( 52 ( 38) 26×
5 25-5_27 (2 03) ( 10 部分的に検 出

5 17-5,24 (7 西 ( 40 ( 25) 53×  ?
13-5_20 7 西 66) ( 52) 57×  ?
5 10-5 15 5 37 7×

514-516 ( 05 |とこホ露出

5 15^ヤ 5 21 6 ほぼ水平 )的に 出

499-5,06 7 北 → 南 ( 43) 59×  ? 台形 ?
5 01-5 05 4 北 → 南 ( 53) 11 59×  ? 部分的に検 出
4 97-5.02 5 北東→南西 57×  ?
4 98-5 03 】h5罵 19 56×  ?
499-503 4 部分的に検 出

4 99-5_02 3 ′ま,ま本半 157 35×  ?
4 96-5 02 6 北東→南西 45×  ?
5 00-5 03 3 ほぼ水平 125 38×
497-502 5 北 → 南 ( 38) 14 攪乱が多�

5 02-5 08 6 ( 0,7) ?  1部 分的に検 出
5 04-5 06 ?  1部 分的に検 出
5 06-5 14 4

498-5 01 3 |まば水半 21) 28) 16×
4 95-4 98 ほぼ水平 10以 上 13 14× 14 んだ台形
5 06-5 17 東 → 西 101) 0 分割 され る可能性 あ り

4.98-4 99 1 ( 14) 06)
4_95-4 98 3 ほぼ水平 ( 2.3) ( 13 10) 12× 24
494-497 3 ほtま労く平 24) 1_6× 歪んだ台形 ?

1 06) 12 部分的に検 出

4_99-5 01 2 17 13 09 ?  1部分的に検出
503-504 1 ( 05) 07 ?  1部 分的に検出
5 00-5 02 (2 ( 07) ( 09) 1部分 的 に検 出

表12 Ⅵla l層水田跡水田区画計測表 (  )は 現存値
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辺0.8mで長辺が 8m以上ある極端に細長い区画が認められ、またS D27の北側には⑩・④・⑭のように1.4× 1.4

mあ るいは1.2× 2.4mで面積が 2～ 3442と矮小な区画が集中して認められるなど、水路に近接して極端に変形した

り小さな区画が集中する傾向がある。

また、畦畔のなかにはNo 6。 9・ 26・ 30。 34のように他の畦畔を分断するものがある。調査区が限定されるため

に断定はできないが、これらが大畦畔以外の基軸の畦畔であると想定すれば、大区画の中で中区画を形成している

と考えられる。さらに大畦畔 1～畦畔 6～畦畔 9の間隔はそれぞれ18mと 19mでほぼ同じであることから中区画は

一定の規格に沿って造られている可能性がある。なお、畦畔23のように他の畦畔を分断はするものの、逆に他の畦

畔によって分断される畦畔については基軸の畦畔であるかどうか判断できない。

3.水田面の標高と傾斜

調査区の全体的な地形は北から南へ傾斜しているが、細かく見ると3区が北西から南東方向、 5区が北東から南

西方向へ傾斜しており、 5区南部の西壁寄りとS D27の北側には最も標高の低い(5.Om以下)部分が数力所で認め

られる。これらのことから、 5区の西側から調査区外にかけて南方から浅い谷が入り込んでいることが予想され、

調査区はちょうどこの谷の北側から東側を巡るように位置していると考えられる。

水田面の標高はS D28か ら北の部分を除くと4.94～5.27mである。勾配は前述したように南から入り込む谷があ

るために調査区全体を通しては測定できないが、部分的に見ると3区西部の水田区画①―②の北西～南東方向が18

cm/10m、 s D28の南側の②―①の南北方向が25cm/10m、 5区の⑩―⑩の北東～南西方向が12甑/10mで ある。調

査区が谷の周囲に位置するためか傾斜が比較的きつい部分が多く、特にS D28の近くが顕著である。なお、勾配や

傾斜の方向は想定した中区画を越えて連続していると考えられることから、中区画は微地形とは特に関係なく設置

されていると考えられる。

小区画内の傾斜も全体的な傾斜とほぼ一致するが、 S D27の周辺は比較的平坦である。区画内の比高差は、全体

を検出できた区画が⑦と①のみで少ないがそれぞれ 6 cmと 4 cmで、その他は不明であるが 8 cm以上の区画もある。

4.水ロ

畦畔を切って隣接する水田区画を結ぶ溝状の窪みを水口とした。明らかに水口と考えられるのは 2ヵ 所で、大畦

畔 1、 畦畔37(S D27の 北側土手)に設けられている。

大畦畔 1に付けられた水回は大畦畔の東西にある区画②と④をつないでいる。上端幅約60cm、 下端幅 5～ 10cmの

濤状で、底面は田面から4～ 5側高くなっている。なお、畦畔上面からの深さは西端で約 5側、東端で約 9 cmで、

用水が東に向かって流れるようになっている。

畦畔37に付けられた水回は区画④からS D27へ の排水用と考えられる。北半部は上端幅が45～ 75cm、下端幅10～ 35

cmの細い溝状を呈しているが南側は幅150cm程 に大きく開いている。北端部の底面は43の田面から約 6 cm高 くなって

いてそこから南側に向かって徐々に低くなっているが、

中央部では段差がついていて南端部では北端部に比べて

約20cm低 くなっている。

この他に畦畔25と 26の西端部も畦畔が途切れている。

畦畔26の場合は一部が側溝のために不明となっている

が、両者ともに畦畔端部が徐々に低 くなって田面と同じ

高さとなっている。水回の可能性はあるが、他にこのよ

うな形態のものは認められないので断定はできない。な

お、この畦畔25と 26の ものが水口ではないとすると確認

できた水回は大畦畔と水路の上手に設けられたものだけ Ⅶal層水田跡検出作業
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となる。

5.溝跡

ⅥI al層上面では溝跡を4条検出した。

(1)25号溝跡一S D25-(第 62図 )

5区南部に位置し、畦畔38(S D27南側の上手)や39を切っている。S D27と は調査区の東壁でごくわずかに重

複するだけであるので明確ではないが、断面観察ではS D27よ りも新しいと推定している。なお、S D26と も接続

あるいは切り合い関係にあるが新旧は不明である。

確認できた溝の長さは4m、 幅は約90cm、 方向はN-73°一Eである。断面形は逆台形で深さは約45cm、 底面はほ

ぼ平坦でレベル差は認められなかった。堆積土は 4層に分層できたが、ほとんどが細砂や粘上の互層であることか

ら大部分が水成堆積層と考えられる。清の性格は堆積上の状況から水路であると考えられるが、流れの方向は不明

である。時期については①ⅥIal層水田跡の畦畔・土手・水路を切っており方向も異なること、②ⅥIal層水田跡同

様にⅥ c層によって覆われていること、などから同水田跡の経営期間の中の最終段階か、あるいは廃絶直後に掘ら

れた可能性が高い。

(2)26号溝跡―S D26-(第 62図 )

5区南部に位置し、畦畔39。 41を切っている。なお、S D25と も接続あるいは切り合い関係にあるが新旧は不明

である。

確認できた清の長さは 4m、幅は60～ 80cm、方向はN-15°一Wで S D25と ほぼ直交する。断面形はやや開いた「U」

字形で深さは約40cm、 底面はほば平坦でレベル差は認められなかった。堆積土は 5層で自然堆積層と推定される。

溝の性格については不明であるが、確認した状況がS D25と 同じで方向もほぼ直交するなどS D25と の関連性が

高いと考えられる。時期についてもS D25同様にⅧ al層水田跡の経営期間の中の最終段階か、あるいは廃絶直後の

ものである可能性が高い。

(3)27号溝跡―S D27-(第 62図 )

5区南部に位置する。土手を伴っており、土手のプランは盛土下の現代水田耕作土を除去した直下のⅥ層上面で

確認できた。上手はVII al層 上面に構築されたもので、清も同様にⅧ al層上面から掘り込まれたものである。

確認できた溝の長さは4m、 幅は約 3m、 方向はN-63°一Wである。断面形は大きく開く「U」 字形で、北側の

上手の上面からの深さは約90cm、 底面はほば平坦でレベル差は認められなかった。堆積土は砂や粘土からなる自然

堆積層で、水成堆積と考えられる。

土手は溝の南北両側に認められ (畦畔37・ 38と した)、 遺存状況の比較的良い箇所ではVI al層の上に褐灰色粘土

やにぶい責褐色細砂の盛土が認められたが、Ⅷ al層耕作上の高まりだけ確認できた部分もある。規模は表11の通り

で、北側の土手には前述したように水口が設けられている。

溝の性格は堆積上が水成堆積と推定されることと両岸に土手を伴うことから水路であり、地形の状況からすると

東へ流れていたと考えられる。北側に広がる水田の排水路としての役割を持っているが、南側にも一段低い水田が

広がっているとするとこの南側の水田に対する給水路としての役割も有することとなる。なおⅦ al層水田段階だ

けでなく、下層のⅦ b層水田段階にも土手が認められるので、この清の上限はⅦ b層水田段階にまで上ると推定さ

れ、掘削されて以来VII al層水田段階まで踏襲された基幹水路であると考えられる。

(4)28号溝跡―S D28

5区中央部に位置する。上手を伴っており、土手のプランは第 5節で述べたようにⅥ a層上面で確認できた。土

手はⅧ al層上面に構築されたもので、溝も同様にⅥI al層上面から掘り込まれたものである。

確認できた溝の長さは10m、 幅は 1～1.3mである。方向はN-55°一Wを示しているが北西方向の延長線上にある
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A      SD27の 土手
トー600m

SD27
B
卜 570m

B′

引

C
卜 560m

SD25
D
トー5700m

D′

引

VIl al

争Ⅶ a2
テ ⅥIく
IX

0      1m

―

色   調 土    質 混 入物 。その他

1 25Y3/2黒 褐色 粘土 部今的に陪灰責角 シル ト質粘土・黒褐色粘土 と互層

2 25Y5/2暗灰黄色
25Y4/1黄 灰色

�砂
シルト質粘土 }互層

3 2.5Y4/2暗 灰黄色 細 砂

4 Ｙ

Ｙ

5/2オ リーブ灰色
3/1オ リーブ黒色

土
土
粘
粘 }プロックの混合

色   調 土   質 混 入物 。その他

1 10Y R4/2灰 責褐色 粘土 にぶい音褐れ砂膏シル トブロック多量

2 10Y R3/2黒 褐色 粘土 にぶい責褐色砂賃 シル トプロック少量

3 10Y R3/2黒 褐色 粘 土プロック・灰責褐色粘土プロック多量

4 10Y R3/1黒 褐色 褐灰色粘土ブロック少量

5 10Y R2/1具 角 褐灰色粘土プロック少量

角 土   質 混 入 物 。 そ の 他

ユ 10Y R5/4に ぶい責褐色 砂質 シル ト

2 10Y R4/2快貢椅色 粘上 にぶい責褐色粘土質シルトブロック・黒褐色粘土プロック多量

3 10Y R4/3に ぶい責褐色
10Y R5/3に ぶい黄褐色

砂

土

粗

粘 }互層
4 10Y R3/2黒脅色 粘 上 にぶい責褐色 シル トプロック多量

5 10Y R4/3に ぶい責褐色 粗 砂

6 10Y R5/1褐灰色
10Y R4/1褐灰色

粘土

粗砂 }プロックの混合
10Y R4/1褐灰色 粘土 黒掲色粘土ブロック・灰黄褐色シルトブロック少量

10Y R4/3に ぶい責褐色 細砂 灰責褐色粘土プロック似

10Y R4/1褐灰色 粘 十 アロック微量、暗褐色�砂多重

第62図 SD25～ 27平面 。断面図
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1区西部で確認されていないので、西方にまっすぐは延びずに 1区 と3区の間を通るように南側に湾曲していると

推定される。断面形は上部は大きく開く「U」 字形であるが下部は逆台形をしていて、堆積土もこの部分を境にし

て分層できることから一度埋没した後に再掘削されていると推定される。上手の上面からの深さは70～ 75cm、 底面

はほぼ平坦でレベル差は認められなかった。堆積土は上層がシルトを主とし、下層が砂を主とする自然堆積層で、

水成堆積と考えられる。

土手は濤の南北両側に認められ (畦畔19・ 20と した)、 規模は表11の通りである。上部にはⅥI al層が積まれて造

られているが、土手の下部にはⅦ a2層やⅦ b層の水田耕作土、褐色・にぶい黄褐色の粘土質シルトや粘上の盛土が

認められる。

溝の性格は堆積上が水成堆積と推定されることと両岸に上手を伴うことから水路であり、東へ流れていたと推定

される。調査区内で水口は認められなかったが南側に広がる水田の給水路としての役割を持っていると推定され、

また】ヒ側にも耕作域が広がっていたとすると北側の水田のフト水路としての性格も有することとなる。なお、溝が掘

りなおされていることや土手がⅦ b層水田の段階から継続して使用されている状況などからするとこの溝はⅦ b層

段階から踏襲されてきた基幹の水路であると考えられる。

A
トー550m

層位 色   調 土    質 混 入 物 。 そ の 他

10Y R5/4に ぶい責褐色 砂質 シル ト

2 10Y R4/8に ぶい音褐角 粘土質 シル ト にぶい責褐色砂質 シル トブロック少量

3 10Y R3/2黒 格色 ポ占! 灰責褐色細砂 ブロック少量

4 10Y R4/3に ぶい責褐色
5 10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土 責褐色粘土 プロ ック多量

10Y R4/4褐 色 粘土質 シル ト Ⅷ a2層 水田段階の上手の盛土、黒褐色粘土ブロック微量
10Y R4/3に ぶい責褐色 粘土 Ⅶ b層水田段階の上手の盛上、黒褐色粘土ブロック少量

第63図 SD28平面 。断面図
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飴け員

|||.出土遺物

耕作土中からは土師器片が 2点出上したのみである。非ロクロ調整の甕と考えられるが細片のため図化はできな

かった。

S D27か らは堆積上の下層 (第62図の 5。 6層)を中心に土師器片が44点出土した。全て非ロクロ調整で、甕と

考えられる5点が図化できた(第64図 )。 このうち 2は器壁が薄くハケメが細かいのが特徴的で、所謂 S字状口縁甕

である可能性が考えられる。なお、S D27はⅧ al層水田跡だけに伴う溝ではなく、VII b層水田の段階から継続して

使用された基幹水路と推定されるため、遺物もVII b層～ⅥI al層水田までのものが混在している可能性があるが、出

土層位等によって区別することはできなかった。

第 8節 VII a2層水田跡

Ⅵl a2層上面ではⅧ a2層水田跡を検出した。

|.水田の構成 と概要
1.水田の構成

東西方向にほぼ平行して走る水路 2条 と小畦畔によって構成される。検出した畦畔のうち12条の畦畔が直下のⅥI

b層水田跡の畦畔をほぼ踏襲しており (表 13の備考欄参照)、 特に 3区西部では部分的ではあるがⅧ b層水田跡と

類似する小区画が検出されている。 5区では畦畔の間隔が広いが、上下層で小区画の水田が検出されていることか

らすると検出できなかった箇所にも畦畔が存在した可能性が高く、このことから当水田跡もⅥI al層水田跡と同じ

ような小区画の水田構造であると推定される。

2。 検出・遺存状況

当初の壁面観察において、Ⅷ a層は層上部と下部の層相がやや異ることを把握はしていたがそれは同じ耕作土中

の耕作頻度の違いに起因するものと考えていた。ところがⅧ a層 (後でⅥI al層 に変更)の精査終了後、 3区におい

てⅦ a層を削り込んでⅦ b層水田跡の畦畔確認作業を開始したところ、Ⅷ a層 ともⅦ b層 とも異なる畦畔を確認し

No 真

版

写

図
出土層位 種 別 器種 遺存度

▼去      査韮 (cnl) 調

調

色

色

面

面

外

内
胎  土 焼成

徴

徴

特

特

整

整

調

調

面

面

外

内口  径 底  径 器  高
1 168-4 荘梗土

下層

土師器 甕 部縁

片
口
小

にぶい種色

にぶい緒角

艮好

白針少量

良好 日縁部端部ヨコナデ、ナデ→粗いヘラミガキ

ナデ→粗いヘラミガキ

2 168-1 堆積土
下層

上師器 甕 部

片

頸

小

にぶい責種色

協匡角

艮好

白針微量

良好 ハケメ

回緻部ハケメ、体部ナデ

3 168-2 堆積土

下層

土師器 甕 部縁

片

口

小

にぶい橙色

にぶい橙色

良

量

不

微

や

針

や

白

良好 口縁～頸部ヨヨナデ、体部ヘラケズリ

日縁部ヨヨナデ、体部ナデ→粗いヘラミガキ

4 168-3 堆積土
下 塵

土師器 奏 罰

４

上
フ

(170) 暗灰色

にぶい音椿れ

艮

暑

不

紺

や

斜

や

由

艮 好 日縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ→粗いヘラミガキ

ロ縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

5 168-5 堆積土
下層

土師器 奏 部

２

下

Ｖ

黄灰色

にぶい責橙色

艮好

白針少量

良好 体部ヘラケズリ→粗いヘラミガキ、ほ部ヘラケズリ

ナデ?(磨滅)

第 64図 SD27出土遺物



第 8節 Ⅷa2層水田跡

た。そこで調査区全面の断面を再検討したところⅦ a層は 2層 に細分できることが半J明し、それぞれⅥI al層 とⅧ a2

層とした。

なお、畦畔はⅧ al層 を削り込んでいく途中で確認したが遺存状況はあまり良くなく、断片的に確認できたのみで

あった。

T
E10

Ｔ
Ｗ３０

Ｔ

Ｗ４０
Ｔ
Ｗ５０

TT

十 NЮ

十凱0

十骸0

十 鵠0

る

+帥

+帥

十箭0

十 鍋

上

Ｅｌｏ
上Ⅷ

上
Ｗ４０
上

Ｗ５０
上

o                              20m

上
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Ⅵl a2層水田跡平面図 (1)



第2章 検出された遺構と遺物

3.耕作土

耕作土は基本層Ⅶ a2層で、黒褐色の粘上である。厚さは 2～ 8 crnで一定せず、平均 4 cm前後である。下面は凹凸

が激しいが下層への食い込みはそれほど深くはなく、直下のⅥI b層 中で留まっている。

4.水田域

畦畔が検出できた 5区中央部から南の部分については、調査区の東側・南側・西側にまで水田域が拡がっている

ことは確実であるが、畦畔が検出できなかった 5区中央部から北の区域については耕作域・非耕作域の区別はでき

ない。この点はⅥI al層水田跡と同じである。

H.遺構の状況
1.畦畔

畦畔は耕作土を盛り上げて作られており、血 1～23ま で検出した。詳細は表13の通りである。規模が大きいのは

S D28の北側の上手である血12で、その他血16も やや幅広であるが、これは遺存状況が悪く崩れているためひろが

って見えるのではないかと考えられる。なお 3区西部にある段差の位置では直下のⅧ b層水田跡と直上のⅦ al層

水田跡で大畦畔が検出されているので、検出はできなかったが大畦畔が存在した可能性が高い。

他の小畦畔は東西・南北方向ともに規模はほぼ同じで、平均すると上端幅31cm、 下端幅55cm、 高さ2 cln程度であ

る。方向は断片的なものが多いために不明な点が多いが、Ⅶ al層水田跡と同様と推定される。

2.水田区画

区画がある程度明確にできたのは3区西部のみで、他

は部分的な検出に留まっているため大部分の詳細は不明

である。ただし「水田の構成」の項で述べたように、直

上のⅦ al層水田跡と直下のⅦ b層水田跡の構造が類似

していることからⅥl a2層水田跡も同じような小区画で

あったと考えられ、実際はさらに細分される区画が多い

と考えられる。

3.水田面の標高と傾斜

地形の特徴はVII al層 水田跡と同じで、大まかには北

から南へ傾斜するなかで、 5区の西側から調査区外にか

Ｓ４

Ｉ
Ｉ
ＩＷ３

‐

‐

Ｗ

ｉ
ｌ
ｌ

〔 ― 畦 畔 ―∋

第 66図 Ⅵl a2層水田跡断面図 (位置は平面図1に表示)

Ⅶ a2層水田跡作業風景 (SD 28付近 )
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第 8節 ⅥIa2層水田跡

けて南方から浅い谷が入 り込んでいる。

水田面の標高はS D28か ら北の部分を除くと4.92～5.19mである。部分的な勾配はⅧ al層水田跡と同じで、3区

西部の本田区画④の北西～南東方向が15cm/10m、 S D28の南側の南北方向が25餌/10m、 5区の⑩の東西方向が

12cm/10mで ある。

なお、小区画内の傾斜・比高差については区画自体が不明確なため詳細は不明である。

4.水ロ

明確に水口と考えられる箇所は検出できなかった。

5.溝跡

Ⅶ al層水田跡上面で確認した S D27・ 28は前述したようにⅥI a2層水田跡にも伴う基幹水路で、規模や形態はⅦ

al層水田段階とほぼ同じである。

|||.出土遺物

遺物は耕作土中から非ロクロ調整の上師器片が15点出土したが、細片で磨滅が著しいために図化できたものはな

い。なお、S D27の遺物については前述したようにⅧ al層～Ⅷ b層の各水田跡の遺物が混在している可能性はある

が、区男Jす ることはできない。

No 向 長 さ (m) 上端幅 (cm) 下端幅 (cm) 高さ(cln) 備   考
l 5 撲産のみ検出。Ⅷ b層水田の大畦 WN0 1を 踏襲
2 N-25° 一E 46 7-  66 2 -  4 Ⅵ士b層水田の畦R2No 3を踏藝
3 N-17°一E 15 - 38 45 -  58 1～  4
4 N-21°一E 33 -  53 2～  3 ⅥI b層水田の畦畔No 7を踏襲
N-22°一E 25 - 33 61 -  70 2～ Ⅶ b層水田の畦畔N08の 一部 を踏襲

6 N― ■°一E 17 -  31 45 -マ  54 1～ Ⅷ b層水田の畦畔血 8の一部 をほぼ踏襲
7 N-19°一E 1～ 2 段産のみ検出
8 3 26 -  33 54 -  60 4

9 N-28°一E 29 ^シ  31 56 -  65 1～ 3 やや屈曲
10 N-27-34° 一E 55 21 ‐∀  37 56 -  65 1 -  3 やや屈曲
11 N-16°一E 29- 45 43 -  61 l -  2
N-52°一鞘F 50 -  69 70 - 120 S D28の北側土手。Ⅶ b層水田の上手No21を踏襲
N-53°一W 15 -  50 46 -  80 - 16 S D28の南側土手。Ⅶ b層水田の上手No22を踏襲
N-77° 一ヽ V 30 -  58 58- 81 3

N-61°一W 1 35 -  42 66 -  72
N-64°一llT 25 -  71 50 かヤ 105 ～  3 Ⅶ b層水田の畦畔No25の一部 を踏聾

17 N-48～ 69°一W 23 -  38 42 -  5ユ ～  4 やや屈曲する。Ⅶ b層水田の畦畔No27を踏藝
ユ N-68°一W 10 13～  18 33～ 40 ～ 2

N-73°一W 26 -  45 58 -  78 2～  3 lll b層水田の畦PN028の一部 をほぼ踏襲
N-74°一W 1

N-57° 一覇「 21 -  37 53～  66 2～ 4 ⅥIb層水田の障畔No32歩踏藝
N-52～ 58°一W 21 -  38 45 -  73 4

N-66° 一M「 1～ 2 Ⅶ b層水日の畦畔血36を 踏襲

表13 Ⅶ a2層水四跡畦畔計測表
No 標高 (m) 比高差 a) 傾斜方向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 現ヒy7」 (m 山積 (In2) 備  考
ユ 5 10-5 19 ( 9 北 → 南 ( (429) 分割 される可能性あ り

2 5 12-ヤ 5 14 2 ′まほ水 19) ( 44) ( 52)
3 5 10-5 13 19 17× 31
4 5 08-5 17 ( 9) 北西→南 66) (254) 分割 される可能性あ り

5 5 10´ 9ヽ5 12 2 ほぼ水平 ( 23) 07 59 ×  ?
6 5 10-5 12 2 ほぼ水平 1 08× 32
7 5 08-5 11 3) 北西→南東 ( 10) ( 54 1 4 × 全 んだ方形 ?

8 5 06-5 09 3 ほぼ水平 ( 1_0 06×  ?
9 5 06-5 08 2 ( 04) ( 06
5 09-5 12 3 ほぼ水平 ( 18 21 0 60×  ?
5 08ハ∀5 10 2 ほぼ水平 1 ( 17 ( 23) 77 台形 ?

5_10-5 17 7) 北東→南西 ( 12 52

5 05-5 12 7 北西→南東 ( 61
5 11^V5 16 5) 北 → 南
4 95ヽヤ5 10 ( 21) ( 20×
4 95´ シヽ5 11 ( 24)
4 93-4 97 4 2 ( 09) 58×  ?
494～ 500 6 買 →南 西 ( 19) ( 36) 57×  ?
4 96-4 97 l 07 部分的に検出

4 92-ヤ 4 98 6 北東→南西 ( 33 ( 36) 82×  ?
4 92-4 98 6 ( 15)
4 95-4 98 ( 13)

表14 Ⅵla 2層水田跡水田区画計測表 (   )は現存値
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第 2章 検出された遺構と遺物

第 9節 Ⅶ b層水田跡

Ⅶ b層上面ではⅧ b層水田跡を検出した。

|.水田の構成 と概要

1.水田の構成

水田の構成はⅦ al層水田跡とほぼ同じで、南北方向

の大畦畔 1条 と土手を伴なう東西方向の水路 2条によっ

て大区画が造られ、その内部を小畦畔によって分割して

小区画が造られている。ただしⅧ al層水田跡の場合は

小畦畔のなかにも基軸となる畦畔があって、大区画を区

切る「中区画」の存在が想定できたが、Ⅶ b層水田跡の

場合は中区画の存在はそれほど明瞭ではない。

2.検出・遺存状況

畦畔はⅧ a2層水田の耕作土を削り込んでいく途中で確認した。畦畔の遺存状況は比較的良好であったが、S D27

の南側や S D28の南側では畦畔を確認できなかった。このうちS D27の南側はこの付近に上層の遺構が集中してい

たためⅥIb層 自体が遺存する箇所が少なく、このために畦畔が確認できなかったと考えられる。一方 S D28の南側

で畦畔が確認できなかった理由は明らかではなく、本来畦畔が存在しなかったのかどうか不明である。なお、Ⅶ al

層水田跡やⅦ a2層水田跡ではS D28の北側で畦畔は確認できなかったが、本層ではわずかながら北にのびる畦畔

(配17)を確認できた。

3.耕作上

耕作土は基本層Ⅷ b層で黒色の粘上であるが、 5区中央部のS D28以北では北に向かうにつれて徐々に泥炭質粘

土となる。厚さは12～20cmで比較的厚く安定した分布を示し、平均15cm前後ある。下面は凹凸が激しいが下層への

食い込みはそれほど深くはなく、直下にVII C層が遺存する箇所では大体ⅥI C層中で留まっている。

4.水田域

畦畔が検出できた 5区中央部から南の部分については、調査区の周囲にまで水田域が拡がっていることは確実で

ある。一方、畦畔が検出できなかった 5区中央部から北の区域については、 2区東端部におけるプラント・オパー

ル分析の結果、ⅥI b層中からイネが2900個 /gと ぃぅ数値を得ているので (第 3章参照)、 少なくとも2区東端部

付近までは耕作域であった可能性はある。

ヽヽ「43

|

VW a2  ⅥI aユ

Ｓ３

‐
‐
‐

Ｓ３

１
１
１

ぐ―畦 畔―ブ

0                     1m

〔 ― 畦 畔 ― ∋

(位置は平面図 1に表示)

水田面の検出作業

第 68図 Ⅵi b層水田跡断面図



第 9節 Ⅷb層水田跡

H。 遺構の状況

1.畦畔

畦畔は耕作土を盛り上げて作られており、配 1～40ま

で検出した。

規模が大きいのはNo l・ 39・ 40である。このうち大畦

畔は 3区西端部のNo lで、高さは他の畦畔とあまり変わ

らないが、上端幅・下端幅は他の 2～ 3倍ある。なお、

配39。 40は S D27の上手である。

水路 S D27・ S D28と 大畦畔血 1は このⅧ b層水田跡

で造られたものが上層のⅦ a2層水田跡やⅧ al層 水田

跡まで踏襲されたと考えられる。従つて当然基本となる構造は前述した上層の水田跡と同じで、水路がほぼ平行し、

大畦畔配 1は これに大体直交して他の小畦畔の基軸となっている。

小畦畔は東西 。南北方向ともに規模はほぼ同じで、平均すると上端幅26cm、 下端幅51cm、 高さ 6 cm程度である。

方向はNo24の ように

'と

較的直線的なものもあるが、No23・ 27・ 28のように南側が開いた緩やかな弧状をしているも

のもある。3区 と5区の畦畔のつながりが確定できないため判然としないが、ⅥI al層水田跡と同じように 5区の西

側に南方から浅い谷が入り込んでいて、その影響を受けているために畦畔が湾曲しているのではないかとと考えら

れる。

2.水田区画

水田区画は大畦畔と水路によって区画された大区画と小畦畔によって区画された小区画とがある。大区画は全体

が明らかになったものはな

いが、Ⅶ al層水田跡 と同

じく南北約40m、 東西75m

以上の長方形の部分が確認

されている。

小区画は配⑪のような例

外はあるが方形を基調とし

ている。規模 は様々で、

No⑪・②・④のように短辺

1～ 2m×長辺 3m程 で

面積が 3～ 6m2前後の極小

の区画、⑩ o①・②のよう

に短辺 2～ 3m×長辺 3

～ 4m程 で面積が 7～ 10

m2前後の区画、③・①・⑫。

①のようにそれよりやや大

きく短辺2.5～ 3m×長辺

5m程 で面積が10～15m2

前後の区画、さらに33～ 36

のように短辺約 3m×長

万   同 長 さ (m) 上端幅 (cln) 卜端 h昌 (clll) 高さ(cln) 僑   考

1 N-28°一E 88 - 128 128 ^V 150 1～ 7 大畦畔
2 N-24°一E 20 -  32 53 -  62 3 -  5
N-17°一E 23 -  30 46 -  56 1～  3

4 N-17°一E ～ 2

5 N-22°―E 8 ^V  24 38 - 48 2 -  5
6 N-30°一E 22 - 30 47- 60 1～  3
7 N-13～ 37°一E 19 15 - 46 ^ヤ  53 2～ 5 やや屈曲する
8 N-16～ 28°一E 12 ヤヽ  22 41 /-  51 3～  5 やや屈曲する
9 N-32°一E 15 -  18 44 -  47 3- 5

7 -  24 37 -  48 3 シヽ  6
11 N-12°一E 46- 60
N-21°―E 12 ^ヤ  30 38 -  60 1～  4
N-14°一E 10 17 ´ヽシ  24 47 シヽ  56 2～  3
N-28°一E 15 -  36 45- 71 4

N-19°一E 25 -2  37 52 -  63 1～  4
N-24°一E 20 -  26 43 ^彰  57 1～ 4

17 N-49°―E 38 -  42 511 -  62 l -  3
N-30°一E
N-34°一E 20 - 36 41 -  61 1～  3

l 19 ^Ψ  43 45 ^Ψ  66 1～  3
N-55°一W 10 ^ヤ  80 25 -  85 l -  3 S D28北 lHlの上手
N-54°一W 18 -  32 30 -  52 2- 6 S D28南側の土手
N-72°一W 17 5 9 -  25 33 ^ヤ  58 1～  7 屈曲する
N-70°一W 18 2 11～ 33 34～  58 1～ 5
N-70-79° 一W 7 -  24 3- 6 屈曲する

N-70°一W 37 10 - 18 43 -  48 1～  5
N-59-70° 一M/ 12 -  31 44 -  70 1～  7 やや屈曲する
N-56-67° ―W 13 - 30 38 - 58 2～  4 やや届曲する
N-64°一W 11 -  30 46～  60 2- 5
N-61°一W 51 22 -  40 34 ^ヤ  62 1～  5

1 N-63°一W 51 23 -  38 52 -  60 1～  4 やや屈曲する
N-57・―W 51 3- 6
N-59°一W 23 - 42 39 - 60 2～  4
N-58°一W 28 -  43 51 -  65 2～  5
N-59°一W 17 -  26 37 -  50 3～  6 やや屈曲する
N-62°一Ⅵ「 28 -  57 58 -  73 2- 5 やや屈曲する

N-62°一W 16 -  36 41 -  66 1～ 5 やや屈曲する
N-60°一W 14 - 26 35 ハ∀  48 2´ シヽ 4
N-58°一W 56～  92 118 ^ツ  146 - 14 S D27の 北側土手
N-57°一W 2 S D27の 南倒|■手、部分的に潰存

表15 Ⅵib層水田跡畦畔計測表

畦畔の確認状況 (3区西部)
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辺 5m以上で面積が15m2以上と推定されるやや大きなめの区画などがある。概して言えば 3区西部 (大畦畔血 1と

畦畔血10の間)に小さな区画が多く、 3区東部 (畦畔No10の東側)に は中ぐらいの規模の区画があり、 5区ではや

や大きめの区画が多い。

なお中区画については、Ⅶ al層水田跡ほど明瞭に基軸の畦畔と推定できるものはないが、h10・ 23・ 27・ 28のよ
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第 9節 Ⅷb層水田跡

うに他を分断する畦畔がVII江 層水田跡と似た配置で認められるので、同様な中区画が造られている可能性がある。

3.水田面の標高と傾斜

調査区の全体的な地形はⅦ al層・ⅥI a2層水田跡と同様で、北から南へ傾斜している中に 5区の西側から調査区

外にかけて南方から浅い谷が入り込んでおり、調査区はちょうどこの谷の北側から東側を巡るように位置している

と考えられる。

水田面の標高は5区の西壁側が低く、最も低い箇所は区画⑩で4.86m、標高が高いのは3区西端部の区画②やSD
28の北側で、最も高い箇所は区画②で5。 21mである。

勾配は調査区全体を通しては測定できないが、部分的に見ると3区西部の水田区画④―⑩の北西～南東方向が20

cm/10m、 3区東部の⑥―②の南北方向が10cm/10m、 S D28の南側で25cm/10m、 5区の①―①の東西方向が12cm

/10mで ある。 3区西端部とS D28の近くの傾斜が比較的きつく他の箇所はやや緩やかで、ほぼ上層の水田跡と同

じ状況となっている。なお、小区画内の傾斜も全体的な傾斜とほぼ一致している。区画内の比高差は全体を検出で

きた区画では6 cm以下で、その他の区画でも⑦・②・⑫・④が10cm以上あるがそれ以外はすべて 7 cm以下である。

10cm以上ある4区画については他と比べて面積が広いので実際はさらに細分される可能性があることから、本来は

すべて 6～ 7 cm以下である可能性が高い。

4.水口

明らかに畦畔を切る形態のものを水口とした。確認できたのは畦畔22(S D28の 南側土手)に設けられた lヵ所の

No 標高 (m) とヒ高亨ヨ(m) 1方 向 フ丑 (m) 西 辺 (m〕 南辺 (m 北辺 (m) 備  考

1 13～519 6 27

2 5 16-5 21 5) ほぼ水平 ( ( 52
3 5 03-5 05 ( 2) ( 12 03) 部分的に検出

4 5 06-5 07 ( 1) ほぼ水平 10 ( 04 54×  ?
5 5 07-5 10 ( 3) ほぼ水平 ( 10 ×  ?

6 5 05-25 09 ( 4) ほぼ水平 38 38×  ?
7 5 00-5 1 14 55 (111 分割 され る可能性 あ り

8 5 03-5 05 ( 2)
9 5 02-5 05 3 ほ,F水半 10) ( 25) 23× 51
5 03-5 06 3 北東→南西 24× 34
5 02-5 08 6 北東→南西 30 27 30× 47
504-5 08 ( 4) 北 → 南 ( 27) ( 07) 47 × 47
5 08-5 10 ( 2) 7) 05 部分 的 に検 出

5 07-5 10 16) 09) 6×

5 03-5 09 ( 6 12 32×  ?
5 03-5 07 4) ( 23) ( 24) 30× 34

17 5 01-5 04 3) ほぼ水平 ( 17) ( 24× 57
5 02かヤ5 05 3) ほぼ水平 ( 11) 13) ( 36 28×  ?
501-503 2) ほぼ水平 ( 06) 11) 48×  ?
5 01-5 03 2) 04 ( 04

2 2 14 1 10× 31 三角形 に近し
5 01-5 04 3 |ま ,ま永半 14 1 ( 60 19× 32 台形
5 02-5 04 ( 16) ( 32) ( 27
5 07-5 18 11) 北西→南東 ( 42) 分割 される可台を陛あ り

5 08-5 13 5) 北西→南東 ( 13) ( 14) ( 50 21× 25
5 04-5 08 4 北西→南東 21× 31
5 02-/5 06 ( 4) 北西→南東 ) 2 97 26× 41

5 ( 09 部分的に検出

5 03-5 09 6 北西 →南 東 57 19× 29
5 02-5 06 4 ξ→百買 ( 21 ユ 23×  ?

l 5 01-5 03 2 19) ( 19) 2_3)

5 03^Ψ 5 05 2 15) ( 17)
4 91-4 98 7 北 → 南 ( 51) ( 51) 15 7 30×  ?
4 89-4 93 4 北東→南西 25×
4 90-4 93 3 7 1 29×  ?

34) 12 2 29×  ?
4_92-4 95 3 21) 32×  ? 部分的に検出
4 911-4 94 4 ほぼ水平 ( 14) 05) 92) 34×  ?
4 94^V4 95 1 ほぼ水平 ( 03) 23) 36×  ?
4 86-4 93 7 北東→南西 34) 34×  ?
4 89-4 93 4 ほぼ水平 08) 76 46×
4_91-5 03 6 1 分割 され る可能性 あ り

4 97-5 07 英が言 ▼ 10 5 分割 される可能性あ り

4 91^V4 95 4 22 45×
襲 99-ヤ 5 03 4 ( 42) (110 都今 的 にIta出

表16 Ⅵib層水田跡水田区画計測表 )は現存値
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第2章 検出された遺構と遺物

みで、畦畔が約35甑にわたって途切れていた。 S D28か ら南側の水田面への給水用と考えられる。

5.溝跡

当水田跡に伴う溝跡はS D27・ 28の 2条で、Ⅷ al層水田跡まで踏襲される基幹水路である。形態や規模はほぼVII

al層水田跡の項で述べた通りであるが、清の土手は各水田段階ごとに積み上げられているので土手上面から溝底面

までの深さはⅦ al層水田跡段階よりもやや浅 く、 S D27が約80側、 S D28が約60cmである。

|||.出土遺物

耕作土中からは弥生土器片 2点、土師器片49点が出土した。遺物の大部分は I層直下にすぐVII b層が露出する 5

区北部から2区にかけて、 I層の攪拌を受けたⅥI b層上面から出土したもので、確実にⅦ b層中から出土した遺物

はごくわずかである。なお、ⅥI b層中から出上した数少ない遺物の中でも時期差があり、水田跡に伴う遺物を確定

することはできなかった。

図化できたのは土師器 4点、弥生土器 2点、石鏃 1点 (第71図)である。 1は複合口縁壷の回縁部下部と推定さ

れるもので、縦位の刻みがあり、赤彩が施されている。 2は小型の壺、 3は直口縁の壷、 4は甑と推定される。 1

は磨城していて調整技法はよく判らないが、 2～ 4はハケメあるいはヘラケズリの後粗いヘラミガキが施されてい

る。 5・ 6は弥生土器で、 6は組文のみであるが 5の鉢は沈線で文様帯が区画され、連弧文が施されている。器形・

調整技法の特徴から見て 1～ 4は塩釜式、 5は枡形囲式と考えられる。

ノ
1

0                       10cm 0                   5 cm

／

６

プ

５ ◇

Ⅷ
ヽ

No 具
版
与
図
出土層位 種 別 器種 遺存度

法  量 (cm) 外面色調

内面角調
胎  土 焼成

似
徴
符
特

螢
整
調
調
回
面
外
内口 径 底  径 器  高

1 169-1 2区
ⅥI b層 上

土師器 壷 口縁部
′|、 貯

にぶい褐色

昔扉角

やや不 艮

白針 /」/・景

良好 磨滅、一部ヘラナデ、 (赤彩)

磨滅、 (赤彩)        複合口縁壷と推定

2 169-2 3区
VII b層

土師器 /」 形ヽ 分 司
'～庫 蔀

赤褐色

明赤褐色

良好

白針少量

良好 ヘラケズリ→ヘラミガキ
ヘラナデ

3 169-4 2区
ⅥI b層上

土師器 口縁部
3/5

赤褐色

赤褐色

良好

白針少量

や

管

や

歌

ハケメ→粗いヘラミガキ、

ハケメ→粗いヘラミガキ、

彩

彩

赤
赤

4 169-3 2区
ⅥI b層上

土師器 甑 1/4 (220) にぶい黄種色

にぶい音緒角

良好

白針少量

艮好 口縁ヨコナデ、体部ヘラケズリ→粗いヘラミガキ
ヘラミガキ

5 169-5
層

区

ｂ

５

Ⅶ

生

器

弥

上
鉢 色

色
褐
褐
貢

黄

灰

灰

艮射

白針少量

艮好 (外 )連弧文 (1列構成のU字波形文)、 文様帯内部
に縄文LR、 外部ヘラミガ茸、穿孔 lヵ所

(内 )口唇部に沈線 1条、ヘラミガキ
169-6

層

区

ｂ

３

Ⅶ
⊆
器
弥
土

賽 部
片
体
小

灰黄褐色

にぶい橙色

良好

白針少量

良好 外

内

縄文LR
ナデ

写真 図版 出土層位 種  別 遺存度 長  さ (cm) 中目  ・  宿 ヒ (crn) 厚さ(cm) 重量 (質 ) 備 考

7 169-7 VII b層 隼 形 幅 14

第 71図 Ⅵi b層水田跡出土遺物



第 9節 Ⅷb層水田跡

なお、 S D27か らの出土遺物について、Ⅷ b層水田跡に伴う遺物が混在している可能性があることは前述した通

りである。

Ⅳ.耕作上下面の状況
Ⅶb層水田跡の調査終了後、耕作土Ⅶ b層を除去してその下面 (Ⅶ C層上面)を精査した。ほとんど人為的な掘

り込みは確認できなかったが、 4区から5区南部にかけて東西にのびる溝跡を1条確認した。遺構のプランはⅦ C

層上面では不明際であったため実際にはⅦI層上面で確認している。調査区の断面観察ではⅦ C層上面から落ち込ん

でいることを確認したが、VII b層上面から掘り込まれた後に耕作されている可能性も考えられる。

幅は約50cln、 深さ約25clnで、途中で一部が調査区外となるが 4区東端から5区西壁まで約25mの長さを確認して

いる(第72図は 4区のみ示した)。 堆積土はⅥlb層 に似た

黒褐色粘上で自然堆積層と推定される。

性格は明確ではないが、位置はⅦ b層水田跡の畦畔37

の北側で畦畔とほぼ平行していることと、堆積上が水田

耕作土と類似していることからⅦ b層水田の開田直前の

時期か、あるいは同水田の経営期間中に掘られたものと

推定される。

耕作土除去作業

色   調 上   質 混 入 物 。 そ の 他

1 2 5Y3/1黒髄 粘土

2 10Y R2/2黒褐色 粘土 灰責褐色粘土粒少量

3 10Y R2/2黒 褐色 粘土 匡青褐色 粘 十ブロ ック少畳

第72図 SD29平面 。断面図



第 3章 プラント・オパール分析

第 3章 プラント・オパール分析
仙台市、後河原遺跡のプラント・オパール分析

株式会社 古環境研究所

1. はじ笠川こ

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯死した後も

微化石 (プラント・オパール)と なって土壊中に半永久的に残っている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析

は、この微化石を遺跡土壊などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であり、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている。

後河原遺跡の発掘調査では、 3層準において水田跡が検出された。そこで、これらの遺構における稲作の検証お

よびその他の層における稲作の可能性について検討する目的でプラント・オパール分析を行うことになった。

2.訓

調査の対象となった層準は、上位よりⅥ a層 (黄褐色砂質シルト)、 Ⅵ b層 (灰黄褐色シル ト質粘土)、 Ⅵ c層 (暗

褐色細砂)、 Ⅶ al層 (暗褐色粘上、水田跡検出)、 Ⅷ a2層 (黒褐色粘上、水田跡検出)、 Ⅶ b層 (黒色粘土、水田跡

検出)、 Ⅷ C層 (黒褐色粘土)、 Ⅷ層 (責褐色粘土)、 Ⅸ層 (黒褐色粘土)である。試料採取地点は、A地点 (H区東

壁)、 B地点 (V区東壁)、 C地点 (Ⅲ区西壁 )、 D地点 (Ⅳ区北壁)、 E地点 (V区東壁南端)お よびF地点 (V区

東壁)の 6地点である。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)」 をもとに、次の手順で行

った。

1)試料上の絶乾 (105℃ 。24時間)

2)試料土約lgを秤量、ガラスビーズ添加

※電子分析天葎により1万分の lg

の精度で郡量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・ 42KHz・ 10

分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、

乾燥

6)封入剤 (オイキット)中に分散,プレ

パラート作成

7)検鏡 。計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉

身にのみ形成される)に 由来するプラン

ト・オパール (以下、プラント・オパール

と略す)を同定の対象とし、400倍の偏光顕

微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個

数力S400以上になるまで行った。これはほぼ

プレパラート1枚分の精査に相当する。

(直径約40μm,約 0.02g)

第 73図 プラン ト・ オパール試料採取地点
本図は編集者が追加した

(S=1/1000、 図面はⅧ b層水田跡)



検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgぁたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数のとし率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :

105g)を 乗じて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネは赤米、キビ族はヒ

エ、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキ、タケ亜科については数種の平均値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種

実重は1.03)、 8.40、 6.31、 1.24、 0.48で ある (杉山 。藤原,1987)。

4.分析結果

検出されたプラント・オパールは、イネ、キビ族 (ヒ エ属型)、 ヨシ属、ウシクサ族 (ススキ属型 )、 シバ属、タ

ケ亜科 (ネザサ節型、クマザサ属型、その他)お よび不明 (未分類)である。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表17、 表18、 第74～79図に示した。なお、おもな分類群については巻末に顕微鏡写真を示した。

5。 考察

(1)稲作の可能性について

水田跡の調査 (探査あるいは検証)を行う場合、イネのプラント・オパールが試料 lgぁたりおよそ5,000個以上

の密度で検出された場合、稲作跡である可能性が高いと判断される。ただし、仙台平野ではこれまでの調査事例か

ら判断基準値を3,000個/gと している。また、該当層においてプラント・オパール密度にピークが認められれば、上

層からの混入の危険性は考えにくいことから、密度が基準値に満たなくても稲作が行われていた可能性は高いと考

えられる。以上のことを基準として稲作の可能性について検討を行う。

1)Ⅷ al層

Ⅶ al層 はF地点において分析を行った。ここではイネのプラント・オパールが3,200個 /gの高い密度で検出され

た。したがって、当該層において稲作が行われていた可能性が考えられる。

2)VI a2)吾

表17 仙台市、後河原遺跡のプラント・オパール分析結果 (1)
検出密度 (単位 :× 100個 /g)

分類群＼試 料
A地点 B地点 C地点 D地点
ⅥI b ⅥI c

一Ⅵ ⅥIb VII c VHa2 ⅥIb ⅥI c  VⅢ   IX ⅥIa2 ⅥIb  VШ   IX
イネ科

イ ネ
キビ族 (ヒ エ属型)
ヨシ属
ウシクサ属 (ス スキ属型)
シバ属

タケ亜科

ネザサ節型

クマザサ属型

その他

14    32    14

7

57    19    14
美 ⌒ 箔 螢 334   128 157   123   142 111   234   183   117    69 269   106   115   101

グラント・オパータレ総数 501   196 1  336   258   199 256   376   264   161   125 465   219   203   152

おもな分類群の推定生産量 (単位 :lfg/1n2。 cln)

イ  ネ 0 85 147 152   1102 104         1192 0
キビ族 (ヒ エ属型 )      122 0 54       1 1 16  0 60                   :       1 67

1 80  0 82  0 89 1 2 62  2 68  2 77  0 46  0 44 + 3 67  1 67  2 13  0 40

0 35  0 16  0 09 + 0 26  0 44                   1 0 09  0 25  0 08

0 07  0 16  0 07 1 0 13  0 03  0 04        0 13 1 0 07  0 10  0 03  0 03

ヨシ属 2 75  1 28

ウシクサ族 (ス スキ属型 )  018 008
ネザサ節型         1010 010
クマザサ 0 11 0 05 1       0 05  0 11  0 05  0 10 1 0 05  0 10  0 25  0 09

※試料の仮比重を10と仮定して算出。



第 3章 プラント・オパール分析

Ⅶ a2層 はB地点、 C地点、D地点、E地点および F地点において分析を行った。イネのプラント・オパールはこ

れらすべての地点において検出された。プラント・オパール密度はE地点以外はいずれも3,000個 /g以上の高い値で

ある。また、E地点でも1,900個 /gと比較的高い値である。したがって、Ⅶ a2層 は調査区の全域が水田であったと

考えられる。

3)Ⅵ I b帰雪

ⅥI b層はA～ Fの全地点について分析を行った。イネのプラント・オパールはすべての地点で検出された。プラ

ント・オパール密度はD地点で700個 /gである他はおよそ3,000個/g以上と高い値である。このことから、VII b層 に

ついても調査区のほぼ全域が水田であったと考えられる。ただし、D地点については耕作域ではなかった可能性も

考えられる。

4)そ の他の層 (Ⅵ a,Ⅵ b,Ⅵ c,Ⅶ c層,Ⅷ層,Ⅸ層)

その他の層でイネのプラント・オパールが検出されたのは、 F地点のⅥIc層のみである。ただし、プラント・オ

パール密度は600イ固/gと低い値である。直上のVII b層 が10,000イ回/g以上の高密度であることから、ここで検出され

たプラント・オパールは上層からの混入である可能性が高い。したがって、上記以外の層については稲作が行われ

た痕跡は認められない。

(2)稲作以外の農耕について

プラント・オパール分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族 (ム

ギ類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ トムギが

含まれる)、 オヒシバ属型 (シヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型 (モ ロコシが含まれる)な どがある。本遺跡で

は、ヒエ属型がC地点とE地点のⅦ a2層、A～ E地点のⅦ b層 よりそれぞれ検出されている。ヒエ属には栽培種の

ヒエと野生種のイヌビエがあるが、現時点では両者のプラント・オパールを識別するには至っていない (杉山ほか,

1988)。 したがって、両層においてヒエが栽培されていた可能性が考えられるが、あるいは雑草のイヌビエ (タ イヌ

表18 仙台市、後河原遺跡のプラント・オパール分析結果 (2)
検出密度 (単位 :× 100個 /g)

分類群＼試 料
E地点 F地点

VIIa2 ⅥIb  Ⅵn  lx ⅥI c
一ⅥVⅡ a2Ⅵl al

イネ科

イ ネ
キビ族 (ヒ エ属型)
ヨシ属

ウシクサ属 (ス スキ属型)

シバ属

19    34

6    6
13    17    13    6

6    11

32    76   118     6

22     6     6    58    94    73    12

6     6    13    26    18    18    12    12

タケ亜科

ネザサ節型

クマザサ属型

その他

未分類等 95   201    84    97 105   190   149   155   210   335   519   205

プラント・オパール総数 177   296   116   142 233   403   213   310   508   664   689   316

おもな分類群の推定生産量 (単位 :ltg/1112,cln)

イ ネ         056099    1      09522334601
キビ族 (ヒ エ属型 )     1053 047      1
ヨシ属         0801060820411  141041041368593462074
ウシクサ族 (ス スキ属型)   008 014      1007 007 016 032 022 022 015 015
ネザサ節型          012 003 003 0031034 059 016 025 039 020 029 034
マ ザ 0 05  0 08  0 05  0 05 + 0 22  0 25  0 05  0 15  0

※試料の仮比重を10と仮定して算出。



ビエ)である可能性も否定できない。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、未分類等としたものの中にも栽培種に由来するものが含まれ

ている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題 としたい。また、プラント・

オパール分析で同定が可能なものは、イネ科の草本植物が主であることから、マメ類,イ モ類,野菜類などは分析

の対象から除かれている。

6。 まとめ

後河原遺跡においてプラント・オパール分析を行い、検出された水田層における稲作の確認およびその他の層に

おける稲作跡の探査を試みた。その結果、耕作層であるⅧ al層、Ⅵl a2層 およびⅥI b層 においてイネのプラント・

オパールが検出されたことから、これらの層において稲作が行われていたことが分析的に確認された。これら以外

の層では稲作が行われた可能性は認められなかった。
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B地点のプラント・オパール分析結果 ※主な分類群について表示。
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C地点のプラント・オパール分析結果 ※主な分類群について表示。
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第 1節 遺物について

今回の調査では、土師器 。須恵器を中心として約 4,800点 の遺物が出土した。詳細は表19に示したが、基本層・

その他から出土した遺物が全体の73%を 占めており、遺構に伴う遺物は少ない。全体的にみて復元 。図示できた遺

物の数量も限られるため、遺物についての検討は図化できた遺物が比較的多かつたS11と SKlについてのみ行
うこととし、他の遺構の出土遺物については第 2章において触れることのできなかった点を補足する程度に留めて

おきたい。

1.S11出土土器群 (第53図 )
土師器は非ロクロ調整の邪と甕、須恵器は不蓋と不があるが、全体の器形が判るのは土師器邦 1点 と須恵器不蓋

1点である。

土師器邦は、浅い丸底で回縁部が内湾し、段や沈線がつかないもので、外面調整は口縁部～体部がヘラミガキ、

底部がヘラケズリである。このタイプの不は元々の在地の上器の系譜を引くものではなく、関東系の上器の影響の

下に成立したと考えられている(太田 :1994)。 調整技法がやや異なるが、これと類似した器形のものは郡山遺跡第

15次調査 S1143(木村他 :1982)や 中田南遺跡 S117・ S119-同Ⅲ群土器 (太田 :1994)な どで認められ、これら

には内外に段の付く在地の上器が共伴している。郡山遺跡―S1143では須恵器が 7世紀代のもので年代にずれがあ

るものの、在地の上師器は高清水町観音沢遺跡 (加藤・阿部 :1980)や清水遺跡第Ⅵ群土器 (丹羽他 :1981)と の類

似から奈良時代と推定され、中田南遺跡第Ш群土器は 8世紀前葉にその中心が求められている。

須恵器不蓋は偏平な宝珠様のツマミと極めて低いカエリが特徴で、これは陶邑編年では第Ⅲ形式第 3段階に相当

する。このような特徴の須恵器不蓋は、大蓮寺窯跡第 2・ 3次調査 1号灰原 (篠原 :1993)や福島市小倉寺高畑 2号

窯 (工藤他 :1969)に類例があり、7世紀末～ 8世紀初頭に位置づけられている。なお、これよりもややカエリが高

いものとしては前掲した郡山遺跡第15次調査S1143の ものがある。

遺物の数量が少ないので細かな検討はできないが、以上のような点と他の出土遺物の様相から、S11は概ね 7
世紀末～ 8世紀前半頃に位置づけられる。

2.SK l出土土器群 (第 29・ 30図 )
土師器はロクロ調整の不と甕、ロクロ使用・不使用が不明な甕があり、須恵器は不がある。ここでは土師器不と

須恵器郷について見てみたい。

土師器郷は3点共に異なる器形であるが、底部の切り離し。再調整技法と底径・口径比の関係を見てみると、切

り離し法は不明で底部あるいは底部～体部下端に手持ちヘラケズリ調整される第29図 7と 9が底径 。口径比が比較

的大きく (0.47と 0.50)、 回転糸切無調整の 8は底径 。日径比が小さい (0。 37)。

底部の再調整があるもの(手持ちヘラケズリ)と無いものが混在し、かつ底径・ 口径比が0.37～0.50程度である

例としては、白石市青木遺跡第21号住居 (小川 :1980)、 蔵王町東山遺跡土器溜 (真山 :1981)、 多賀城跡60次調査

S E2101BⅢ層 (真山 :1991)、 同遺跡S K2270・ 2272(丹羽・柳沢他 :1994)な どがあり、これらの上器群はそれ

ぞれ青木遺跡第21号住居→東山遺跡土器溜、多賀城跡 S E2101BⅢ層→同遺跡 S K2272→同遺跡S K2270と いう変

遷が捉えられている。本遺跡の上師器不と比較してみると、底径 。日径比は青木遺跡の上器群と東山遺跡の上器群

の中間の様相を呈しているが、内面のヘラミガキが横方向であることを加味すると、やや青木遺跡の例に近い。な

お、多賀城跡ではS K2272出土土器群に最も近いと考えられる。

須恵器不 6点の器形はほぼ同じで、底径はやや大きく、体部はやや丸みを帯びた体部下端から直線的に開くもの
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である。底部の切り離し。再調整技法と底径・口径比の関係をみると、切 り離し後 (切 り離し法は不明)底部全面

あるいは底部～体部下端に回転ヘラケズリ調整が施される 1・ 2が底径・ 口径比0.57と 0.58で、回転糸切り無調整

の 3～ 6は 0.51～ 0.57で平均値は0.54とやや小さい。

同様の特徴を持つものは、前掲した多賀城跡 S K2272に類例がある。多賀城跡 S K2272の須恵器不は底径が比較

的大きく (底径・口径比0.48～ 0。 68)体部が直線的な器形が多い点は当遺跡のものと類似している。ただし底部の

切り離しと再調整技法の比率がやや異なっており、当遺跡では回転糸切り無調整のものが主体となっているのに対

構
位
遺
層

弥生土器 土師器 須恵器 陶   器 磁  器 瓦 上製品 石製品 石   器 金属製品 そ   の  他

既 けた粘土現 l

S1 2
SB l 105 1 焼 けた粘上塊 2

SB 2 2 2

SB 3
SB 4 47

SB 5 135 土錘  1 鉄釘  1

SD 4 3 現代 の磁器製品 3

SD 5 4 2

SD 7
SD 8 1

SD 9 7 砥石  ユ
SD 0

SD 7

SD 1

SD 12 3

SD 4 常滑

SD 77 焼 けた粘土塊 2

SD 7 37

SD 1

SD 17 鉄釘  ユ

SD 1 6 5

SD23 10 2

SD24 10 5

SD27
SK ユ 102 51 土錘  1 ガ子

SK 2
SK 1

SK 4 19 焼 けた粘土塊 1

SK 5 2

SK 6 1 鉄釘  1
SK 9 1

SK10 l

P   l 3 1

P   5 1 l 陽 けた粘土塊 1

P   6 l

P   7 1

P   8

P 33 3

P 35 7 1

P 48 1

P 46 1

P 60 17 13

P l 8 2

P 83 ユ

P 86
P 99 1

P100 8

P101
P102 8 1

Pl 8 2

Plll 6

Pl13 1

P122 1

P124 ユ

I 3 1051 208 4 l 土錘  1 1

Ⅲ  層 1 10 3 ■舘  2
Ш

Ⅳ   層 279 鉄釘  4
V  層 21

Ⅵ   層 11

2

ⅥIa 2

ⅥI b 石鋲  1

層 不 町 373 2 土錘 鉄滓 2

計 6 3714 1010 17 11 1 1 現代磁器 3、 焼 けた粘土塊 7、 鉄浮 2

表19 遺物集計表
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して、 S K2272の場合はヘラ切り無調整のものが多い (註 1)。

以上のようなことからSKl出上の上器群の編年的位置を考えてみる。全体的な様相は多賀城跡 S K2272出土土
器に類似していることから、SKlは多賀城跡 S K2272と ほぼ同時期であると推定されるが、SKlの須恵器邦に
は回転糸切り無調整のものが多いことからS K2272よ りも新しい要素も持っているとも言え、このことからすると、

SKl出上の上器群の方がやや新しい時期の所産である可能性もある。ただし、多賀城跡で S K2272に後続する時
期とされるS K2270出土土器群と比べると、S K2270の 方が若干新しい様相を示す (註 2)こ とから、SKlの土器
群は多賀城跡 S K2270の時期までは下らないと考えられる。したがって、SKlの年代は多賀城跡 S K2272と 同じ
く9世紀第 3四半期を中心とする頃と推定される (註 3)。

3.そ の他の出土土器
他の遺構は出土遺物が少なく、図化できた土器があるのはS12、 SB5、 SD■・ 13・ 19・ 27、 P5・ 60、 S
K5。 10、 基本層 I・ Ⅶ b層のみである。

(1)S12出 土土器 (第10図 )
土師器不は椀状のもので、このような器形の邪はSKl出上の体部が逆台形をした郷 (第29図 7)よ りも後出の
タイプであることが明らかにされている (註4)。 他に図化できた遺物が回転糸切り無調整の須恵器不 1点のみであ

るので断定はできないが、これらは大体 9世紀後半～10世紀前半頃を中心とする時期の所産と考えられよう。

(2)SB5、 S Dll・ 13・ 19、 P5・ 60、 SK5。 10、 基本層 I層出土土器
これらの遺物についてはすべて平安時代の所産で、その中でも邦類に関しては平安時代前半を中心とする時期の

ものと考えられる。

(3)S D27出土土器 (第64図 )

S D27出土遺物はすべてが非ロクロ調整の甕のみである。器面の調整技法を見ると、ハケメ、ハケメ後ヘラミガ

キ、ヘラケズリ後ヘラミガキなどのものがあり、塩釜式～南小泉式期の所産であると考えられるが、全体形が判る

ものがないのでこれ以上の時期の限定はできない。

(4)基本層Ⅷ b層出土土器 (第71図 )

Ⅶ b層上面からは土師器 (1～ 4)、 層中からは弥生土器 (5・ 6)と 石鏃 (7)が出上している。土師器は古墳時代

前期の塩釜式に比定されるものである。器種が少なく全体形が判るものがないため詳細な時期区分はできないが、

口縁部下端に刻みがほどこされる2段口縁の壷 (註5)があることから塩釜式の中でも古い段階のものも含まれてい

る可能性がある。弥生土器のうち時期が限定できるのは(5)の みで、文様構成の特徴から中期の桝形囲式に比定さ

れる。

Ⅶ b層中から出土した弥生土器や石器については、Ⅷ b層水田跡に伴う可能性はあるが、周辺からの混入やⅦ b

層水田によって破壊された古い遺構 (水田も含む)に伴う遺物である可能性もあり、断定はできない。

第 2節 遺構について

1.本来の遺構掘り込み面の推定
第 2章第 1節で述べたように、調査時の確認面と本来の遺構掘り込み面とが一致しない場合がある。そこで遺構

の切り合い関係と出土遺物を検討することによって、①遺構プランの確認面、②本来の遺構掘り込み面とその推定

根拠、③調査時の確認面と本来の遺構掘り込み面との一致・不一致についてまとめたのが表20である。すべての遺

構について確定することはできなかったが、Ⅲ層～Ⅶ c層まで推定される遺構面ごとに記載した。

2.遺構の変遷
遺構の掘り込み面については以上のように推定できた。実際に掘り込み面が確定できた遺構は少なく、また同一
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面の遺構であつても必ずしも同時期のものとは限らないため、詳細な遺構の変遷を明らかにすることはできなかっ

たが、これらの遺構の変遷に各層の形成過程を加えてまとめたのが P92である。時期を確定できた遺構については

中に示したが、時期を限定できない遺構 もあるため、各層段階における上限・下限を明らかにすることはできな
か

った。

これによって当遺跡における遺構の変遷を概観 してみる。なお、各層上面の遺構は直上層によって覆われている

わけであるが、各遺構は必ずしも直上層の堆積によって廃絶したわけではなく、廃絶後に埋没する場合もあり得る。

今回は両者を区別することはできなかった。

古墳時代前～中期、集落については明らかではないが、自然堤防上から南側の低地にかけてⅧ b～ⅥI al層水田が

遺 構 名 プラン確認面 本来の遺構面とその推定根拠
プラン確認面と本来の遺構面との一致・不一致

不一致の場合、本来の遺構面で確認できなかった理由

S D17 Ⅳ層上面 ⅡI層上面  調査 区東壁・ 西壁で確認 堆積土 とⅢ層が類似す るので見分 けに く
'

3Bl― P57～ 59
-P22～ 26,49
-P27,31,32
-P34,62
SB2-P28
-P29,30
SB3-P52～ 54
-P55,56
SB7
S D10
S Dll
S D12
S D13
S D16
S D18
S D19

Ⅳ層上面

Va層 上面
SD9～ ⅥI b層 上面
SD9上 面
SD9上 面
Va層 上面
Va層 上面
Va層 上面
Va層 上面
Ⅳ層上面

Ⅳ層上面

Ⅳ層上面

Ⅳ層上面

IV層上面

Ⅳ層上面

Ⅳ層上面

iV層上面  平面で確認、P59は調査区東壁でも確認
〃    P57～ 59と 同一の建物

Ⅳ層上面  SBlと 形態・方向が類似

Ⅳ層上面  SBlと 形態・方向が類似

Ⅳ層上面  SBlと 形態・方向が類似
Ⅳ層上面  平面・調査区西壁で確認
Ⅳ層上面  平面で確認
Ⅳ層上面  平面 。調査区北壁で確認
Ⅳ層上面  平面・調査区西壁で確認
Ⅳ層上面  平面・調査区東壁で確認
Ⅳ層上面  平面・調査区東壁・西壁で確認
Ⅳ層上面  平面 。調査区西壁で確認

○
× I層畑の耕作が確認面まで及ぶ

× I層畑の耕作が確認面まで及ぶ

× I層畑の耕作が確認面まで及ぶ
× Ⅳ層畑の耕作によりⅣ層上面が乱された
× I層畑の耕作が確認面まで及ぶ
○

○

○

○

○

○

O
S12
SB4-P68
-P63-67
-P69,70
SB5-P71～ 73
-P74
-P75
-P76,77
SKl

Ⅵ層上面

Va層 上面
Vb層 上面
Vb層 上面
Ⅵ a層上面
S11～ Ⅵ層上面
S11上 面
Vb層 上面
Va層 上面

Va層上面 遺物の様相がSKlと ほぼ同じ
Va層上面 平面で確認
〃    P68と 同じ建物

Va層上面 SB4と 形態・方向が類似
〃    SB4と 形態 。方向が類似 。S11を 切る

〃    SB4と 形態・方向が類似
Va層上面 平面・調査区東壁で確認

I層水田の耕作がTE認面まで友ぶ

Ⅳ層畑の耕作によりVa層上面が攪拌された
Ⅳ層畑の耕作によりVa層上面が攪拌された
I層水田の耕作が確認面まで及ぶ

Ⅳ層畑の耕作によりVa層は貴拌されて遺存しなセ

×

○

×

×

×

×

×

×

∩

S11

SB6-P87,88,93
101

-P92
-P94´-96

S D20

Ⅶ a層上面

Ⅵ a層上面

SB4-P68底 面
S D16底 面

Vb層 上面

Vb層上面 Vb層畑の小濤状遺構群 (Ⅵ層上面確認)
を切る。遺物の様相がSKlよ りも古い

Vb層上面 Vb層畑の小濤状遺構群 (Ⅵ層上面確認)
を切る

〃    P87,88,93,101と 同じ建物

Vb層上面 平面・調査区北壁で確認

× Ⅳ層畑の耕作 (小濤状遺構群 な ど)に よつてVb層
上面が攪拌 された

X Ⅳ層や Va層 畑の耕作 によ りVa～ vb層 上画が授
拌 された

× P68に大部分が切 られた
× S D16に 切 られた
∩

S D25
S D26
S D27
S D28
S D29

ⅥIa l層上面

ⅥIa l層上面

Ⅵra l層上面

Ⅶ al層 上面
ⅥI C～ Y‖層上面

Ⅵi al層上面 平面・調査区東壁で確認
Ⅵf al層上面 平面・調査区南壁で確認
Ⅶ al層上面 平面 。調査区東壁・西壁で確認
Ⅷ al層上面 平面 。調査区東壁 。西壁で確認
ⅥI C層上面 調査区東壁で確認 堆積土とⅦ C層が類似するので見分けにくし

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

×

SDl-5
SD6
SD7
SD8
SD9
S D14・ 15、 21～ 24

S D30
SK2～ 10
Pl^ン21
P33,35,36,60

P41～48,61
P99-126

X層上面
Ⅶ b・ X層上面
X層上面
VΠ b層上面

Va・ Ⅶ b層上面
Ⅵ a層上面
Ⅵ a層上面
Ⅵ a層上面
Ⅳ層上面

SD9～Ⅶ b層上面
ⅥIb層上面

Ⅵ a層上面

I層水田の耕作が確認面まで及ぶ

I層水田・畑の耕作が確認面まで及ぶ

I層水田の耕作が確認面まで及ぶ

I層畑の耕作が確認面まで及ぶ

I層水田の耕作が確認面まで及ぶ

I層畑の耕作が確認面まで及ぶ

3区の小濤状還構群
5区の小清状遺構群
5区の小溝状遺構群
5区の小溝状遺構群

Ⅳ層上向

Va層 上面
Vb層 上面
Ⅵ a層上面

Ⅲ層上面   堆積上がⅢ層、調査区壁で確認
IV層上面   堆積上がⅣ層、調査区壁で確認
Va層上面  堆積上がVa層、調査区壁で確認
Vb層上面  堆積上がVb層、調査区壁で確認

Ⅲ層畑の耕作によってⅢ層上面が攪拌された

Ⅳ層畑の耕作によってⅣ層上面が攪拌された

Va層畑の耕作によってVa層上面が攪拌された
Vb層畑の耕作によってVb層上面が攪拌された

表20 遺構の検出状況と掘り込み面
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営まれる。開田の時期については弥生時代にまで遡る可能性はあるが確定はできない(後述する)。 これらの 3面

の水田跡のうち最も上層のVII al層水田はⅥ c層の堆積によって埋没している。

その後VI b層・Ⅵ a層・Vb層 (Vb層畑の母材層)が堆積し、上面にはS11・ SB6な どの建物が造られ、

Vb層畑が耕作されて集落が営まれる。S11の時期は 7世紀末～ 8世紀前半を中心とする頃と推定されるが、他

の遺構の年代は明らかではない。

Va層 (Va層畑の母材層)堆積後、上面にはS12や SB4・ 5な どの建物 とSKlが造られ、Va層畑が耕

作されるようになる。S12や SKlは 9世紀後半頃を中心とする時期と推定される。

Ⅳ層 (Ⅳ層畑の母材層)堆積後、上面にはSBl・ 2・ 3・ 7な どの建物が造られ、Ⅳ層畑が耕作されている。

建物の時期は方向がVa層上面の遺構群 と類似することからVa層上面の遺構群 と近接する9世紀末頃と考えら

れるが、Ⅳ層畑の耕作土中に灰白色火山灰が含まれることなどから、畑については10世紀前半頃も耕作されていた

ことが判る。建物や畑の下限については不明であるが、これ以降に付近において集落が営まれることはなかったよ

うである。

この他、Ⅳ層上面にはS D10～ 13・ 16・ 18・ 19な どの溝跡がある。これらの溝のプランはⅣ層畑の耕作によって

乱されていないことから、溝の時期はⅣ層畑の耕作以降であることが明確であるが、具体的な年代については不明

である。また、土地の利用形態もはっきりしない。

遺 構 の 変 遷

〔土砂の供給など〕   〔建物・濤・土坑などの遺構〕 〔水田・畑など〕     〔備     考〕
Ⅲ層の形成 S D17

Ⅲ層畑耕作

↑

灰白色火山灰降下

Ⅳ層の形成

↑

Ⅳ層畑の母材層堆

S D10～ 13・ 16・ 18・ 19

↑

SBl～ 3。 7
↑

IV層畑耕作

↑

Ⅷal層水田耕作   古墳時代中期頃

ⅥIa 2層水田耕作

Ⅵla 2層水田の母材層堆積―――――――――――――――――― ↑
Ⅷ b層水田耕作    古墳時代前期頃

Ⅲ層畑の母材層堆

灰白降下は10世紀前半頃

↑                                  ↑                              ↑

Va層の形成       SB4・ 5 S12 SKl  Va層 畑耕作     S12は 9世紀後半～10世紀前半頃
↑             I SKlは 9世紀第 3四半期頃
Va層畑の母材層堆
↑

Vb層の形成       SB6 S1l S D20    Vb層 畑耕作     S11は 7世紀末～ 8世紀前半頃

↑

Vb層層畑の母材
集落の形成

Ⅵ a層堆

Ⅵ b層堆

Ⅵ C層堆

↑

ⅥIa l層水日の母材層堆積

↑

Ⅷb層水田の母材層堆
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Ⅲ層 (III層畑の母材層)堆積後の遺構は S D17の みであり、Ⅲ層畑の範囲や周辺の状況、年代などについては不

明である。

3.掘立柱建物跡について
P92で示したように古代の遺構は大きく3段階 (Vb・ Va・ IV層段階)に分けられるが、そのうちのVa～Ⅳ層

段階において倉庫を含む掘立柱建物跡が方向をそろえて出現し、しかも堀り方の規模が比較的大きな建物が3棟 (S

Bl・ 4・ 5)伴 うことが明らかになった。Ⅳ層段階の遺構の年代がはつきりしないが、Va層上面のSKlは出

上した土器群の年代から9世紀第 3四半期と推定できたので、Ⅳ層をVa層段階に後続する近接した時期であると

仮定すれば、大体 9世紀第 4四半期を中心とする時期と考えられる。つまり、Va～Ⅳ層段階の 9世紀後半頃を中心

として、規模の大きな建物を含む多数の掘立柱建物かが企画性を持って建てられていることになる。当遺跡周辺で

は、北東1.5血にある中田畑中遺跡 (長島。青沼 :1983)や南方 3焔にある鶴巻前遺跡 (大友 :1993)で堀り方規模の

比較的大きな平安時代の掘立柱建物跡が調査されており、特に中田畑中遺跡例と共通点が多く認められるが、その

サ
l■格について明らかにすることはできなかった。

4.水田跡について

Ⅷ al層・Ⅷ a2層・ⅥI b層水田跡と連続する3面の水田跡を検出したが、これらの水田跡は基幹水路が踏襲して

使用され、区画方法も共通点があるなど、共に同じ構造を持っている。

水田跡の時期については出土遺物が限られるので確定できないが、以下の①～③の判断材料がある。

①最上層のⅦ al層水田跡に伴うS D27から塩釜～南小泉式の上師器が出上している。

②最下層のⅧ b層水田跡上面から塩釜式の上師器が出土しており、さらにこれらの中には塩釜式の中でも古い段

階の遺物が含まれている。

③最下層のⅦ b層水田跡の耕作土中からは土師器に混じって桝形囲式の弥生土器が出上している。

これらのうち① o②の事例から考えると、各水田跡それぞれの時期については細分はできないが、Ⅶ b～Ⅶ al層

水田跡を合わせた経営期間は上限を塩釜式期、下限を南小泉式期とする頃と考えられる。

なお、③によるとⅥI b層水田跡の上限は弥生時代中期にまで遡る可能性がある。この状況は第 2次調査のⅦ層水

田跡と似ている (註 6)が、基本層序の項で述べたように今回の調査区と第 2次調査区との間で明確な層の対応がで

きないために両水田跡をもって互いに補完させることはできない。また、耕作土中の弥生土器は水田跡の上限を示

すのではなく、水田跡によって弥生時代の遺構が破壊された結果を示している可能性もあること、さらに土師器に

比べて該期の遺物の数量が圧倒的に少ないことから、Ⅶ b層水田跡の上限は弥生時代にまで遡る可能性は否定はで

きないが、断定は避けておきたい。

(註 )

1.報文によると底部の切り離し法と再調整技法の比率は、ヘラ切り無調整が698%、 回転糸切り無調整が8.3%、 切り離し後回転ヘラ

ケズリ調整が144%、 切り離し後手持ちヘラケズリ調整が5.2%である。

2.多賀城跡S K2270出上の上師器不は口縁部が外反するものがやや多く、内面のヘラ ガヽキの方向は放射状のものが98%を占めてい

ることなど、当遺跡SKlの遺物よりも新しい要素が認められる。

3.本文中では触れなかったが、河南町須江関ノ入遺跡第11号窯跡 (佐藤 :1993)で は、底部～体部下端に回転ヘラケズリ調整が施さ

れるⅢB類や回転糸切り無調整のIVC類あるいはⅣD類などが本遺跡SKlの ものと類似している。当遺跡の方が底径・ 口径比がや

や大きい(関ノ入遺跡第■号窯跡のⅡI B・ ⅣC・ IVD類共に底径・口径比の平均は0.52)点 は異なるが、同窯跡ではヘラ切りのもの

が含まれるものの、主体は回転糸切り後回転ヘラケズリ調整が施されるものと、回転糸切り無調整のものであり、本遺跡SKlと 共

通する点が多い。

しかし、須江関ノ入遺跡第11号窯跡の年代は8世紀末～ 9世紀第 1四半期と考えられており、この年代観をそのまま当遺跡SKl
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に当てはめるとかなりのずれがあるが、県内の須恵器は各窯跡群によって回転糸切り技法の導入の時期が異なるなど、生産地の窯跡

群によって異なる変遷をすることが明らかにされている (佐藤 :1993)の で、SKlの須恵器の産地は須江関ノ入窯跡群ではなく、

別の窯跡群と推定される。

4 小ナII:1987、 真山 :1991、 柳沢 :1991な ど

5 近くでは名取市鶴巻前遺跡に類例がある。
6.第 2次調査のⅥI層水田跡の時期は「平安時代中頃以前」とされており、弥生時代とは限定されてはいないが、水田外のⅥI層や水路

から「弥生土器らしきものが 1点」と「石鍬に酷似した打製石斧が 1点」出上している。
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写真 1

Ⅶal層水田跡と

SD28確認状況

(5区・北から)

写真 2

Ⅶb層水田跡検出状況

(3区・西から)

写真 3 Ⅶb層水田跡確認状況 (3区・北から) 写真 4 5区東壁 (S29～ 32付近 )
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Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅷａ

Ⅷａ
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写真 5

2区北壁 (E6～ 9付近 )

写真 6

3区北壁 (W40～ 45付近 )

I

Ⅱ

Ⅳ

Va

Vb

Ⅵa

Ⅵb
Ⅵc
Ⅶal
Ⅶa2
Ⅶb
Ⅶc
Ⅷ

写真 7

5区東壁 (S27～ 30付近 )



写真 8

S12確認状況 (西から)

写真 9

S12完掘状況 (西から)

写真 10

SBl確言忍作業 (西から)
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写真悧  SB卜 P58確認状況 写真12 SBl―P49断ち割り状況

写真13 SBl― P31断面 写真 14  SBl―P59断面

写真15 SBl完掘状況 (1)、 (西から)



写真16 SBl完掘状況 (2)、 (西から)

写真17 SBl完掘状況 (3)、 (北から)



写真18

SDl～ 3確認状況

(東から)

写真19

SDl～ 3完掘状況

(東から)

写真20  SD2断面 (東から) 写真21 SD3断面



写真22 SD4～ 7確認状況 (南西から) 写真23

写真24

彗淳

SD6確言忍メ犬況 (西から)

牌
一

写真26 SD6断面 写真27 SD8確認状況 (南から)

写真25 SD6完掘状況 (東から)

(ラ かヽら)

(P蜀 から) 写真29 SD9断面 (東から)写真28 SD9完掘状況
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写真30

SD10～ 13確認状況

(東から)

写真31

SD10～ 13完掘状況

(東から)

写真32

SD12完掘状況

(F衛 から)
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__

写真33 SDll断面 (西から) 写真34 SD12断面 (南から)

写真35 SDl牛 15確認状況 (南から)

写真36 SD14断面 (南から) 写真37 SD15断面 (南から)
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写真39 SD18'19確 認状況 (東から)写真38 SD17・ 18確認状況 (東から)
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写真40

SD16。 17完掘状況

(西から)

写真41

SD17完掘状況

(西から)

写真42

SD13・ 19完掘状況

(北 から)
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写真43 SD21完掘状況 (南から) 写真44 SD21断面 (南から)

■
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写真45

SD22-24・ 30確認】犬況

(南から)

写真46

SD22・ 23完掘状況

(F衛 から)
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写真47 SD24完掘状況 (東から) 写真48 SD24断面 (口蜀から)

i、
■
′

写真50 SD30断面 (東から)写真49

写真51 SKl確認状況 (南から) 写真52 SKl断面 (南から)

写真53

SKl遺物出土状況 (西から)



写真54 SK5遺物出土状況 (南西から) 写真55 SK9完掘状況 (東から)

FT:こ縣 |

.||:!を1争聾!

写真56 SK9断面 (東から)
||:ii=4麟
写真57 SK10完 掘状況 (東から)

写真58

Ⅳ層上面小溝状遺構群

完掘状況 (3区・東から)



写真60 Va層上面小溝状遺構群確認状況
(5区 S20付近、東から)

募

写真61

Va層上面小溝状遺構群
確認状況

(5区 S40付近・西から)

写真62

Va層上面小溝状遺構群
完掘状況

(5区 S40付近・西から)



写真63

SB4完掘状況

(】ヒ東から)
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写真64 SB4-P65断 面 (南西から)
li・ |           .|・

写真65 SB4-P66断 面 (南西から)

写真66

SB4-P69と SD17断面
(東から)
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写真67

SB5確認状況 (1)

(南から)

写真68

SB5確認状況 (2)
(南から)

写真69

SB5完掘状況
(南から)
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写真70  SB5-P71断面 (南から)
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写真72 SB5-P75断 面 (西から)

r

写真74 SB5-P72断 面 (F衛 から)

写真71 SB5-P73断 面 (西から)

写真73 SB5-P76断 面 (西から)

写真75 SB5-P73完 掘状況

覺
SB5-P74完掘メ犬況 (西から) 写真77 SB5-P75完 掘状況 (西から)
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写真78 SD20と 土手の確認状況 (南西から) 写真フ9 SD20断面 (南西から)
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写真80

SD20完掘状況

(南西から)

写真81

Vb層上面小溝状遣構群
完掘状況

(西から)



写真82 S11床面検出状況 (南東から) 写真83 S11カ マ ド

写真84

S11床面の精査

写真85

S l柱穴等確認状況
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養

(西 から) (E百 から)写真87 S11南北断面 (2)

写真88 S11-P3断 面
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写真89 S l― P8断面
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写真86 S11南北断面 (1)

写真90 S11完掘状況 (南東から)



写真91

S11掘 り方完掘状況
(南東から)

写真92

S11掘 り方工具痕
確認状況 (1)

写真93

S11掘 り方工具痕
確認状況 (2)
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写真94

SB6完掘状況 (1)

(南西から)

写真95

SB6完掘状況 (2)

(南西から)

写真96

Ⅵa層上面小溝状遺構群

完掘状況

(S40付近、東から)



写真97

Ⅵa層上面小溝状遺構群

確認状況

(S30付近、東から)

写真98

Ⅵa層上面小溝状遺構群

完掘状況

(S30付近、東から)

写真99

Ⅵa層上面小溝状遺構群

完掘状況
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写真100

Ⅵa層上面小溝状遺構群と

SD28の土手の確認状況

(南 から)

アミ点部分がSD28の上手

アミ点部分がSD28の上手

写真101

Ⅵa層上面小溝状遺構群の完掘

】犬況とSD28の土手の確言忍】犬,兄
(うミから)



写真102

Ⅵla l層水田跡

畦畔の確認作業

(3区・南から)

写真 103

Ⅵla l層水田跡確認状況

(3区 。西から)

写真 104

Ⅵa l層 水田跡検出状況

(3区・西から)
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写真105

Ⅵal層水田跡確認状況
(5区 、南から、手前は検出状況 )

写真106

Ⅵal層水田跡検出状況
(5区 、南から)

写真107

Ⅵal層水圏跡検出状況と
SD28完掘状況

(5区 、呵ヒから)
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写真108

Ⅵla l層水田跡と

SD27の確言忍状
'兄(5区南部、北から)

写真109

Ⅵla l層水田跡検出作業と

SD27の完掘状況

(5区南部、北から)

写真110

Ⅵla l層水田跡の検出作業と

SD27の完掘状況

(5区南吉B、 舅ヒカ】ら)
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写真¬ 1

Ⅵla l層水田跡検出状況と

SD27完掘状況

(5区南部、北から)

写真112

Ⅵla l層水田跡確認状況

(4区、西から)

写真113

Ⅵla l層水日跡検出状況

(4区 、西から)



写真115

SD28土 手とⅥla l層 水田跡  望
石窪言忍】犬】記                     

―

(司ヒ西から)

写真 114

SD28土手の確認作業

(5区 、北西から)

写真116

SD28土 手とⅥal層水田跡
石密言忍】犬ツ元

(】ヒ西から)
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写真117

SD28完掘状況

(】ヒ東から)

写真118

SD28完掘状況

(西から)

写真119

SD28断面

(口蜀から)



写真120

SD27確認状況

(北西から)

写真121

SD27完掘状況

(】し西から)

写真122

SD27完掘状況と
Ⅵla l層水田跡検出状況

(北から)



写真123

SD27・ 30断面

(西から)

写真124

SD27北側上手の断面

(西から)

写真125

SD27南側土手の断面

(東から)
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写真126

SD26と Ⅵla l層水田跡

確認状況

(南から)

写真127

SD25完掘状況

(東から)

写真128 SD25断面 (西から)

≡一一一亀
一

４
・一
，

一ぶ
離

写真129 SD26断面 (北から)



写真130

Ⅵ隆 2層水田跡確認状況

(3区、西から)

写真131

Ⅵla 2層水田跡検出作業

(3区、西から)

写真132

Ⅵla 2層水田跡検出状況

(3区、西から)



写真133

SD23土手とⅥla 2層水田跡

確認状況

(西から)

写真134

SD28土手と

Ⅵla 2層水田跡検出状況

(口5か ら)

写真135

SD28土手と

Ⅵla 2層水田跡検出状況

(司ヒ西から)

が



写真136

Ⅵib層水田跡確認作業

(3区、西から)

写真137

Ⅵib層水田跡確認作業

(3区 、西から)

写真138

Ⅵib層水田跡確認状況

(3区、西から)
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写真139 Ⅵlb層水田跡確認状況 (3区 、西から)

辞IT重

写真140 Ⅵib層水田跡畦畔確認状況 (3区 、南から)

写真143 Ⅵlb層水田跡畦畔確認状況 (南から)写真142 Ⅵlb層水田跡畦畔確認状況 (南 から)
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写真144 Ⅵlb層水田跡検出状況 (3区 、西から)

写真145 Ⅵb層水田跡検出状況 (5区、北西から)



写真146 Ⅵlb層水田跡畦畔確認状況 (5区、西から) 写真147 Ⅵlb層水田跡畦畔確認状況 (5区、西から)
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写真148

Ⅵib層水田跡確認状況

(4区、東から)

写真149

Ⅵlb層水田跡検出状況

(4区、東から)



写真150

Ⅵlb層水田跡検出状況

(5区 、北西から)

写真151

SD28断面

(西から)

写真152 SD28北側土手断面 (西から)

,
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(西から)



写真154 SD29確認状況 (4区、 写真155 SD29断面 (西から)
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写真156

SD29完掘状況

(西から)

写真157

Ⅵlb・ Ⅵlc層除去後の状況

(Ⅵ‖層上面、 5区、北から)
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Ⅳ～ X層の遺物 1

写真158 S12出 土遺物

SD 9

SD13

2.  SDll

4・ 5 SD19
写真159 SD9。 11,13。 19出土遺物



Ⅳ～ X層の遺物 2

8

写真 160 SKl出土遺物 (1)



Ⅳ～ X層の遺物 3

写真161 SKl出 土遺物 (2)

写真162 SK5・ 6出上遺物



Ⅳ～ X層の遺物 4

Vb・Ⅵa・Ⅵib・ X層の遺物

写真163 SK10出土遺物

写真165 SB5出 土遺物



Ⅵ a～ X層の遺物
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写真166 S11出土遺物



１

５

に

４

I～ X層 。その他の遺物

Ⅵla l層 の遺物

写真167 1～Ⅳ層 。その他の出上遺物

写真168 SD27出土遺物



Ⅵl b層の遺物

6

写真169 Ⅵlb層 出土遺物



第 2編 後河原遺跡第 4次調査



第 1章 はじめに

第 1章 はじめに

第 1節 調査に至る経過

平成 9年、福仙興業株式会社によって、宅地造成の申請が出された。申請地は、後河原遺跡の範囲に隣接する地

点に位置しており、遺構の続きが検出されることが予想された。そのため、協議を重愈平成10年 3月 に試掘調査を

実施した。その結果、溝跡等の遺構が検出されたので本調査を行うこととなった。

遺 跡 名

調 査 名

所 在 地

調査主体

調査担当

調査期間

調査面積

第 2節 調査要項

後河原遺跡 (仙台市文化財登録番号 C-208、 宮城県遺跡登録番号01273)

後河原遺跡第 4次調査

仙台市太白区中田字後河原27-1、 27-2

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会 文化財課

担当職員 佐藤 洋 五十嵐康洋

平成10年 10月 12日～11月 18日

約125∬

発掘調査参加者

青木 吉次  浅見 潜子  阿部すえ子  阿部美枝子  阿部みのる  井筒 孝子

井深みつ子  大沼みさほ  小田嶋祥子  斎藤 慶子  佐藤とき子  菅井きみ子

須賀 栄子  鈴木 いし  竹森 光子  田中さと子  福山 幸子  山田千代子

整理作業参加者

相沢美佐子  佐藤 悦子  高橋 弘子  小泉 幸子  若生 洋子

第 3節 遺跡の概要

地理的環境・歴史的環境

これらについては、詳しくは 3次調査の第 1章第 3節を参照していただきたい。ただ、 4次調査地点は微高地の

縁辺に位置しており、微高地から後背湿地もしくは旧河道へと傾斜していく変換点にあたっていたことが調査の結

果わかった。このことは遺構の検出、基本層位の認定において大きな影響を与えている。

第 4節 調査方法

平成10年10月 12日 より現耕作土 (基本層 I層 )を重機により排除し、宅地造成によって破壊される道路部分の計

画に合わせて調査区を設定した(3次調査第 3図 )。 今回の調査区は、後河原遺跡の範囲に隣接する地域であったが、

試掘調査の結果遺構の分布が認められた地域である。また、今年度に調査を行った 3次調査の北約50mの地点に位

置している。調査区は東西約24m、 南北約14m、 幅約 3mの「TJ字状のものであり、調査の都合上調査区を「西

区」、「中央区」、「東区」、円ヒ区」と分けて調査を行った (第 1図 )。 調査面積は、約125m2でぁる (第 1図 )。 H層以

下は入力による遺構検出に努めた。

調査区内には測量用の基準杭 (杭A・ B)を任意に設定し、その後杭A・ Bを国家座標 (直角平面座標系X)に

位置付けている (杭A:X=-201027.260m、 Y=5519.305m ttB I X=-201015.664m、 Y=5539.175m)。 検



層名    色
I層 2.5Y3/3
11a層 2.5Y3/2
11b層 2.5Y4/2
ma層 2.5Y 4/3

第 5節 基本層序

出した遺構については、随時 1/40で図面の作成を行い、モノクロフィルム、カラーリタヾ―サルフィルム等で写真

撮影を行い記録に努めた。すべての野外調査を終えたのは、■月18日 である。

第 5節 基本層序

基本層は調査区のほぼ全域にみられる層序で、大別13層、細別18層を数える (I～XШ )。 しかし、円ヒ区」およ

び深堀トレンチでは基本層にはみられない大別 9層、細別11層の層序があり、これらの層序を基本層とは区別し微

高地から旧河道にかけての傾斜部分にのみ堆積した層序と判断した (あ～け)。 深堀 トレンチで、標高約3.8mの

「く」・「け」層から灰白色火山灰を検出している (第 2図 )。

調       土 性    特  徴

暗オリーブ褐色 シルト質粘土 現代の水田耕作土

黒褐色     シル ト質粘土 Ha層 水田

暗灰責色 シルト質粘土 擬似畦畔にのみ分布

オリーブ褐色  シル ト

孔

m

第 1図 調査区設定図



第 1章 はじめに

SD=6①

北区西壁

第 2図 基本層序

51mJ

46m雪

Ⅲb層 2.5Y 4/1

Ⅳ 層 2.5Y3/2

Va層 2.5Y 4/2

Vb層 2.5Y 4/2

Ⅵ 層 2.5Y3/2

ⅥI a層 2.5Y 3/3
ⅥI b層 2.5Y 3/2
ⅥI C層 2.5Y 3/1

Ⅷ 層 2.5Y5/3

Ⅸ 層 2.5Y5/3

X層 2.5Y4/2

XI層  10Y4/1
XH層  5GY 4/1
XIII層 2.5Y3/2

あ 層 2.5Y4/2

あ
′
層 2.5Y4/2
い 層  10YR 4/2

う 層  5GY 4/1
え 層  5Y2/1

黄灰色

黒褐色

暗灰黄色

暗灰責色

黒褐色

暗オリーブ褐色

黒褐色

黒褐色

黄褐色

黄褐色

暗灰責色

灰色

暗オリーブ灰色

黒褐色

暗灰責色

暗灰責色

灰黄褐色

暗オリーブ灰色

オリーブ黒色

シルト

粘土

粘土

シルト質粘土

粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

粘土

シルト質粘土

粘土

砂

細砂

粗砂

泥炭質粘土

シルト質粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

Ⅳ層水田

Va層水田

部分的な分布

主に調査区の南半部に分布、酸化鉄

細砂を多量に含む

層の上面は粗砂

縞状に泥炭質粘土層を換む

炭化物、酸化鉄を若干含む

あ層よりも砂質分が少ない

炭化物、木片を少量含む

¢l cm程のⅦI層ブロックを含む



第 2節 検出した遺構

お 層 7.5Y2/

か 層 2.5Y2/

き 層  10Y Rl.7/
5Y3/

く 層 7.5GY 3 /
く
′
層 2.5Y 3 /
け 層  5Y4/

黒色

黒色

黒色

オリーブ黒色

暗緑灰色

黒褐色

灰色

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

粘土

泥炭質粘土

5GY4/1粘土ブロックを多量に含む

5Y3/1粘土ブロックを少量含む

互層である。上部はかなり泥炭質である

強グライ化、層中に火山灰を含む

層下部に火山灰を帯状に含む

未分解の植物を多量に含む

り削平され、層の遺存状況は良くない。畦畔も、

2条である。それと、擬似畦畔Bに狭まれる清

第 2章 検出した遺構 と遺物

第 1節 調査の概要

検出した遺構は、調査区の制約もあり全容がはっきりとしないものが多い。遺構は、Ha層、Ⅳ層、Va層で水

田跡を検出した。また、Ⅵ層、Ⅷ層、VШ層で溝跡を検出した。前述したように傾斜の変換点に位置していることか

らⅥ層以下では北にむかい基本層にはあてはまらない層位が多くなる。そこで、円ヒ区」とこ層位確認用の深堀 トレン

チを設定し地表から約 3mま で掘り下げたが、湧水が激しくなったのでこれ以下の調査は断念した。

第 2節 検出した遺構

(1)H層
Ha層水田跡

Ha層 は、黒褐色のシル ト質粘土層である。上層の水田耕作によ

既に削平されており、検出できたものは擬似畦畔B(斎野他1987)

跡 1条 (SDl)で ある。

擬似畦畔B

擬似畦畔B2条は、いずれも東西方向で検出 (N-60° 一E)した (1・ 2)。 1は、検出長約14mで、上端幅は

lm、 下端幅は1.2m～1.4mである。しかし、東部分の一部は表土フ:除、および試掘の際に削平しており検出できな

かった。 2は、 1と平行しており検出長約 7mで、他の規模等は 1と 同様である。

水口と思われる部分を、 1の途中で 2箇所検出している。上端幅は、それぞれ50cm、 60cmで、深さは 2側程であ

る。堆積土は、上層の I層である。

水田区画に関しては、これら以外の擬似畦畔等が検出できなかったので不明である。

水田跡検出の遺物として、調査区の南壁付近で打ち込み杭 (第10図14)を 出土しているが、上層からの打ち込み

の可能性も考えられる。また、作土中から瓦質土器 (第10図 7)を出土している。他には、写真図版で示したよう

な陶磁器類が出上している。

SDl

SDlは、 2条の擬似畦畔Bに狭まれる形に東西方向 (N-60° 一E)で検出した。これにより、SDlは Ha

層水田に伴う水路と理解した。検出長は、約19mである。上端幅は1.2m～ 1.4m、 下端幅は20～40cmである。深さは

5～10cmで、断面形は「皿」形である。底面は起伏があリー定しないが、大きくは東へ緩やかに傾斜している。堆

積土は 1層である。遺物は出土していない。

(2)Ⅳ層
Ⅳ層水田跡



第 2章 検出した遺構と遺物

第 3図 ‖a層水田跡平面・断面図

0       1m



第2節 検出した遺構

Ⅳ層は、黒褐色の粘土層である。調査区の全域に分布し、層厚は10cm前後である。下面の乱れは少ない。畦畔 1

条と段差 1段を検出した。また、畦畔の両側で足跡を検出している。

畦畔

畦畔は、東西方向で検出 (N-60° 一E)した。検出長は約20mで、上端幅は20～ 40cm、 下端幅は80cmである。

畦畔の高さは、残りの良好な部分で15伽程で、調査区の西に向かうに従い遺存状況は悪くなり5 cm以下になるとこ

ろもみられる。遺物は出上していない。

足跡は畦畔の両側で連続して検出し、特に畦畔の北側は残りが良く、13mに渡って「ハ」字状に連続している。

2・ 3個掘ってみたが、足指の痕跡は確認できなかった。

段差

段差は、調査区の北区で検出 (N-75° 一E)したが、畦畔の方向とは若干のずれがみられる。遺存状況は余り

よくなく比高差は 2～ 3 cm程である。本来はこの部分に畦畔があったものと考えられるが、削平されたものと思わ

れる。

水田区画に関しては、南北方向の畦畔や段差も検出できなかったので詳細は不明である。ただ、畦畔の南北では

比高差が大きく、これを境に北側に傾斜している。このために、水田区画内の比高差が大きくなると、段差を設け

ることにより修正をはかっていたものと考えられる。このことは、これ以前の水田跡でも同様の傾向がみられる。

(3)Va層
Va層水田跡

Va層 は暗灰黄色の粘土層である。調査区の全域に分布し、層厚は20cm前後である。比較的下面は乱れている。

畦畔 1条と段差 2段を検出した。畦畔の北側部分で、掘りすぎによりVb層が露出してしまった部分 (第 5図スク

リーントーン部分)があるが、基本的には北に向かうに従い10側程の上ヒ高差をもって傾斜していることがわかる。

この傾斜の変換点に段差が取りついている。

畦畔

畦畔は、東西方向で検出 (N-75° 一E)した。検出長は約20mで、上端幅は70cm～ 1.4m、 下端幅は1.2～ 2m

である。畦畔の高さは、あまり遺存状況が良くなく2～ 4 cmである。また、畦畔にはこれに取りつき南北方向に延

びると思われる畦畔の一部が 2条確認できたが、いずれも20cm以上の延びは検出できなかった。

段差

段差 1は、東西方向で検出 (N-60° 一E)し、検出長は約3.4mでやや湾曲している。比高差は 2 cmである。段

差 2も 、東西方向で検出 (N-62° 一E)し、検出長は約3.2mで直線的である。

水田区画に関しては、畦畔と段差の間隔が一定でなかったり、南北方向の畦畔もはっきりとしないので不明であ

る。

遺物は、弥生土器、動物の歯 (馬 ?)、 焼骨 (人骨の可能性)等が出上しているが、図示できるものはない。

(4)Ⅵ l a層

Ⅶ a層は暗オリーブ色のシルト質粘土層である。調査区の南半部に分布し、層厚は10cmである。清跡 1条と段差

1段を検出した。

段差

段差は、調査区の南壁から1.8m離れたところで検出した。比高差は30cmで、1.2～ 1.4mぐ らいの平場を持ち、そ

こから先は北に向かいさらに下がっている (こ の平場上でSD2を検出した)。

SD2

東西方向で検出 (N-80° 一E)し、検出長は12mで、調査区の西端までは延びていない。上端幅は20～ 40cm、
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Ⅳ層水田跡平面・断面図第 4図



第 2節 検出した遺構

日

第 5図 Va層 水田平面 。断面図



第 2章 検出した遺構と遺物

下端幅は10cmである。深さは 2 cmで、断面形は「皿」形

である。底面はほば平坦である。堆積土は 1層で、基本

層のⅥ層が堆積している。遺物は出土していない。

(5)あ層
Ⅶ b層は、黒褐色のシルト質粘土層である。この層位

あたりから平面的に精査をしていくと、調査区の北部に

は旧地形にのみ堆積している層序が現れてくる。遺構を

検出したのは、「あ」層上面である「あ」層は暗灰黄色の

シルト質粘上である。溝跡 3条 (SD3～ 5)と土坑 1

基 (SKl)を検出した。これらの遺構の重複関係は、

SD4が SD5を切っている。また、SKlを SD3が

切っている。SD3と SD4と の間には重複はなく、同

時とこ存在していたものと考えられる。SD5と SKlと

をみた場合、両者にも直接的な重複はなく新旧関係はつ

かめない。しかし、平面的にみるとSD5が この面では

一番古いものであろう。

SD3

東西方向で検出 (N-80° 一E)し、検出長は4m程

である。上端幅は60cmで、下端幅は10cmで ある。深さは

5 cmで、断面形は開いた「U」 字形である。底面は北に

向かつて低くなっている。堆積土は 1層で基本層のVII b

層が堆積している。遺物は出土していない。

SD4

東西方向で検出し、SD3に平行している。検出長は

9.4mである。上端幅は60～ 70cm、 下端幅は10cmである。

深さは 5 cmで、断面形はSD3と 同様に開いた「U」 字

形である。底面の様子、堆積土共にSD3と 同様である。

遺物は少なく、図示したものは木製品 (第 10図12)であ

る。

SD5

東西方向で検出 (N-46° 一E)し、検出長は16mで

直線的である。上端幅は1.6～ 1.9m、 下端幅は20cmであ

る。深さは40cmで、断面形は北に緩 く傾斜の変換点を持

つが、開いた「皿」形である。底面はやや凹凸があるが、

全体的には東に傾斜している。堆積土は 3層で、自然堆

積である。遺物は弥生土器、土師器、石製品 (砥石)、 焼

骨 (人間の頭蓋骨 ?)、 歯 (人間)等が出上している。こ

のうち図示したものは、土師器 (第10図 4)。石製品 (第

10図■)である。

第 6図 Ⅵl a層上面
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SKl

平面形は、さらに調査区外企、延びているので全容はは

つきりしないが、ほば隅丸方形を呈するものと思われる。

長軸長は3.5m、 短軸長は1.6mで ある。深さは30cmで、

壁は角度を持って立ち上がる。堆積土は 2層で、ⅥⅡ層が

ブロック状に入 り人為堆積 と考えられる。遺物は出上し

ていない。

(6)Ⅵ‖層・「い」層

V田層は責褐色のシルト質粘土層である。「い」層は灰黄

褐色の粘土層である。Ⅷ層。「い」層上面で溝跡 5条 (S

D6～10)と土坑 1基 (SK2)を検出した。これらの

遺構の重複関係は、SD6と SD7～ 10と は同時期に存
在していたと考えられる。次に、SD6は SK2を切っ
ている。また、SD8と SK2は接している力ゞ、直接的
な重複はみられない。しかし、他の遺構との関係から考

えると、SD8が新しいものと思われる。
SD6

東西方向で検出 (N-48° 一E)し、検出長は15mで

ある。上端幅は1.2～ 1.3m、 下端幅は10clnである。深さは

50cmで、断面形は「皿」形である。底面は平坦である。

堆積土は 1層である。遺物は、馬の歯、須恵器等が出土

している。図示したのは須恵器 (第 10図 1)である。南

辺に 3基のピット (以下 Pと 略す)を検出した。Pl・

2間の間隔は5mで、P2・ 3間は6.4mと やや広い。平

面形はいずれも30～40cmの 円形で、深さがPl:40cm、

P2:20cm、 P3:50cmで ある。

SD7

北西方向で検出 (N-45° 一Wlし、検出長は2.8mで

ある。上端幅は50cm、 下端幅は10～20cmである。深さは

輛
絲

0              1m

第 7図 SD-3・ 4・ 5 SK-1平面・断面図



第2章 検出した遺構と遺物

3 cmで、断面形は「皿」形である。底面は平坦である。

堆積土は基本層のⅧ層である。遺物は出上していない。

SD8

北西方向で検出 (N-45° 一W)し、検出長は3mで

ある。上端幅は50cm、 下端幅は15～20cmである。深さは

3 cmで、断面形は「皿」形である。底面は平坦である。

堆積土は基本層のⅧ層が堆積している。遺物は出土して

いない。

SD9

北西方向で検出 (N-14° 一W)し、検出長は30cmで

ある。上端幅は56cm、 下端幅 4 cmである。深さは 3 cmで、

断面形は「皿」形である。底面は平坦である。堆積土は

基本層のⅧ層である。遺物は出土していない。

S D10

北西方向で検出 (N-16° 一W)し、検出長は40cmで

ある。上端幅は34cm、 下端幅15cmで ある。深さは 3 cmで、

断面形は「皿」形である。底面は平坦である。堆積土は

基本層のⅧ層である。遺物は出土していない。

SK2

調査区の東部分で検出したが、SD6に切られており

全体の形ははつきりとしない。また、試掘 トレンチによ

ってすでに失われた部分もある。検出できた部分での大

きさは、長軸長約6m、 短軸長約3mで隅丸長方形の平面

形を呈し、西側に段を持っている。堆積土は 2層で基本

層Ⅷ層が上部に堆積している。遺物は弥生土器、土師器

等が出土しているが、図示できるものはない。

(7)Ⅷ層・「お」層

Ⅷ層と「お」層上面で溝跡 2条 (S Dll・ 12)と性格不

明遺構 1基 (SXl)を 検出した。これらの遺構の重複

関係は、 S D12が SXlを切っている。

SK-2  2

第 8図 SD-6・ 7・ 8。 9・ 10 SK-2平面・断面図



第 3節 出土遺物

S Dll

東西方向で検出(N-50° 一E)し、検出長は15.8mで

ある。上端幅は40～ 50cmで、下端幅は10～20cmである。

深さは12cmで、断面形は「U」 字形である。底面は、凸

凹しており傾斜は一定ではない。堆積土は 1層で、基本

層のVШ層をブロック状に含んでいる。遺物は、土師器、

須恵器等が出土している。図示したのは、須恵器甕 ?体

部 (第10図 9)である。

S D12

深堀 トレンチで確認しているので規模等の詳細は断定

できないものが多い。調査区の西で、北側に下がる傾斜

を検出しており、これが S D12の 延長である可能性も考

えられる。ここまで延びた場合検出長は、約13mに なる。

トレンチ部分での確認状況は、方向はN-50° 一Eで、

検出長は2.4m、 上端幅は1.8m、 下端幅は80～ 90clnに な

る。深さは70～ 90cmで、断面形は南側に段を持ち起伏の

みられる「U」 字形である。底面は、湧水が多くはっき

りしないがほば平坦であると考えられる。堆積土は 5層

で、樹木片や基本層VⅢ層のブロックを含んでいる。遺物

は土師器、須恵器、種子等が出上している。図示したの

は、須恵器不 (第10図 6)である。

SXl

SXlは、深堀 トレンチの断面で確認した遺構で平面
的には確認できなかった。遺物等も出土せず詳細は不明

である。

第 3節 出土遺物

遺構から出上した遺物は第10図に示したとおりであ

る。この他に、遺構に伴わず基本層中から弥生土器、土

師器、須恵器、陶磁器、木製品、古銭等が出上している。

しかし、遺構出上の遺物同様に細片が多く図示できるも

のは少ない。そのうち、主な陶磁器については、写真図

版に掲載してある。

第 9図 SD-11・ 12平面図



第 4章 まとめ

第 4章 まとめ

(1)今次調査区は、微高地の縁辺から後背湿地もしくは谷地形に傾斜していく地形の変換点に位置していることが

わかった。

(2)検出した遺構は、Ha層、Ⅳ層、Va層で畦畔 (擬似畦畔 Bを含む)と段差、溝跡である。Ⅷ a層で土坑 1基

と溝跡 1条、「あ」層で土坑 1基と溝跡 3条を検出した。Ⅷ層。「い」層で土坑 1基 と溝跡 5条、Ⅷ層。「お」層で溝

跡 2条 と性格不明遺構 1基を検出した。

(3)Ha層 から出上した遺物は、陶磁器、瓦質土器、自然遺物 (種子)等である。このうち、年代のわかる陶磁器

をみると、14世紀から18世紀にかけてのものがみられる。Ha層水田跡は近世 (17世紀後半以降)に位置付けられ

る。

(4)Ⅳ層から出上した遺物は、磁器、自然遺物 (種子)等である。このうち、年代のわかるものは肥前産の白磁の

みである (17世紀から18世紀)。 これ 1点のみで年代を決定することは難しいが、Ⅳ層水田跡も近世 (17世紀以降)

と位置付けることが妥当であろう。

(5)Va層から出土した遺物は、弥生土器、陶器、自然遺物 (動物骨、種子)等である。このうち、年代のわかる

ものは、在地産と考えられる陶器である(13世紀～14世紀頃)。 Va層水田跡は中世 (Ⅵ層中から初鋳年1023年の「天

聖元宝」が出上しているので、すくなくともこれよりは新しい)と位置付けられる。

(6)Ⅷ a層で検出した溝跡は、遺物が出土していないことから年代は判断できないが、層位の関係からみて古代か

ら中世 (どちらかと言えば中世に近いか)にかけての時期といえよう。

(7)「あ」層とⅧ層。「い」層で検出した溝跡は方向`規模ともに似ている点が多いので時期的には近接した時期の

ものであろう。これらの清跡の機能を考えた場合東西方向に

'ヒ

較的幅の広い溝を作り、これに接続する形で平行す

る2本 1単位の濤を取り付けている。主水路とそこから水を給排水するために設けた水路の可能性が考えられよう。

これらの溝跡の時期であるが、やはり年代を決定するような遺物の出土はみられず、上下の層位との関係から見て

古代から中世にかけての間におさまるものと考えられる。

(8)Ⅷ層 。「お」層で検出した溝跡は、出土遺物や灰白色火山灰 (仙台平野において、10世紀初頭に降下したもの

と同様のものと考えられる)を含む層を切っていることから平安時代頃 (火山灰降下以降)に属するもの考えられ

る。また、性格不明遺構は、大きくは平安時代に属するが、これらの溝跡や灰白色火山灰を含む層の下位に位置す

ることからこれらよりは古いものと考えられる。



第 3節 出土遺物

ι勿一〃
9

【　

　

　

　

　

．
‐３

］　　　　．］

一　
　
　
一

脚
　

　

　

　

　

′′カ
リ

一回―園―
~L_」 ~

了∈́ 魔プ了一〇

 ヽ                             ド

―

醜

―

側

12

15

o                            5cln
Cm

図版番号 遺躊・層位 種  別 内  面 外  面
法 量

備  考 写真図版
口径 (cm) 底径 (cm) 器 高 (cm)

第 10図 -1 SD6 須恵器 ロクロ ロクロ 17-1

第 10図-2 Ⅷ層 弥生土器 ? ヨコナデ (148) 17-6

第 10図-3 あ層 須恵器 ロクロ ロクロ (206) 17-3

第 10図-4 SD5 土 : ヨコナデ、ヘラナデ ケヽメ、ヨコナデ (15 4) 17- 7

第10図 -5 上器

ヨ10図 -6 S D12 器 ロクロ (62)

ぎ10図 -7 al薔 瓦質土器 ロクロ ロクロ 17- 2

第10図 -8 ⅥI b層 弥生上器 単節 LR 17-5

第 10図-9 SD■ 須恵器 当て旦痛 平行タタキ 17-11

図版番号 遺構・層位 種  別 特   徴 石材 材質 重量 lg) 長さ(cln) 中昌(cm) 厚 さ 。径 (cm) 写真図版

第10図 -10 Ⅶ a層 石 斧 の破 片 々 流紋岩 (76) 径 :(27) 8

第 10図―■ SD5 石 (荒砥 ) 安山岩 (2

第 10図 -12 D4 木 (295) 16 0 2 9

-13 III層 木製品 上下欠損、孔内面焼 け ? (102) 03

10図 -14 II a層 木製品 先端 を斜めに加工 径 :25

10図 -15 Ⅵ層 金属製品 北宋銭 1天聖元宝」初鋳年 1023年 銅 径 :26 7-16

第10図 出土遺物



写真 1 ‖a層水田検出状況 (西より) 写真 2 ‖a水田確認状況 (西 より)

写真 3 Ⅳ層水田検出状況 (西より) 写真 4 Ⅳ層水田確認状況 (西より)

写真 5 Ⅳ層水田足跡 (南より) 写真 6 Va層 水田確認状況 (西より)

写真 7 SD3・牛 5 SK-1完 掘全景 (西より) 写真 8 SK lセ クション (北より)

157



写真 9 SD-6～ 10完掘全景 (西より)

調査区東壁断面

写真10 SD-12完掘全景 (西より)

写真11 調査区南壁断面 写真12 調査区南壁断面

写真14 深掘 トレンチ西壁断面

写真15 深掘 トレンチ西壁断面 写真16 調査区西壁断面 (最深部 )
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写 真 図 版 種   号u 産    地 年    代 備    考
17-12 Ⅵ 層 漆器・椀 外面に漆絵あ り

17-13 Ⅳ  層 磁器・皿 肥前 17C～18C 白磁 ?輪花皿

17-17-①
―②
―③
―④

Ⅱa層

Ⅱa層

Ⅱa層

Ⅱb層

皿

皿

皿

皿

器

器

器

器

陶

陶

陶

磁

志野美濃

古瀬戸

古瀬戸

龍泉窯系

16C末～17C初 (大窯V期 )

15C?
14C P

13C～ 14C

鰤
翻
誡

見込は無釉

割画文

17-18-①
―②
―③
― の

Ⅱa層

Ⅱ a層

Ⅱ a層

Ⅱ a層

陶器・鉢

陶器・皿

亙質土器・鉢 ?

陶器・鉢 P 大堀相馬 P

津

津

唐

唐

17C後半

16C～ 17C

IAC～

銑釉、折縁

膚鶏

写真17 出土 遺 物
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